
（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告第81集

本郷山根遺跡
ー級河川笹川河川改修工事に伴

う埋蔵文化財発掘調査報告書 II

1 9 8 9 

財団法人 群鳥県埋蔵文化財調査事業団





本郷山根遺跡
ー級河川笹川河川改修工事に伴

う埋蔵文化財発掘調査報告書 II

1 9 8 9 

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団





第11 号住居跡出土滑石製臼玉類

第11 号住居跡出土滑石大形剥片・紡錘車未製品・荒割剥片





序

群馬県はその南東部が平地で約 3 分の 1 、残りが山地で平地の三方を取り囲

みその中央を坂東太郎と呼ばれる利根川が流れ、県内の大部分の流れを合わせ

ています。これら、小河川は急峻な山地を走るように流れ下り、平地部では蛇

行しながら流れています。多量の降雨があるときは河川があふれてしばしば災

害を起こします。

溢水による災害を避けるために、県土木部河川課は県内各地で河川の改修工

事を行ってきました。このような河川が蛇行する場所は原始古代より、危険で

はありますが人々が生活するためには便利な場所でもありました。地下には、

その生活を物語る貴重な資料が豊富に埋蔵されています。

河川の改修により洪水の危険から身を守ることは私達の生活にとって必要不

可欠なことであります。しかし、このことは地中深く現在まで守り伝えられた

埋蔵文化財の破壊を意味します。我々にはこれらを事前に記録をして残し後世

に伝える責務があります。

藤岡市周辺は上毛野国の緑野みやけと考えられている地域であり、本郷には

埴輪の窯もあることなどが示すように、群馬県内における古墳時代の中心地で

あります。この台地上を南から北へ蛇行しながら流れる笹川は人々に恵ととも

に災害ももたらしました。本事業は、河川改修により破壊される地下の遺産を

発掘調査によって記録保存し、歴史解明の資料とし、川と人々のかかわりを探

り原始古代社会究明の資料とするものであります。

発掘調査、整理事業実施にあたりまして、ご指導、ご援助をいただきました

県土木部、群馬県教育委員会、藤圃市教育委員会ならびに地元関係者に感謝い

たします。また、本報告書完成にいたるまで発掘、整理に直接かかわりました

関係者の努力をねぎらうとともに、本書によって群馬県域の原始古代文化の究

明が多少なりとも前進することを念じて序といたします。

昭和63年 9 月 30 日

群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 清水一郎





例 戸

1.本書は、ー級河川笹川改修工事に伴う埋蔵文化財調査報告書の第二集「本

郷山根遺跡jである。

2. 本郷山根遺跡は、群馬県藤岡市本郷字山根に所在する。

3. 発掘調査は群馬県藤岡土木事務所の委託により、（財）群馬県埋蔵文化財調

査事業団が実施した。

4. 調査を実施した年月日は次の通りである。

発掘調査 昭和62年 7 月 16 日～昭和62年 8 月 31 日

整理作業 昭和63年 4 月 7 日～昭和63年 9 月 30 日

5. 調査組織は次の通りである。

事務担当 白石保三郎、井上唯雄、松本浩一、田口紀雄、上原啓巳、徳江

紀、巾隆之、定方隆史、住谷進、国定均、笠原秀樹、

小林昌嗣、須田朋子、吉田有光、柳岡良宏、野島のぶ江、並木

綾子、今井もと子、松井美智子、大島敬子、小野沢春美

調査担当 相京建史（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団主任調査研究員）

麻生敏隆（ 同 調査研究員）

松村和男（同 上）

6. 本書作成の担当者は次の通りである。

編 集 松村和男

本文執筆 徳江紀(I - 1) 、相京建史(I - 2) 、

麻生敏隆•松村和男(II -2(l)a 第15~17号住居跡）

松村和男(I -3•4 、 II 、 m)

遺物観察 縄文土器山口逸弘、同石器松村和男

古墳時代～平安時代土器 松村和男・新井悦子

同 石器松村和男

同 鉄製品松村和男

遺構写真 相京建史、麻生敏隆、松村和男

遺物写真 佐藤元彦（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団技師）

図版作成 松村和男、新井悦子、新谷さか江、高橋とし子、岩渕フミ子、

田中富子、山口淳子、笹尾ヨシ子（以上（財）群馬県埋蔵文化財

調査事業団） 株式会社測研

7. 本書の作成にあたり、下記の諸氏より御助言、御協力を得た。記して感謝

の意を表したい。（敬称略・五十音順）

飯島静男、志村哲、大工原豊、早田勉、外尾常人、藤岡

市教育委員会

8. 出土遺物は一括して群馬県埋蔵文化財センターに保管してある。

9. なお調査にあたって、作業に従事し、また、多くの便宜を図っていただい

た地元の方々に記して感謝いたします。



凡 例

1.本書の挿図に入れた方位記号は座標北を表す。

なお、調査に使用したグリッド基準線 (D ライン）の方向は N21° E である。

2. 本書で使用した地形図は以下の通りである。

図 1 国土地理院20万分の 1 「長野」「宇都宮」

図 3 国土地理院 5 万分の 1 「高崎」

3. 遺構の記述は、時代毎に、遺構毎に行っている。

住居の記述位 置グリッド名で表している。

主軸方位 カマドを通り、両側の壁に平行な軸線を想定して、

北または南からの偏角で表している。なお、カマド

の未検出の場合には北壁方向からの偏角で表してい

る。

重 複遺構の新旧関係を中心に述べている。

規 模主軸方向を縦として、それに直行する方向を横とし

て、上端から下端までの長さを 1 : 20の実測図より

計測した。深さは遺構確認面からの壁高である。

埋没土 主な混入物と、主な土層の色調、土質を中心に記述

している。

掘り方 いわゆる床下の構造及び床面をつくるための充填土

について記述した。

床 面床面の硬化面の有無や範囲、その状況を記述した。

貯蔵穴・周溝．柱穴 それぞれの検出の有無、位置、規模など

を中心に記述した。

遺物出土状態 遺物の集中部分や床面からどれくらい浮いてい

るかなどを中心に記述した。なお、平面図中の遺物

番号は調査時の取り上げ番号であり、それをそのま

ま用いた。

カマド カマドをひとつの遺構と考え、住居と同じ項目をた

てて記述した。

備 考住居に伴うと考えられる遺物及び住居の新旧関係か

ら、住居の使用年代を推定している。なお、この時の

年代決定は坂ロ一氏の年代観（文献32~34) に拠る。

溝・土坑・ピットの記述 基本的には住居に準ずる項目をたてて記述した。

ただし、土坑・ピットについては主要なもののみ取

り上げた。それらの主軸方位は長径方向と座標北と

の偏角で表した。

4. 遺物の記述については、遺物観察表にまとめた。観察基準及び各記号は以

下の通りである。

1) 番号は挿図番号に一致する。平面図中の遺物番号は観察表の出土位置の



番号を表す。

観察表中の（ ）は現存部分もしくは推定復元の値を表す。

土器観察表中の量目欄の「ロ・底・高」はそれぞれ口径、底径、器高を

表す。石器観察表中の「長さ・幅·厚さ」はそれぞれ最大値を表す。

遺物観察表中の色調は、『新版標準土色帖』を用いて記載した。

土器の焼成は酸化か還元かを重点に記述している。

土器に認められる変色部分についで焼成時と考えられるものを黒斑・赤

斑、その後と考えられるものを黒変・赤変とし、実測図及び模式図（実

測図の 2 分の 1) にスクリーントーンを用いて表した。自然釉．灰釉に

ついても実測図に同様に表した。

土器実測図中の一印は砂粒の動いた方向である。

石器については敲打範囲は日印で表した。磨滅は線状痕が認められるも

のについては線で、そうでないものについてはスクリーントーンを用い

て示した。なお、側面の磨滅範囲については→印で表した。

5. 石器観察表の石質同定は、群馬地質研究会会員飯島静男氏の分類基準に合

わせ、松村がおこなった。

6. 本遺跡で検出したテフラについては（株）パリノ・サーヴェイに分析・同定

を委託した。
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図 6 縄文土器実測図一 l 図41 第23号住居跡 図68 第41号 (1 • 2) 、 44号 (3) 、 46号 (4 • 5) 、

図 7 縄文土器実測図ー 2 図42 第24号住居跡（小鍛冶遺構） 48号（ 6 • 7) ピット、第 1 号掘立柱建物

図 8 第 5 号 (1) 、 6 号 (2~ 4) 、 7 号 (5~ 図43 第26号住居跡 跡柱穴 8 (8 • 9) 、 69 号（10) 、 70 号

12) 、 9 号 (13) 住居跡出土石器 図44 第 1 号溝遺物・コンター図 (11 ・ 12) 、 80号 (13~15) 、 106号 (16) 、 120号

図 9 第 10号 (1~ 9) 、 12号 (10) 、 13号 (11) 、 15 図45 第 1 号溝セクション・エレベーション (17) 、 126 号 (18) 、 129号 (19) 、 130号 (20)

号 (12) 住居跡出土石器 図46 第 1 号掘立柱建物跡 ピット出土土器

図 10 第 16号 (1~ 3) 、 17 号 (4) 、 19号 (5~ 図47 土坑、焼土遺構、ピット 図69 第 144号 (1) 、 168号 (2) 、 169号 (3) 、 182

7) 、 21 号 (8 • 9) 、 22号 (10) 、 24号 (11) 住 図48 第 1 号 (1~ 4) 、 2 号 (5~ 7) 、 3 号 (8 号 (4 • 5) 、 184号 (6 • 7) 、 189号 (8) 、 200

居跡、第 1 号 (12) 溝出土石器 ~12) 、 4 号(13~15) 住居跡出土土器 号 (9 • 10) 、 203号 (11) 、 204号 (12) 、 207号

図11 第 4 号(1)、 6 号 (2) 、 10号 (3 • 4) 、 63号 図49 第 5 号 (1~4) 、 6 号 (5~18) 住居跡 (13·14) 、 232 号 (15) 、 344 号(16) 、 346 号

(5) ピット、 C-27グリッド (6) 、風側木 図50 第 7 号住居跡出土土器 (1 7) 、 352号(18) 、 385号(19) ビット出土土

(7) 、表採(8) 出土石器 図51 第 7 号住居跡出土土器 器

図12 本郷山根遺跡遺構配置図 図52 第 8 号 (1~ 9) 、 9 号 (10~18) 住居跡出 図70 第420号 (1 • 2) 、 443号 (3) 、 444号 (4) 、

図13 第 1 号、 2 号住居跡 土土器 488号 (5) 、 495号 (6) 、 535号 (7) 、 564号

図14 第 3 号住居跡・カマド 図53 第 9 号住居跡出土土器 (8~12) 、 566号 (13) 、 600号 (14·15) ピッ

図15 第 4 号住居跡・カマド 図54 第 9 号 (1~9) 、 10号（10~16) 住居跡出 ト出土土器

図16 第 5 号住居跡・炉 土土器 図71 第 4 号 (1 • 2) 、 5 号 (3~7)住居跡出土

図17 第 6 号住居跡・カマド 図55 第11号住居跡出土土器 石器

図18 第 7 号住居跡 図56 第 12号住居跡出土土器 図72 第 5 号住居跡出土石器

図19 第 7 号住居跡カマド 図57 第 13号(1 ~6) 、 14号 (7 -11) 住居跡出 図73 第 5 号 (1~4) 、 6 号 (5~9) 住居跡出

図20 第 7 号住居跡掘り方 土土器 土石器

図21 第 8 号住居跡・カマド 図58 第15号住居跡出土土器 図74 第 6 号住居跡出土石器

図22 第 8 号住居跡掘り方 図59 第15号住居跡出土土器 図75 第 6 号（ 1 • 2) 、 7 号 (3~10) 住居跡出土

図23 第 9 号住居跡 図60 第 16号 (1 - 7) 、 17号 (8~14) 住居跡出 石器

図24 第 9 号住居跡カマド 土土器 図76 第 7 号住居跡出土石器

図25 第10号住居跡 図61 第18号 (1~3) 、 19号 (4~14) 住居跡出 図77 第 7 号住居跡出土石器

図26 第 10号住居跡掘り方 土土器 図78 第 8 号住居跡出土石器

図27 第 11号住居跡・カマド 図62 第20号（ 1 ）、 21号 (2~11) 、 22号 (12~21) 図79 第 9 号住居跡出土石器

図28 第 12号住居跡・カマド 住居跡出土土器 図80 第 9 号住居跡出土石器

図29 第 13号住居跡・カマド 図63 第24号 (I~10) 、 25号 (11~13) 住居跡出 図81 第10号 (1~4) 、 11号 (5~8) 住居跡出

図30 第14号住居跡 土土器 土石器

図31 第15号住居跡・カマド 図64 第 1 号溝出土土器 図82 第11号住居跡出土石器

図32 第15号住居跡貯蔵穴 図65 第 1 号溝出土土器 図83 第 11号住居跡出土石器

図33 第 16号住居跡・ 17号住居跡掘り方 図66 第 2 号 (1 - 5) 、 3 号 (6~8) 溝、第 1 図84 第11号住居跡出土石器

図34 第 17号住居跡 号 (9) 、 2 号 (10~13) 、 3 号 (14~18) 、 6 図85 第11号住居跡出土石器

図35 第17号住居跡カマド 号 (19) 土坑出土土器 図86 第11号住居跡出土石器



図87 第 11号住居跡出土石器 8) 住居跡出土石器 (6 • 7) 、 440号 (8) 、 545号（ 9) ピット出

図88 第 11号住居跡出土石器 図97 第 21号 (1~7) 、 22号 (8~12) 住居跡出 土石器

図89 第12号住居跡出土石器 土石器 図105 第564号 (1 • 2) ピット、表採・グリッド

図90 第 13号 (1 • 2) 、 14号 (3~8)住居跡出土 図98 第22号住居跡出土石器 (3~8) 出土石器

石器 図99 第24号 (1 - 4) 、 25号 (5~7) 住居跡出 図l!Xi 石器組成百分率グラフ

図9] 第 15号住居跡出土石器 土石器・鉄製品 図107 第 11号住居跡滑石法量分布グラフ

図92 第 15号住居跡出土石器 図100 第 1 号溝出土石器 図108 第 11号住居跡滑石法量分布グラフ

図93 第16号住居跡出土石器・鉄製品 図IOI 第 1 号溝出土石器 図lOO 第 11号住居跡臼玉製作工程図

図94 第 16号 (1 - 7) 、 17号 (8~11) 住居跡出 図11/2 第 1 号溝出土石器 図llO 竹沼遺跡紡錘車製作工程図

土石器 図103 第 1 号溝出土石器 図lll 竹沼遺跡臼玉製作工程図

図95 第 17号住居跡出土石器 図叫第 1 号溝（ l) 、第 3 号土坑 (2) 、第 図112 下谷地遺跡管玉・石針製作工程図

図96 第 18号 (1 - 3) 、 19号 (4~ 6) 、 20号 (7. 11 ・ 12号（ 3 ）、 73号 (4) 、 334号 (5) 、 344号 図113 礫．敲石類法最分布グラフ

付図 本郷山根遺跡全体図

写真図版目次

P L 1 1 ．調査区全景南西から 2 ．第 9 号住遺物出土状況東から 南西から

2．調査区南側住居跡、ピット群全景北 3 ．第 9 号住カマド遺物出土状況全景 P L 14 1 ．第24号住（小鍛冶）遺物出土状況全禁

から 西から 東から

PL 2 1 ．第 7 号土坑遺物出土状況全景南か 4 ．第10号住掘り方全景東から 2 ．第24号住（小鍛冶）炉全景北東から

ら 5 ．第 10号住北西コーナー貯蔵穴全景 P L 15 1 ．第26号住全景北東から

2 ．第10号土坑東西セクション南から 東から 2 ．第 1 号掘立柱建物跡全景北から

PL 3 1 ．第 1 号住遺物出土状況全景北東か PL 9 1 ．第11号住遺物出土状況全景（手前 6 P L 16 1 ．第 1 号溝全景南西から

ら 号住）北から 2 ．第 1 号溝遺物出土状況全景西から

2 ．第 1 号住掘り方全景北から 2 ．第11号住全景北から 3 ．第 1 号溝遺物出土状況東から

3 ．第 2 号住遺物出土状況全景北から 3 ．第 11号住掘り方全景東から 4 ．第 1 号焼土遺構全漿南から

4 ．第 2 号住掘り方全景北から 4 ．第11号住カマド全景東から 5 ．第 1 号土坑全景南から

5 ．第 3 号住遺物出土状況全景南から 5 ．第11号住カマド掘り方全景東から 6 ．第 2 号土坑全景東から

6 ．第 3 号住カマド遺物出土状況全景 PL 10 1 ．第12号住遺物出土状況全景西から 7 ．第 3 号土坑全景東から

南から 2 ．第 12号住掘り方全漿西から PL 17 縄文土器

7 ．第 3 号住掘り方全景南から 3 ．第 12号住カマド全景西から PL 18 縄文土器・石器

8 ．第 3 号住カマド掘り方全景南から 4 ．第 13号住遺物出土状況全景南から PL 19 縄文石器

PL 4 1 ．第 4 号住遺物出土状況全景西から 5 ．第 13号住カマド遺物出土状況全景 PL 20 古墳～平安時代土器

2 ．第 4 号住掘り方全景北から 南西から PL 21 古墳～平安時代土器

3 ．第 4 号住カマド全景西から P L 11 1 ．第 14号住遺物出土状況全景南西か P L22 古墳～平安時代土器

4 ．第 4 号住カマド掘り方全景西から ら PL 23 古墳～平安時代土器

5 ．第 4 号住紡錘車出土状況全景西か 2 ．第 14号住掘り方全景西から PL 24 古墳～平安時代土器

ら 3 ．第15号住遺物出土状況全景東から PL 25 古墳～平安時代土器

PL 5 1 ．第 5 号住遺物出土状況全景西から 4 ．第 15号住全景東から P L26 古墳～平安時代士器

2 ．第 5 号住全景北から 5 ．第 15号住カマド遺物出土状況全景 PL 27 古墳～平安時代土器

3 ．第 5 号住掘り方全景北から 西から PL 28 古墳一平安時代土器

4 ．第 5 号住炉跡確認状況北から 6 ．第 15号住貯蔵穴遺物出土状況全景 PL 29 古墳～平安時代土器

5 ．第 5 号住炉跡北東から 北から P L30 古墳～平安時代土器

PL 6 1 ．第 6 号住全景西から 7 ．第 15号住カマド掘り方全景西から P L31 古墳～平安時代土器

2 ．第 6 号住遺物出土状況全景南西か P L 12 1 ．第 16号住掘り方全景南から P L32 古墳～平安時代土器

ら 2 ，第 16号住カマド遺物出土状況全景 P L33 古墳～平安時代石器

3 ．第 6 号住掘り方全景西から 西から P L34 古墳～平安時代石器

4 ．第 6 号住カマド全景南西から 3 ．第 17号住全景西から P L35 古墳～平安時代石器

5 ．第 6 号住カマド掘り方全景西から 4 ．第 17号住カマド全漿西から P L36 古墳～平安時代石器

PL 7 1 ．第 7 号住遺物出土状況全景東から 5 ．第 18号住掘り方全景東から P L37 古墳～平安時代石器

2 ．第 7 号住掘り方全景東から 6 ．第 18号住遺物出土状況全景南から P L38 古墳～平安時代石器・鉄製品

3 ．第 7 号住カマド遺物出土状況全景 7 ．第 19号住遺物出土状況全景南から P L39 古墳～平安時代石器

南西から 8 ．第 19号住貯蔵穴南から P L40 古墳～平安時代石器・鉄製品

4 ．第 8 号住遺物出土状況全景南西か P L 13 1 ．第20号住遺物全景南東から P L41 古墳～平安時代石器・鉄製品

ら 2 ．第21号住カマド全景北東から P L42 古墳～平安時代石器

5 ．第 8 号住カマド遺物出土状況全景 3 ．第21号住遺物出土状況全景東から P L43 古墳～平安時代石器

南西から 4 ．第22号住遺物出土状況全景西から

PL 8 1 ．第 9 号住遺物出土状況全景東から 5 ．第 22号住掘り方遺物出土状況全景
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1 ．発掘調査に至る経緯

I 発掘調査の経過

1.発掘調査に至る経緯

藤岡市南部の庚申山から流れ出る笹川は、市街地

の東側の水田地帯を北流する小河川で、群馬県土木

部河川課•藤圃土木事務所により河道変更・護岸工

事等が施されてきている。

本河川の流れる本郷地区は埋蔵文化財の包蔵地の

あるところとして知られており、河川改修に伴う埋

蔵文化財の取り扱いについて、河川課と群馬県教育

委員会文化財保護課は協議を進め、埋蔵文化財は記

録保存をすることとし、昭和61年まで次のように進

展してきた。

昭和57年 河川課、文化財保護課に埋蔵文化財の有

こ下、ふ：、（＿‘

ミ

無の調査を依頼。

文化財保護課、遺物の確認と水田地帯での試

掘の必要性を回答。

昭和58年 文化財保護課、J R 八高線と国道254バ

イパス間の試掘を実施。一部に遺構を確認。

昭和60~61年 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業

団（以下事業団）は河川課の委託を受け調査

を実施。 60年度1,075m\ 61年度3,000m\ 計

4,075対の調査を実施した。

上記60 • 61年度調査の成果は62年 9 月に「本郷尺

地遺跡」として報告書が刊行されている。

昭和61年文化財保護課、国道254バイパス以南の

うち、用地買収の済んだ本郷団地の南約100m

図 1 群馬県の地勢と本郷山根遺跡の位置゜ 20km 

3
 



I 発掘調査の経過

の試掘を実施、一部に遺構を確認。

昭和62年度の概要は次のとおりである。

61年度の試掘結果を受け、河川課・事業団間で、

5 月 20 日付「一級河川笹川河川改修工事に伴う埋蔵

文化財発掘調査委託契約」が締結され、本郷団地の

南、水田地帯の中の微高地約1,000m2 を 7月 16 日～ 8

月 31 日の約 1 ヶ月半を予定して調査を実施すること

となった。遺跡名は、本郷山根とした。

調査は予定通り始まったものの梅雨、そして水田

地帯故の排水不良に悩まされた。また、作業員の地

元からの応募が少なく、高崎市や埼玉県上里町から

の応援を得るなど難行を重ね、調査終了がややずれ

こんだものの約 2 ヶ月弱で調査を終了することがで

きた。

本郷山根遺跡の整理は63年度に行われ、ここに報

告できることになったが、発掘調査に際して多くの

機関・個人の方に御協力を戴いた。記して感謝いた

します。

群馬県土木部河川課・群馬県教育委員会文化財保

護課•藤岡土木事務所・藤岡市都市開発部振典課・

藤岡市経済部土地改良課•藤固市教育委員会・藤岡

市農協美九里支所・埼玉県上里町教育委員会・地元

区長・地権者の皆様。

追記 国道254バイパスから本郷団地までの間は

試掘が遅れていたが、本調査終了後文化財保

護課により行われ、遺構が存在しないことが

確認された。従って、笹川河川改修部分の内、

本郷山根遺跡以北（下流）部分の調査は総て

終了したこととなった。

2. 調査の方法と経過

調査範囲の設定と水対策 ー級河川笹川河川改修

工事に伴う埋蔵文化財発掘調査は昭和60年、 61年度

に調査を行った。今年度の調査は用地買収の終了し

た上流部分に群馬県教育委員会文化財保護課によっ

て試掘の行われた部分の中で遺構のある約1,000m'

にあたる微高地部分の集落跡（古墳時代から平安時

代）を調査した。 61年度の調査方法同様遺構測量は

国家座標系に組み入れられるように配慮した。 61年

度の経験から当時期の発掘調査は水量が多く、しか

も水田地帯のため常備排水ができる設備を整えるこ

とと、近接する水田の水漏れを防ぐことを考慮に入

れて調査を行う必要性が生じた。このため、大規模

な排水施設をつくることはできないので、遺跡の周

囲に細い溝を切り、底を笹川の水面よりやや上位に

構築し、自然に排水ができるようにした。また、住

居跡の床面や柱穴の底などはこれよりも低いこと

ゃ、雨水等による増水で、地下水面が上昇すること

が十分に考えられたため、電気配線を行い、調査地

点で水中ポンプがいつでも稼働できる状況に準備を

行い調査を開始した。現在使用中の暗渠施設等もあ

り、調査は困難を窮めたが必至の努力により、なん

とか現地調査を行うことができた。

調査に関する経過 7 月 16 日事務所を開設し、発

掘調査にとりかかる。調査区の表土掘削を開始し、

排水用の溝を切り始める。調査区域境に安全柵を設

けた。調査区は図 2 『本郷山根遺跡の調査区」で図

示してあるスクリーントーン部分である。この部分

は北側に河川改修の線引き部分がある場所よりも西

側から東側にかけて低台地が広がり集落の密集する

部分である。しかし、現在では水田化がなされてい

る。この台地北側には竪穴住居跡は確認できず、掘

立柱の建物跡と無数のピット群が検出された。調査

区には 5m グリットを設定した。河川改修工事用の

センター杭ののっている直線を基準線とした。座標

は西から東ヘアルファベット、北から南へ数字で表

4
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2 発掘調査の方法と経過

現し、北西の隅にグリットボイントを設け、調査区

を呼ぶことにした。遺構の調査にあたっては、遺構

と基本土層との関係や遺構の新旧関係を見極めるよ

うに努めた。遺構内埋没土中の遺物と遺構との関係

を知るために必要に応じて土層観察用のベルトを残

して調査を行った。出土遺物は遺構の底よりもかな

り浮いているものについては遺構名と土層を見極め

て取り上げを行い、底に近いものについては出土位

置図（平面図20分の 1) に 1 点づつ標高、出土層位、

出土年月日を記入した。また、記録写真は 6 X 9 版

のモノクロ写真と 35mmのモノクロ写真、 35mm のリ

バーサルフィルムにより全景、各遺構の全景、遺物

出土状況、土層等を記録した。雨天の日は現場事務

所において遺物の洗浄、注記を主に、他に記録写真

の整理、図面の照合等も同時に行った。今回の主な

検出遺構は古墳時代から平安時代にかけての住居跡

が中心であったため、 20分の 1 の遺構平面図、土層

図、遺物出土状況図、掘り方図、 10分の 1 のカマド

平面図・土層図が主であった。また、本遺跡をのせ

る台地の成り立ちゃ自然環境の把握と遺跡の関係を

明らかにしたいために地質の分析委託をも試みた。

このようにして行った調査も 8 月下旬に撤収作業を

行い、特に工事期間までの安全対策として現地の掘

削部分に土羽をつけて崩壊防止作業を行い、完全に

撤収とした。

整理作業は、昭和63年度事業として事業団本部に

おいて 4 月から行われた。主な作業としては報告書

作成に必要な遺構等の図面整理の他に、出土した遺

物の復元作業、実測、 トレース、原稿執箪、レイア

ウト、校正等であった。具体的な整理方法等につい

ては本書の凡例に記載した。

0 50m 

図 2 本郷山根遺跡の調査区 A~D基本層序確認地点
昌璽l スクリーントーン部分
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I 発掘調査の経過

3. 基本層序

発掘調査終了時点で台地平坦部及び台地斜面部、

低地部に合計 7 箇所の深掘りトレンチを設定して確

認した（因 2) 。図 3 はその基本的な層序である。

A台地平坦部 遺構は総てここから検出された。

I 層は水田耕作土である。厚さは20~30cm と薄い。

I 層は水田の床土であり、赤褐色の鉄分凝集層

が認められる。

II 層は黄褐色粘性土層であり、この中に浅間一板

鼻黄色軽石層 (Y p)に対比される可能性が高い部分

がある。

Ill層は茶褐色砂質シルト質土層である。古墳時代

以降の遺構の多くは II 層から掘り込まれていた。

w層は黄褐色粘性土層である。

V層は暗褐色粘性土層である。 W層下半部から V

層にかけては浅間一板鼻褐色軽石群 (B pグループ）

に対比される可能性がある。しかし、純層としては

検出できなかった。第10号土坑は 1I 層からここまで

掘り込まれていた。

VI層は黄褐色粘性土層であり、藤岡粘土層である。

本層の上部（資料22) に姶良丹沢パミス (AT) 層が検

出された。

B 台地斜面部 調査区北側の台地落ち際の層位で

ある。

I • I'層は台地平坦部とほぼ同じである。

II 層は浅間 A軽石層である。台地北側の落ち際に

のみ厚く認められた。

III層は暗青灰色粘土層である。ここまでが台地際

の落ち込みであり、 N層以下は台地平坦部の II 層以

下に対比されるものと思われる。

w層は黄褐色粘性土層である。本層上部に台地平

A台地平担部 B台地斜面部 c低地部 D低地部

口
口3

口 5

lm — 口 9 lm 

口 13

口 18

VI ゴロ 21

I 

022 

2m-

3m-

口 1

lm-

図 3 本郷山根遺跡の基本土層

三
に二lこニコ

Il 

lm--

> 

VI 

3m --

閾‘|.
4m 

口 1

□ 2 

A台地平担部
I 耕作土
I' 鉄分凝集層（床士）
II 黄褐色粘性土 (Y P) 
皿茶褐色砂質シルト質土
N黄褐色粘性土
V暗褐色粘性土
VI 黄褐色粘性土（上部に AT)
（藤岡粘土）

B台地斜面部
I 耕作土
I' 鉄分凝集層（床土）
II 浅間 A軽石
m暗青灰色粘土
N黄褐色粘性土

c低地部
I 耗作土
I' 鉄分凝集層（床土）
II 明褐色土～青灰色シルト質粘士
m青灰色砂礫層

D低地部
I 耕作土
I' 鉄分凝集層（床土）
II 浅間 A軽石層
II1 青灰色砂質シルト
lV浅間 B軽石
V暗青灰褐色粘土
VI灰褐色砂質シルト
V11 青灰色砂礫層
渭暗青灰色粘土
（藤岡枯土）

IX青灰色砂礫層
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坦部の Il 層に検出された YP が認められた。

c低地部

I • I'層は台地部とほぽ同じである。

Il 層は明褐色～青灰色シルト質粘土層であり、厚

さは 2~3m と非常に原い。本層下部が藤岡粘土層

に対比される可能性がある。

III 層は青灰色の砂礫層であり、藤岡台地の基盤を

なしているものと考えられる。

D低地部

I ｷ I'層は台地部とほぽ同じである。

Il 層は浅間 A軽石層である。

III層は青灰色砂質シルト層である。

w層は浅間 B軽石層である。本地点でのみ確認さ

れた。

V層は暗灰褐色粘土層である。本郷尺地遺跡の完

新世粘土層に対比される可能性が大きい。

VI層は灰褐色砂質シルト層である。

VII層は青灰色砂礫層である。本層は C 地点では良

く確認できなかった。

VIII層は暗灰色粘土層であり、藤固粘土層である。

IX層は青灰色砂礫層であり、基盤をなしている。

B·D 地点では浅間 A軽石が確認された。特に B

地点ではその堆積が厚かったが、これは降下以後の

なんらかの作用によるものと考えられる。

A地点 Il~V 層、 B 地点w層、 C 地点 Il 層上部、

3 ．基本層序

D 地点V • VI層は地点によっては細かく分けること

ができるが、全体的に見るとシルト質であり、それ

ぞれ対比されるものと考えられる。ただし、台地部

に比べて低地部の方が、青味を帯び暗い感じがする。

この層の下にくる青灰色砂礫層 (D 地点 VII層）は

上のシルト質の部分の厚さが各地点ともほぼ一致す

ることから約 2 万年以前の可能性が大きい。今後の

調査を必要とする。 D地点ではこの層の下に、それ

以外の地点では対比できたシルト質層の下に藤岡粘

土層の堆積が認められる。 A地点では藤岡粘土層の

上部までしか抜くことができなかったが、この層の

下に基盤となる青灰色砂礫層があるものと思われ

る。現在低地となっている部分でも今回藤岡粘土層

が確認されたところもあり、低地部だからといって

藤岡粘土層がないとは言えない。また、 A地点では

藤岡粘土層中の上部に AT が確認されたことによ

り、これまで同粘土層は、前橋泥流の堆積に伴って

形成されたと考えられてきた（文献17 • 18) が、堆積

開始時期はそれ以前であることがわかった。なお、

本庄台地のうち、最も広い段丘面（仮に、本庄面と

呼ぶ）を構成する砂礫層の上の粘土層中でも AT が

検出されており、藤岡面と本庄面は、ほぼ同時代面
（註!)

であることが明らかとなった。

註 1 （株）パリノサーヴェイテフラ分析報告書

A·B·C 地点のテフラの特微 本郷山根遺跡試料テフラ分析報告 パリノ・サーヴェイ株式会社

試料番号 軽石の量 軽石の最大径 軽石の色調 火山ガラスの蘊 火山ガラスの形態 鉱 物 組 成 示標テフラ

A-1 少ない 多い Pm>int フェルシック鉱物（特に斜長石）に富む As-YP 

A-3 少ない 少ない (Pm) フェルシック鉱物（特に斜長石）に富む

A-5 少ない 少ない (Pm) フェルシック鉱物（特に斜長石）に富む

A-9 少ない 少ない (Pm) マフィック鉱物（特に斜方輝石）に富む As-BPg 

A-13 少ない 少ない (Pm) マフィック鉱物（特に斜方輝石）に富む As-BPg 

A-18 少ない 少ない (Pm) マフィック鉱物（石英を多く含む） As-BPg 

A-21 少ない 多い bw>pm 

A-22 少ない 特に多い bw>pm AT 

B-1 特に多い 7 mm 白色 多い Pm マフィック鉱物（特に斜方輝石）に富む As-A 

B-2 少ない 多い Pm フェルシック鉱物（特に斜長石）に富む

D-1 特に多い 6 mm 白色 多い Pm マフィック鉱物（特に斜方輝石）に富む As-A 

D-2 特に多い 3 mm 褐灰色 多い Pm マフィック鉱物（特に斜方輝石）に富む As-B 

Pm: 軽石型火山ガラス int:中間型火山ガラス bw: バプル型火山ガラス g:グループ
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l 発掘調査の経過

4. 遺跡の立地と周辺の遺跡分布

本郷山根遺跡のある群馬県藤岡市は、群馬県の南

部にあり、関東平野の西南の縁に位置している。従っ

て、藤岡市は南方が山地となっており、標商は高い。

この山地は「多野山地」と呼ばれ、今から三億年前

の古生代に海底に堆積した火山噴出物でできている

極めて古い地形である。長い間に山体を造っている

岩石は変成を受け、「三波川結品片岩」いわゆる三

波石を産出する。この山地帯からはそれと共に蛇紋

岩や滑石も産出する。三波石は庭石に、蛇紋岩は磨

いて置物や壁タイルなどの装飾品として利用され、

藤岡瓦と共にこの地域の地場産業を支えている。ま

た、滑石はお土産もの、大和のり、壁材などの材料、
（註 I)

ベビーパウダーなどとして利用されている。藤岡市

内ではそうしたものをつくるための工場もある。滑

石産業もこの地域では見逃してはならない産業のひ

とつである。

この多野山地から流れ出た河川は北流し、利根川

へ流れ込んでいる。それらの河川によって、いくつ

かの地形面が造られている。

藤岡市街地のある台地は、神流川と鮎川のつくっ

た開析扇状地で、南関東の立川面に相当し、「藤岡

台地」と呼ばれている。基盤には神流川や鮎川の上

流にある古生層や変成岩に由来する礫が厚く堆積し

ている。今回報告する本郷山根遺跡は神流川の扇状

地上に位置している。藤岡台地では基盤の礫層が露

出しているところも多く、そこを地山として遺構が

掘り込まれている遺跡が多い。しかし、本遺跡では

基盤の礫層の上に藤岡粘土層、その上にいわゆる関

東ローム層が厚く堆積しており、結晶片岩などの礫

が露出しているところは認められなかった。

藤岡市の遺跡を概観すると図 4 のようになる。

旧石器時代の遺跡は、庚申山山麓や西側の段丘な

どの安定したローム層の堆積があるところに検出さ

れている。本遺跡に位置的に近いものとしては国道

245号線バイパスに関連して調査された北山遺跡が

ある。同遺跡では AT前後の時期と考えられるナイ

8 

フ形石器を中心とする石器群が出土している。本遺

跡でもローム層の堆積は厚かったが、同時代の遺物

は検出されなかった。

縄文時代の遺跡は台地の縁辺に数多く分布してい

る。特に西側の段丘には小さな谷に区切られた尾根

のひとつひとつに並ぶように中期を中心とする遺跡

が立地している。本遺跡でも中期の遺物は多く出土

し、遺構としては阿玉台式土器を伴った土坑も検出

された。また、藤岡台地の縁辺には沖積土に埋積さ

れた後晩期の遺跡が目立つ。温井川の河川改修など

により調杢された谷地遺跡や藤岡市立北中学校建設

に伴って調査された沖遺跡などはその代表的なもの

である。

古墳時代以降の遺跡は鮎川や神流川に注ぐ小河川

沿いに点々と分布する。特に緑埜や白石、芦田町周

辺、本郷・小林、下栗須の台地などは遺跡の分布が

多く、古墳の分布も集中している。これらの地域は

やや広い沖積地沿いに弥生時代後期から集落が成立

しているところであり、古墳時代から平安時代まで

遺跡が継続して営まれている。藤岡地域全体の中で

それぞれ中心的な地点である。古墳時代には滑石を

利用して様々な石製品を製作していたと考えられる

遺跡もある。その代表的のものが竹沼遺跡である。

同遺跡は鮎川沿いの扇状地上にあり、 9 軒の工房跡

がある。本遺跡でも滑石の製作工房跡が検出された

が位置的には神流川の扇状地上にあり、竹沼遺跡と

は藤岡台地では対峙する。後背地に滑石を産出する

多野山地があるわけであり、こうした滑石製作工房

跡は調査はされていないだけでまだまだあるものと

思われる。奈良•平安時代になると下栗須の南の沖

積地内の温井川沿いにも遺跡が分布するようにな

る。また、鮎川上流の丘陵部にはこの時期に瓦窯跡

や須恵器の窯跡が多く造られるようになり、窯跡群

を形成している。ここで作られた瓦はいわゆる国分

寺瓦で、須恵器は群馬県内の古墳や集落遺跡からの

出土遺物の中に見られることが、胎土分析の結果な

どからわかっている。

註 1 志村 哲氏の御教示による。



4 ．遺跡の立地と周辺の遺跡分布

[...................] }
n
u
 

. 
ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ,, 

｢: 

｀ぇ員
り

.9-P 

た
§ 江

沢

名 みか 19

御荷鉾ゴルフ場

— 
ロ本郷山根遺跡 亡コ山地・台地 口沖積地・徴高地 ロ三l 遺物散布地

゜
図古墳・古墳群

20 km 

図 4 藤岡地域の地形と主な遺跡分布

, 



II 
検出された遺構と遺物

II 
検出された遺構と遺物

1. 

(1) 

縄文時代

遺構

縄文時代の遺構としては陥穴状遺構 1 基、中期前

半阿玉台式 I a 期と考えられる土坑 1 基の計 2 基の

みである。その他に縄文中期土器片や石器を出土し

た風倒木痕が 1 基ある。

たが、 10cmほどさげた状態では明瞭であった。壁及

第10号土坑（陥穴状遺構）（図 5 、

位置

重複

規模

形状

C • D -23 • 24 

主軸方位 長径方向 N41°W

1 • 2 • 3 号溝の交差する下より検出された。

長径1. 74m 短径0.57m

P L 2) 

深さ0.45m

長楕円形を呈し、北端と南端部に段を有する。

埋没土

有り。

底面

周辺部にロームブロックを含む壁の崩落土

ほぽ中央で半載したが、底面にピットは確認

できなかった。

遺物出土状態 遺物は 1 点も出土していない。

び底はしっかりしていた。

第 7 号土坑（図 5 • 7 、

位置

主軸方位

重複

規模

形状

埋没土

C • D-30 

長径方向 N75°E

無し

長径0.51m

遺物出土状態

P L 2 • 18) 

短径 (0.33) m 深さ0.15m

ほぽ円形を呈するものと考えられる。

全体に焼土粒子を含む。

底面に網代痕を残さないのを特徴と

する無文深鉢形土器（図 7-19·20、

中央より正位の状態で出土している。そのうち、輪

p L18) がほぼ

積痕を残すものは欠損していた。その他に該期の土

器片が数点出土している。

遺存状態 掘り方はしっかりしており、底面は比較

的良くしまっていた。北側は水路のため調査するこ

とができなかった。

遺存状態 平面プランは上の面では確認しにくかっ

\ 10号土坑
、V
,
d
3

. 
、V
,
d
3

SP-A' 

SP-A 
く

SP-A' 土|
ー・ K.

、
V
,
d
3

ー

SP-A • -

7 号土坑

L=97.000m 

1.暗褐色土 ローム粒子及び炭化物粒子を少量含む。
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図 5 第10 、 7 号土坑
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1.褐色土 焼土粒子・白色鉱物粒子を含む。

2. 褐色土 焼土粒子・白色鉱物粒子・炭化物を含む。

3. 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を徴量に含む。
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1 ．縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1 ．縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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図11 第 4 号（ 1) 、 6 号 (2) 、 10号 (3 • 4) 、 63号（ 5) ピット
C-27グリッド (6) 、風倒木（ 7 ）、表採 (8) 出土石器

縄文時代石器集計表

遺構名 磨・敲．凹石 打製石斧 削 器 加工・使用痕のある剥片 楔形石器 石鏃 石錐 石核 剥片 砕片 計

1 号住 1 1 

5 号住 1 1 

6 号住 1 2 1 6 10 

7 号住 I 2 1 4 

8 号住 I 1 

9 号住 1 I 

10 号住 1 2 1 1 1 1 5 12 

11 号住 1 1 

12 号住 1 1 

13 号住 1 1 

15 号住 3 2 5 

16 号住 1 1 3 1 2 8 

17 号住 1 1 

19 号住 1 2 I 4 

21 号住 2 I 3 

22 号住 1 I I 3 

24 号住 1 1 

1 号溝 1 1 1 3 

4 号ビソト 1 1 

6 号ピソト 1 1 

風倒木 1 1 2 

表 採 1 I 2 

概念図 1 1 

合 計 6 , 6 12 2 4 1 3 24 1 68 
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1 ．縄文時代

縄文土器観察表

番 号 器種・部位 ①胎土 ②色調 ③焼土 文 様 の 特 徴 備 考

図 6-1 深鉢胴部 ①繊維•砂粒 ②鈍い褐色 0 段多条の LR 縄文を横位に施す。 黒浜式

③良好

図 6-2 深鉢口縁部 ①繊維・細砂粒 ②褐色 器面は摩滅する。口唇部と口縁部に細隆線を貼りつける。 黒浜式

③やや軟質

図 6-3 深鉢胴部 ①繊維・細砂粒 ②褐色 0 段 3 条 R L と 0 段多条 LR の羽状縄文を横位に施す。 黒浜式

③良好

図 6-4 深鉢底部 ①多量の繊維•砂粒 底径約16.Ocm。腰部に条線が横位に走るが判然としない。

②橙色 ③やや軟質

図 6-5 深鉢底部 ①細砂粒 ②鈍い橙色 比較的胴部の器肉は薄い。底部内面中央で肥厚し、端部は僅かに張り 諸磯式系

③良好 出す。内面は横撫で、外面は研磨。

図 6-6 ブグC 起？ ①細砂粒 ②鈍い橙色 深鉢に設けられる人面状の突起か？。目の表象と思われる相対称の刻

③軟質 みは深くなく、具の表象もやや雑である。

図 6-7 深鉢口縁部 ①粗砂粒 ②橙色 ③良好 隆線による楕円～方形区画を口縁部文様帯とする。区画内は無文。胴 加曽利 E II 新

部に LR縄文を横位に施す。

図 6-8 深鉢口縁部 ① 8 砂粒• 9 細砂粒 8 • 9 とも器面は荒れている。隆帯によって楕円区画文を配列する。 加曽利 EIII

図 6-9 深鉢口縁部 ② 8 灰褐色• 9 淡橙色 区画内は凹線が沿う。 8 の区画内は斜位の R L 縄文が施される。

③やや軟質

図 6-10 深鉢口縁部 ①細砂粒 ②橙色 ③良好 細隆線が 11字状区画を描く。区画内、口唇部は磨り消す、地文は R L 加曽利 EIII

縄文を口唇部は縦位に、胴部は横位に施す。

図 6-11 深鉢口縁部 ①粗砂粒・ 13細粒②橙色 垂下隆線と磨り消し部。地文は R L 縄文を施す。 11 は横位隆線よりの 加曽利 E III 

1 深鉢胴部 ③11やや軟質 12 • 13良好 懸垂区画。 12 • 13、隆線の両側を撫で、磨り消し部は研磨。
13 

図 6-14 深鉢口縁部 ( 14 • 19 • 20 • 22粗砂粒 垂下沈線。沈線幅はやや広い。磨り消し部を持つ。 19は外反する頸部 加曽利 E m 

1 深鉢胴部 15~18 • 21細砂粒 で、 2 条の沈線で方形区画される。地文の縄文は、 14~18 、 21 • 22 、

22 ②16·17·19~21橙色 18灰 縦位 R L 。 19 は LR 細縄文を縦位に、 20は LR を縦位に施す。

褐色 22褐色 ( 14 • 20やや
軟質、他は良好

図 6-23 23ｷ 24ｷ 26 ( 23 • 27粗砂粒他は細砂粒 23、口唇下に凹線を廻らせ、 24 • 26、沈線で n 字状モチーフを描く。 加曽利 Em

1 深鉢口縁部 ( 23 • 25 • 27~29橙色③ 25 • 27~29 、 U. n 字状モ．チーフを交互に配する。地文の縄文は、 23、

29 25 、 27~29 24 • 26 • 27 • 29やや軟質、他 横位・斜位の LR.。 24 • 26、口唇部横位 R L 、胴部は縦位に施す。 25 • 

深鉢胴部 は良好 28 • 29は縦位 R L 。

図 7-l 深鉢胴部 ①細砂粒 ( 1 • 2 • 4 鈍い 1 ~ 2 条の細沈線で弧を描く。沈線間は磨り消し、地文は細縄文を施

I 褐色 3 橙色 ( 1 • 3 やや す。

4 軟質 2 • 4 良好

図 7-5 深鉢胴部 ( 5 • 6 細砂粒 7 粗砂粒 1 条の細沈線が弧を描き、 1l字状のモチーフなどを施す。細縄文を地 加曽利 E m 

i ② 5 褐色 6 鈍い橙 7 橙色 文とするが、 6 は摩滅のため判然としない。沈線間を磨り消す。

7 ③良好

図 7-8 深鉢把手 ①細砂粒 ②淡橙色 ③良好 橋状把手だが孔径は小さく 7 X 3 mmで把手としての機能は少い。 加曽利 Em

口唇部に沿って円形の刺突文が施され、以下沈線・刺突文が交互に施

される。把手部と口唇部の 1 部の地文は縦位の細縄文 LR 。

図 7-9 深鉢口縁部 ①細砂粒 ②鈍い橙色 口唇部に指頭による刻みを施し、 2 条の凹線がn字状モチーフを描く。 加曽利 E III 

③良好 地文は口唇部横位 R L 、胴部縦位 LR 。

図 7-10 深鉢胴部 ( 10 • 12粗砂粒 11砂粒 縦位の条線を施す。エ具は恐らく櫛歯状工具であろう。 11 は腰部付近。． 加曽利 Em

I 13細砂粒 ②10鈍い橙色 12の縄文は斜位 R L 。 13は頸部・隆線による区画文が口縁部に設けら

13 11~13褐色 ③良好 れ、胴部に数本単位の疎らな条線が施される。

図 7-14 深鉢胴部 ①粗砂粒②17褐色他は橙 微隆起状の細隆線が器面を分割、区画する。区画内は地文を残す。 加曽利 Em新

I 色③16軟質他は良好 16は腰部。 15 • 17 • 18は円形区画か。
18 

図 7-19 深鉢胴～底部 ①少量の雲母・砂粒 ②褐色 復元実測。胴部上半で僅かに外反し、緩やかに反り気味に落ち、底部 阿玉台 I a 

～橙色 ③やや軟質 端部は張り出す。器面全体を指頭押圧痕で飾られる。 7 号土坑出土

図 7-20 底 部 ①粗砂粒 ②鈍い橙色 極く僅かに上げ底。底径14.8cmを測る。端部は若干突出する。 7 号土坑出土

③やや軟質

17 



II 検出された遺構と遺物

縄文時代石器観察表

番 万ロ 器 種 出土位置 長さ 幅 厚さ 重最 石 質 備 考

固 8-1 使用痕のある剥片 5 号住No.25 (-12) (5.6) 8.3 1.6 81.3 砂 石し口 砥石に利用？

図 8-2 剥 片 6 号住フク土 2.8 1.1 0.9 1.8 黒 曜 石

図 8-3 使用痕のある剥片 6 号住フク土 4.4 4.6 1.0 23.9 頁 石しLI~ 

図 8-4 打斧？ 6 号住No.70 (+16) 9.5 6.5 0.9 60.6 雲母石英片岩 右下半欠損

図 8-5 石 核 7 号住フク土 2.6 2.3 1.2 6.62 黒 曜 石

図 8-6 剥 片 7 号住掘り方 2.8 1.5 0.9 3.88 黒 曜 石

図 8-7 砕 片 7 号住フク土 2.5 1.5 1.1 3.01 黒 躍 石

図 8-8 加工痕のある剥片 7 号住フク土 3.1 2.9 1.2 9.89 黒色頁岩

図 8-9 使用痕のある剥片 7 号住フク土 5. 7 4.8 1.5 43.4 頁 岩 擦痕有り

図 8-10 打斧？ 7 号住フク土 4.1 2.6 0.9 9.92 頁 石LL 加熱・赤変

図 8-11 打 斧 7 号住フク土 5.4 4.6 2.0 111.8 硬質泥岩 刃部欠損

図 8-12 打 斧 7 号住フク土 6.7 3.6 1.5 43.4 頁 右LU 

図 8-13 削 器 9 号住フク土 6.9 4. 7 1.8 64.2 頁 右しU

図 9-1 石 鏃 10号住フク土 2.1 1.9 0.4 1.22 チャート

図 9-2 石 錐 10号住フク土 1. 9 1.0 0.8 1.31 チャート

図 9-3 使用痕のある剥片 10号住フク土 2.2 1.5 0.7 1.95 黒 曜 石

図 9-4 削 器 10号住フク土 4.0 4.9 0.9 23.0 安 山 右し

図 9-5 楔形石器 10号住フク土 3.1 3.1 0.8 11. 2 黒色安山岩

図 9-6 剥 片 10号住フク土 3.0 1.4 0.8 3.67 黒 曜 石

図 9-7 礫 器 10号住No.38 (+ 2) 10.1 5.2 3.4 265.1 砂 石山

図 9-8 打 斧 10号住フク土 8.6 5.5 1.0 63.9 輝緑凝灰岩

図 9-9 磨石・凹石・敲石 10号住フク土 7.0 7.1 3.5 291.0 輝 緑 岩

図 9-10 打斧？ 12号住フク土 6.1 3.8 0.8 28.7 黒色片岩

図 9-11 使用痕のある剥片 13号住フク土 2.9 2.6 0.9 7.3 チャート

図 9-12 磨斧？ 15号住No.17 (+12) 9.8 3.9 1.6 88.0 緑色片岩

図10-1 削 器 16号住フク土 1. 7 1.4 0.7 1.4 黒 曜 石

図 10---- 2 打斧？ 16号住フク土 3.5 1.3 0.8 4.7 黒色頁岩

図10--- 3 加工痕のある剥片 16号住フク土 6. 7 3.4 1.0 21.4 頁 石し」

図 10--- 4 加工痕のある剥片 17号住フク土 5.7 4.3 1.1 24.5 黒色安山岩

図］0---- 5 石 核 19号住フク土 2.6 2.0 1.4 6.29 黒 曜 石

図10- 6 削 器 19号住フク土 8. 7 2.9 1.2 25.4 頁 石トL

図］0---- 7 打 斧 19号住No.84 (-3) 8.9 4.4 2.1 86.4 頁 岩

図10- 8 石 鏃 21号住フク土 1.4 1.0 0.4 0.33 黒 曜 石

図10---- 9 石 鏃 21号住フク土 2.2 1.8 0.9 2. 72 黒 曜 石

図10-10 石 核 22号住フク土 2.5 1. 5 1.2 3.87 黒 曜 石

図10----11 磨石・敲石 24号住フク土 9.9 4.3 1.8 89.3 頁 岩

図10-12 敲石・磨石 1 号溝フク土 10.6 8.7 4.4 297.1 砂 石し口

因11-1 使用痕のある剥片 4 号ビットフク土 4.8 5.4 1.1 25.6 頁 石し

図11-2 剥 片 6 号ピットフク土 1.9 1.6 0.6 1.58 黒 曜 石

図11-3 剥 片 10号ピットフク土 4.4 3.1 1.3 11.0 硬質泥岩 火山灰含む

図11-4 剥 片 10号ピットフク土 5. 7 4.9 1.3 34.9 頁 石LU 

図11-5 剥 片 63号ピットフク土 2.1 1.8 0.6 1.68 黒 曜 石

図11-6 使用痕のある剥片 C-27グリッド 2.9 1.6 0.6 1. 57 黒 曜 石

図11-7 使用痕のある剥片 風倒木 8.2 3.1 0.8 22.3 頁 石LU 

図ll-8 石 鏃 表採 2.1 1.4 0.4 1.1 チャート

18 



2 ．古墳時代～平安時代

2. 古墳時代～平安時代
ということは調査状況からはわからなかった。

(1) 遺構

古墳時代から平安時代に属すると考えられる遺構 B C D E F 
+ + + + + 

は住居跡26軒、溝 3 条、掘立柱建物跡 1 棟、土坑10

基、ピット約600基が検出された。住居跡は26軒中 芝：

多 .:. I 
+ 22 

ほぽ全体を調査することができたものは半分にあた 、．

... .゚. 

る 12軒ほどであった。その他のものは部分的にしか 彦 ‘, ＿゜屯
八ヽ ，阜 ~! I + 23 

調査することができなかった。（なお、 26軒中の 1 o:) 

軒は小鍛冶遺構であるが、住居番号は発掘時の番号
I ユ） 0 ―と⑰苓ぶ;,I +24 + 

をそのまま使用し、 24号住とした。）
9 土

全体の配置は調査区の南側に住居跡が集中し、複
+ I/ /:~~ :: !JI +25 

雑に重複していた。小鍛冶遺構は住居群から離れた

第 1 号溝のすぐ南側で検出された。調査区南側では
+ 16~ (~· -..o.~，召た 1 +26 

住居跡のない部分にピットがあったが、その数は少

なく、深くしっかりした掘り方のものは少なかった。
十 IY穴9 訳？止。ギヽQ"| +27 

12 • 13号住よりも北側には500基以上のピット群が

集中していた。そのうちでも第 1 号掘立柱建物跡付
+ |、浅や、；—°。. .̂11 +28 

近より南側に深くしっかりした掘り方をもつものが

多かった。それらの覆土にば焼土及びロームブロッ
I＾必—”炉゜油0~゜- l + +29 

クを含むものが多いという特徴があった。そのなか

には柱痕が確認できたものもあったが、掘立柱建物
+ I ヽが'o ::\“1シ／ ^ +30 

跡になったものは 1 棟のみであった。第 1 号掘立柱

建物跡よりも北側のピットはあまり深いものはな
パ＾＼三，3点'.L'ぶ1+ + 31 

く、覆土に焼土粒子やロームブロックを含むものも

ほとんどなかった。数もそれよりも南に比べて少な
+ | /,L\”.’ 心月 + 32 

くなる。さらに第 1 号溝以北には掘り方の深いもの

がなくなると同時にその数もかなり少なくなる。第
+ 5，土坑／ o 7 f主 V 必悶J +33 

1 号掘立柱建物跡と切り合った南側に縄文時代の風

倒木があった。調査区北側に溝が 3 条検出された。
l18住娑＼ 。 \1叩＼ +34 + 

第 1 号溝と第 2 • 3 号溝はほぼ直角に切り合ってい

た。第 2 号溝の西側に沿って浅い柱穴列が検出され
l 。 u ぃ¢ ら／+ +35 

たが、この両者は関連あるものと思われる。調査区

北端でこの遺跡がのる台地は終わり、それより北側
+ レ + + +36 

は落ち込んで谷地となる。台地落ち際で厚い軽石の

゜
!Om 

堆積が確認されたが分析の結果浅間 A軽石であるこ

とがわかった。この堆積が雨水作用等の自然の力に 図12 本郷山根遺跡遺構配置図

よるものなのか、あるいは人の力によるものなのか
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II 検出された遺構と遺物

1 号住居跡

SP-A|. o 

SP-A SP-A' 

L=97.400m 

1 号住

1.暗褐色土 ローム粒子をやや多く、焼土粒子・カーポン粒子を

少量含む。締りは比較的良い。

2. 暗褐色土 極めて多量のロームプロック・粒子を含む。締りは

良い。焼土枡粒子を少量含む。

図13 第 1 号、 2 号住居跡

a 住居跡

1 号住居跡（図13 • 48 、 P L 3 • 20) 

位置 B • C -35 主軸方位北壁方向 N90°E

重複無し。

規模縦（2.73)mX 横(1. 19)mX 深さ 0.06m

形状隅丸方形？

埋没土 ローム粒子を含む暗褐色土。

掘り方 極めて多量のロームブロック・同粒子を含

む暗褐色土。中央部が窪んでいた。

床面貼り床有り。中央部は掘り方の影響で僅かに

窪んでいた。

貯蔵穴不明。

周溝有り。幅約20cm、深さ 5 cm 

柱穴北東部に長径26cmX 短径22cm、深さ 7 cmの柱

穴の可能性があるビットが検出された。

遺物出土状態 小破片が全体から散在的に出土して

いる。

カマド不明。

備考 9 世紀前半頃の住居と考えられる。

SP-A SP-A' 
SP-A 

2 号住居跡

SP-A' 

SP-A SP-A' 

゜ 1:60 2m 

゜ 1:30 lm 
L=97.400m 

2 号住

1.暗褐色土 ローム粒子を少拭。焼土粒子・カーボン粒子を徴量

含む。締りは良い。色調はかなり暗い。

2. 暗褐色土 多械のローム粒子・プロックを含む。カーポン粒子

微量。 1 よりかなり明るく、黄色味が強い。締りは

非常に良い。

3. 暗褐色土 1 よりも明る<、 2 よりも暗い。ローム粒子・プロッ

クをやや多く含む。締りは良い。

4. 黄褐色ローム層 暗褐色土を少最含む。締りは良い。

2 号住居踪（図13 • 48 、 P L 3 • 20) 

位置 C-36 主軸方位北壁方向 N78°E

重複無し。

規模縦3.lmX横（l. 08)mX 深さ 0.18m

形状隅丸方形？

埋没土 暗褐色土により埋没していたが、上部は

ロームプロック・同粒子が少なく、下部は多い。

掘り方 少量の暗褐色土を含むローム層により埋め

られていた。住居中央が南北に馬の背状に高く残り

その両側は深い所で15cm~27cm程窪む。

床面 貼り床有り。周辺部を除き比較的良く締まっ

た面が検出された。

貯蔵穴不明。

周溝有り。幅約16cm、深さ 5cm

柱穴北東部に長径42cmX 短径30cm、深さ 9 cm の

ピットがあり、その可能性も考えられる。

遺物出土状態 小破片が散在的に出土している。

カマド不明。

備考 6 世紀後半頃の住居と考えられる。

20 



2 ．古墳時代～平安時代
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L=97.500m 

3 号住

1.暗黄褐色土 部分的にロームプロック混入土有り。白色鉱物を含む。

2. 暗茶褐色土 ローム粒子が混入し、白色粒子を含む。粘性僅かに有り。

3. 暗褐色土 粘性土。壁際はロームプロックが僅かに入る。

4. 黒褐色土周溝覆土。

5. 灰褐色土 焼土プロック・ロームプロックを含む。

6. 暗褐色土 極めて多量のロームプロックを含む。炭化物粒子を少量、焼土粒子を徴量含む。粘性有り。若干、青灰色を帯びる。
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,
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KP-B 坦―.B'

゜ J:60 2m 

゜ 1:30 lm 

L=97.500m 

3 号住カマド

1.褐色土 白色鉱物、焼土プロックを少量含む。

2. 黒褐色土 白色鉱物、焼土プロックを少且含む。僅かに粘性を帯びる。

3. 褐色土 ローム粒子を含む。焼土粒子を含む。（袖）

4. 褐色土 ローム粒子・小プロックを多く、焼土粒子・小プロックを少量、炭化物片を少最含む。

図14 第 3 号住居跡・カマド
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II 検出された遺構と遺物

3 号住居跡（図14 • 48 、 P L 3 • 20) 

位置 B • C -34 • 35 主軸方位 N 12ー E 

重複 9 号住に先行する。

規模縦2.73mX横2.67mX 深さ 0.17m

形状 やや西壁側が開く正方形

埋没土 上半部はローム粒子を含む暗茶褐色土。下

半部は暗褐色粘性土であり、壁際にはロームブロッ

クが混じり、壁の崩落土と考えられる。

掘り方 極めて多量のロームブロックを含む暗褐色

土により埋められていた。掘り方は深く、床面より

30cmほど下がる。中央部は若干高く、周辺部は窪む。

床面 貼り床有り。掘り方の影響を受け、中央部は

若干高く、周辺部はやや窪む。締りはやや弱い。

貯蔵穴無し。

周溝 南壁から東壁にかけて壁よりも内側を間が途

切れながら廻る。幅約15cm、深さ 8 cm 

柱穴無し。中央には長径36cm、短径35cm、深さ 5 cm 

のピットがある。

遺物出土状態 中央部で床面から甕や杯などの遺物

がまとまって出土している。

カマド位置北壁中央よりやや東寄り

規模全長1.12m 最大幅0.79m 焚き口幅0.42m

袖有り。

煙道住居壁より 56cm外へ延る。燃焼部から煙道部

へは段状を呈し浅くなる。

遺存状態 良好。燃焼部には明確な灰や焼土の層は

なかった。

遺物出土状態 左袖に貼り付くように微細な破片が

1 点、掘り方からも同様なものが 1 点左袖の下から

出土している。他に遺物は無い。

備考 7 世紀後半頃の住居と考えられる。
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4 号住居跡（図15 • 48 • 71 、 P L 4 • 20 • 33) 

位置 C • D -34 • 35 主軸方位 N85ーE 

重複 5 号住に先行する。

規模縦3.06mX横2.86mX 深さ 0.08m

形状隅丸方形

埋没土 ロームブロックを含む褐色土である。

掘り方 暗褐色土プロックを含む黄褐色土により埋

められていた。南側と北西部に床下土坑がある。前

者の規模は明確ではないが、後者は長径50cm、短径

46cm、深さ 12cmである。

床面貼り床有り。床面はほぽ平坦であり、良くし

まっていた。

貯蔵穴不明。

周溝 北壁西寄りと南西コーナーで部分的に切れる

が、その他はほぽ全周廻るものと思われる。幅約

17cm、深さ 7cm

柱穴 北西コーナーに長径28cm、短径26cm、深さ 19cm

のピットが、西壁中央に長径48cm、短径38cm、深さ

27cmで、約24cmの大きさの角礫を出土したピットが

ある。いずれも柱穴の可能性はある。

遺物出土状態遺物は東半に破片が散在している

が、いずれもほぽ床面直上からの出土である。

カマド位置 ほぼ東壁中央

規模全長0.82m最大幅（0.97) m 焚き口幅0.40m

袖有り。

煙道住居壁を切り込んで約25cm外へ延る。

遺存状態 右袖は残りが悪く、不明瞭であった。燃

焼部には約14cmの焼土ブロック層があった。中央部

には砂岩製の支脚が立てられていた。掘り方は複雑

に窪む。

遺物出土状態 燃焼部手前より紡錘車、甕の口縁（図

15-8 、図48-14) と杯破片が出土している。

備考 9 世紀中頃の住居と考えられる。



2 ．古墳時代～平安時代
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4 号住

1.褐色土 白色鉱物・ロームプロックを含む。

2. 黒褐色土周溝覆土。軟質。

3. 黄褐色土 鉄分を含む。やや赤味を帯びる。暗褐色土プロックを少量含む。
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4 号住カマド

1.褐色土 焼土プロック・ローム粒子を多量に含む。

2. 褐色土 ローム粒子を僅かに含む。

3. 褐色土 焼土粒子を全体に含む。

4. 褐色土 黄色土粒子・多董の焼土粒子・炭化物粒子を含む。

5. 褐色土プロックと黒褐色粘土のプロックの混土 黄色土粒子を多量に含む。

6. 黄色土プロックと黒褐色土プロックの混土 （貼床）

゜ I :60 2m 

゜ I: 30 lm 

図15 第 4 号住居跡・カマド
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II 検出された遺構と遺物
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5 号住

1.褐色土 ローム粒子・炭化物・焼土を含む。

1'. 褐色土 l とほぼ同じであるが、ローム粒子を多く含み、締りは 1 よりも弱い。

2. 暗褐色土 多量の黄褐色ロームプロックを含む。炭化物片(¢ 5 mm前後～ 1 cm) を少量含む。締りは良い。

3. 暗褐色土とロームの混土 2 よりもロームの含まれる量は多い。色調も明る＜、黄色味を帯びる。締りは弱い。

4. 暗黄白褐色ローム層 黄褐色ロームプロック・暗褐色土プロJクを少鍼含む。締りは弱い．。

5. 暗褐色土 ロームプロック・粒子を多めに含む。焼土粒子・炭化物片を多く含む。締りは悪い。

｀で｀＜
旦i食i

kじ｀〕kP-B -
1! 1! 

KP-B ~ KP-B'~ 

5 号住炉

1.赤褐色土 焼土主体。暗褐色土をプロック状に少最含む。

2. 暗褐色土 ロームプロックを僅かに含む。

゜ I :60 2m 

L=97.500m 
゜ !: 30 lm 

図16 第 5 号住居跡・炉
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2 ．古墳時代～平安時代
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6 号住

1.褐色土 ロームプロック・焼土粒子・白色鉱物を含む。

2. 褐色土焼土プロックを含む。僅かに粘性有り。

3. 暗褐色土 焼土・炭化物・ロームプロックを含む。粘性有り。

4. 暗褐色土とロームの混土 焼土プロックを僅かに含む。締りは良い。やや暗褐色土の方が多い。

5. ほぽローム 若干の暗褐色土混じり。しまりは極めて良い。
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L=97.500m 図17 第 6 号住居跡・カマド
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II 検出された遺構と遺物

5 号住居跡（図16 • 49 • 71 、 P L 5 • 20 • 33) 

位置 D-34 主軸方位北壁方向 N90°E

重複 4 号住に後出する。

規模縦4.5lmX横 (2.88)mX 深さ 0.15m

形状隅丸方形？

埋没土 炭化物・焼土を多量に含む褐色土であり、

火災にあっているものと考えられる。

掘り方 掘り方は深く、住居中央部はやや高く残る。

充填土には多量のロームプロックが含まれる。

床面貼り床有り。床面はほぼ平坦であり、掘り方

が深いせいかやや締まりは弱かった。中央部は焼け

ており、焼土が散乱していた。

貯蔵穴不明。

周溝 有り。ほぼ全周廻るものと考えられるが、西

壁側は 4 号住居跡のカマドに壊されており、確認す

ることはできなかった。幅約22cm、深さ 5 cm 

柱穴北西部に長径34cm、短径30cm、深さ 30cmのピッ

トが、北東部に長径32cm、短径27cm、深さ 11cmのピッ

トが掘り方調査の際に検出されたが、この二者が柱

穴の可能性がある。

遺物出土状態 遺物は住居中央の北東部寄りから高

杯が出土している他は小破片が散在していた。それ

以外に炭化材が住居の中心に向かって潰れたように

検出された。

炉跡位置ほぼ中央

規模長径6lcmX 短径5lcmX 深さ 5cm

形状 やや歪んだ楕円形 内側は浅く皿状に窪み小

ピットを二つもつ。遺物は一点の小破片出土。

備考 6 世紀後半頃の住居と考えられる。

6 号住居跡（図17 • 49 • 73~75 、 P L 6 • 20 • 33) 

位置 D • E-32 主軸方位 N75ーE 

重複 11号住に先行する。

規模縦3.0mX横3.18mX 深さ 0.30m

形状隅丸方形

埋没土 焼土粒子・焼土ブロックを含む。

掘り方 ロームと暗褐色土の混土層により埋められ

ていた。北東コーナーにピットを、南半部に床下土

坑を二つもつ。両者とも遺物は小破片が出土してい

るのみである。

床面貼り床有り。本来床面は堅く締っていたもの

と思われるが、水のためやや軟質になっていた。

貯蔵穴 南東コーナーより甕が出土しており、カマ

ド右袖脇が貯蔵穴になる可能性が高い。

柱穴無し。北西部に長径58cm、短径56cm、深さ 33cm

のピットがある。

周溝 有り。北西コーナーから北壁中央よりやや東

寄りまで廻る。幅20cm、深さ 3cm

遺物出土状態 かなり遺物出土量は多い。西半部か

らは礫が多く、特に南西コーナー付近からは長さ 10

数cmの棒状礫がまとまって検出された。

カマド位置東壁中央よりやや南寄り

規模全長 2.02m 最大幅 (1.80) m 焚き口幅

1.07m 

袖有り。

煙道住居壁より 20cm外へ延る。

遺存状態燃焼部から煙道部にかけて約5~15cmの

焼土及び灰が確認された。左袖下には長径63cm、短

径50cm、深さ46cmのピットが検出された。

遺物出土状態 右袖には甕が使用されていた。

6 号住カマド 備考 7 世紀後半頃の住居と考えられる。
1.褐色土 ロームプロック・焼土粒子・白色粒子を含む。

2. 褐色土焼土粒子を含む。

3. 暗褐色土 僅かに焼土プロックを含む。粘性有り。

4. 暗褐色土 焼土小プロック多輩、炭化物粒子・ローム粒子を僅かに含む。締りは弱い。

5. 暗褐色土 焼土小プロックをやや多く、灰を極めて多量に含む。

6. 褐色土 ロームプロック・粒子をやや多く、焼土粒子・炭化物粒子を少最含む。締りは弱い。

7. 暗褐色土とロームの混土 焼土プロックを僅かに含む。締りは良い。やや暗褐色土の方が多い。

8. 暗褐色土 焼土粒子・土器片を僅かに含む。ローム粒子・炭化物粒子を極徴械含む。

9. 暗褐色土 8 よりも明るい。ローム粒子をやや多く、焼土粒子・炭化物粒子を少量含む。

10. 暗褐色土 9 よりもやや明るい。ローム粒子・プロック多量、焼土粒子少量、炭化物粒子を極微量含む。締りは
良い。粘性有り。

11.ほぽローム 若干の暗褐色土混じり。締りは極めて良い。
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2．古墳時代～平安時代
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7 号住

1.褐色土 焼土粒子プロック・ローム粒子・炭化物が全面に細かく入る。土器が混じる。

2. 暗褐色土 l 層とほぽ同様であるが、炭化物が多くなる。粘性土。

3. 暗褐色土 炭化物・焼土を含む。ローム粒子は含まない。

4. 暗黄褐色土 ロームプロックを多最に含む。

5. 黄色土 ローム流入土（二次堆積土）

6. 暗褐色土 周溝内堆積土。ロームプロックを一部含む。

7. 暗褐色土 多最のロームプロック・ローム粒子を含む。焼土粒子・炭化物粒子徴量含む。締りは良い。

7'. 黒褐色土 7 層よりも暗く、焼土プロック多蘊、灰・炭化物を多めに含む。締りは弱い。
だ暗褐色土 7 層よりもやや暗く、ロームの量も 7 層よりもかなり少ない。炭化物粒子を少董含む。

8. 明褐色土 7 層に比べかなり黄色味を帯る。やや多くの焼土粒子・炭化粒子を含む。
9. 暗褐色土 7 層よりやや暗い。焼土プロック・焼土粒子を多董に含む。締りは良く、粘性あり。
10. 暗褐色土焼土粒子・ローム粒子を多く、炭化物粒子を少董含む。締りは良い。
11.ほぽローム 若干の暗褐色土プロック混じり。

12. ロームプロック
゜ 1 :60 2m 

図18 第 7 号住居跡
゜ l: 30 lm 
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II 検出された遺構と遺物
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L=97.400m 

7 号住カマド

1.暗茶褐色土 白色鉱物粒子を少鼠含む。焼土粒子を僅かに含む。

2. 暗赤褐色土 焼土粒子を多最、白色鉱物を僅かに含む。やや粘性を持つ。

3. 暗灰褐色土 灰・焼土を多量に含む。

4. 赤褐色土 焼土プロックを主体（天井の崩れ）。少量の灰を含む。

5. 灰層 少量の焼土プロックを含む。

6. 灰と焼土ブロックの混土層 炭化物片を含む。

7. 灰層 多試の炭化物片を含む。焼土はほとんど含まれない。

8. 暗褐色土 粘性が弱い。ロームプロJク・粒子、焼土プロック・粒子を多く含む。炭化物片をやや多めに含む。 9 よりも明るい。

9. 暗褐色土 8 層より暗い。滑石・岩片を微量、焼土粒子・炭化物粒子を少量含む。締りは良い。

10. 暗褐色土 やや粘性あり。 9 層よりも暗い。焼土粒子を少最含む。ローム粒子極微蓋含む。

11.赤褐色土 焼土層。少量の暗褐色土を含む。

図19 第 7 号住居跡カマド

7 号住居跡（図18~20 • 50 • 51 • 75~77 、 PL 7 • 床面 貼り床有り。周辺部は中央部に比べてやや締

21 • 33 • 34) 

位置 C • D-32 • 33 主軸方位 N56ーE 

重複 11 • 19 • 20号住に先行する。

規模縦5. 75mX横5.85mX深さ 0.45m

形状隅丸方形

埋没土 焼土粒子・同プロック、ローム粒子、炭化

物を含むが、下層の方が炭化物の量が多い。

掘り方住居中心に長径185cm、短径160cm、深さ 25cm

の床下土坑があり、壁下周辺部は床より約20cm程窪

み、その間は高く残る。充填土にはロームブロック、

焼土粒子が多く含まれる。

まりは弱い感じがした。湧水により全体に軟質化し

ていた。

貯蔵穴掘り方調査の際にカマド左袖外側に長径

112cm、短径76cm、深さ 21cmの土坑が確認されたが、

これがその可能性がある。

柱穴北西ピット 長径57cm、短径45cm、深さ 36cm

北東ピット 長径51cm、短径44cm、深さ 26cm

南西ピット 長径55cm、短径49cm、深さ 32cm

南東ピット 長径45cm、短径44cm、深さ 32cm

周溝有り。住居壁下全周に廻る。幅約28cm、深さ

6cm 
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遺物出土状態 遺物最は極めて多い。覆土中からは

小破片の土器が多星に、床面に近いところでは中央

部南西寄りと北東部からの出土が特に多い。南壁に

沿うように多くの棒状礫が検出された。

カマド

規模

位置 ほぽ北壁中央

全長1. 36m ·最大幅1. 04m ·焚き口幅0.60m

煙道

2．古墳時代～平安時代

住居壁を切り込んで約35cm外へ延る。

遺存状態 焚き口部分はわずかに窪む。燃焼部に厚

さ約10cmの灰層がある。袖にはやや粘性のある土が

使用されている。掘り方は使用面より約18cm窪む。

遺物出土状態

している。

燃焼部からは甕が潰れた状態で出土

袖 有り。 備考 8 世紀後半頃の住居と考えられる。
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゜ 1:60 2m 

図20 第 7 号住居跡掘り方
゜ 1:30 lm 
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8 号住カマド

1.暗赤褐色土 焼土プロック層。

2. 暗褐色土 ロームプロック、焼土プロック・白色鉱物を僅かに含む。
3. 暗茶褐色土 ロームプロック・焼土プロ・Jクを少蘊含む。

ー •EP-A' 4. 赤褐色土焼土プロ・Jクを主体とする。

5. 灰色土 灰を主体、焼土プロックを少量含む。

6. 暗褐色土 ローム粒子を多く、焼土粒子・炭化物粒子を少景含む。
7. 暗褐色土 焼土を極めて多量に含む。炭化物片を含む。
8. 暗褐色土 ローム粒子を多く、焼土粒子をやや多く含む。締りは弱い。
9 ．暗褐色土とロームの混土 焼土粒子・炭化物片を徴量含む。締りは良く、粘性有り。
10. 暗褐色土 焼土粒子・焼土プロックをやや多く含む。締りは弱い。

L=97.400m 図21 第 8 号住居跡・カマド
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2 ．古墳時代～平安時代
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図22 第 8 号住居跡掘り方

8 号住居跡（図21 • 22 • 52 • 78 、 P L 7 • 22 • 35) 

位置 D-30 • 31 主軸方位 N64ーE 

重複 22号住に後出し、 21号住に先行する。

規模縦4.0mX横4.08mX 深さ 0.31m

形状 隅が若干丸くなる方形（南西部はセクション

図より復元した。）

埋没土全体にロームブロックが僅かに混入する

が、部分的に多く含まれるところがある。

掘り方北壁下が幅 lm、深さ 8 cmの規模で細長く

窪む。充填土には多量のロームブロックが混じる。

南東コーナーのピット内からとカマド手前より土器

小破片が出土している。

床面貼り床有り。床面より掘り方まで約14cmの深

さがある。床面は比較的良く締まっていたが、湧水

のためやや軟質化していた。

貯蔵穴 掘り方調査の際に南東コーナーで検出され

た長径87cm、短径32cm、深さ 13cmのピットがその可

能性が高い。

柱穴 中央部に長径42cm、短径32cm、深さ 21cmのピッ

トと長径57cm、短径40cm、深さ 34cmのピットがある。

北西部に長径46cm、短径33cm、深さ 5cmのピットが

ある。これらがその可能性が高い。

周溝 有り。東壁カマド左袖基から西壁中央部まで

廻る。幅約18cm、深さ 4cm

遺物出土状態 遺物量は多いが、小破片が多い。北

壁中央部からは棒状礫が 5 点ほどまとまって出土し

ている。そのうち 4 点は一列に並んでいた。

カマド位置東壁中央よりやや南寄り

規模全長1.44m、最大幅1.08m、焚き口幅0.48m

袖有り。

煙道住居壁で段を有し、外に53cm延る。

遺存状態 燃焼部に 5 cmの灰層がある。その上には

約 6 cmの焼土ブロック層があるが、これは天井の崩

れと考えられる。燃焼部はやや窪む。

遺物出土状態左袖先端部には甕（図52- 4) が使

用されていた。

備考 7 世紀中頃の住居と考えられる。
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2 ．古墳時代～平安時代
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KP-B· 一 -ｷKP-B' 

9 号住カマド

1.暗褐色土 白色鉱物・ロームプロックを少量含む。

2. 暗褐色土 白色鉱物・ロームプロック・焼土粒子を僅かに含む。

3. 暗茶褐色土 焼土粒子を多最に含む。

4. 暗茶褐色土 焼土粒子・灰・炭化物片を多量に含む。

4'. 暗茶褐色土 4 よりも炭化物片が少なくなる。

5. 赤褐色士 焼土粒子主体。

6. 暗黄褐色土 黒色土・ロームの混合層を敷き込んである。

7. 灰白色粘土袖

7'. 灰白色粘土 7 層と同じだが焼けている。

だ灰白色粘土一部に床と同じ土がのる。

8. 茶褐色土 白色鉱物少量含む。

9. 暗灰白色土 白色粘土・焼土プロックを含む。（天井の崩れ）

10. 暗赤褐色土 焼土プロック・焼土粒子を多量に含む。（天井の崩れ）

11.暗灰白色土 白色粘土粒子・焼土粒子を含む。（煙道内）

12. 灰白色土 白色粘土・焼土が一部に含まれる。（煙道内）

EP-A· 一 ー •EP-A' ゜ l :60 2m 

゜ I: 30 lm 

L=97.500m 

図24 第 9 号住居跡カマド

遺物出土状態 火災住居であり、極く多量の遺物が

第 9 号住居跡（図23 • 24ｷ52~54 • 79 • 80、 PL 8 

• 22 • 23 • 35 • 36) 

位置 B • C -33 • 34 主軸方位 N74ーE 

重複 18号住に後出し、 3 号住に先行する。

規模縦5.09m X横6.17m X 深O.llm 形状方形

埋没土埋没土は暗褐色～暗灰褐色土で非常に多く

の炭化物材・炭化物片を含む。

掘り方 掘り方はかなり深く、極多量のロームを含

む土により埋められている。ほぼ中央部に浅いピッ

トがいくつかある。周辺部は若干窪む。

床面貼り床有り。周辺部はやや軟らかい。

貯蔵穴南東隅に平面形は長方形を呈する 5 cmX 

41cm、深さ40~50cmの規模のものが二つと北東隅に

同規模のものが一つある。南東隅の貯蔵穴の周辺に

は完形の杯が数点まとまって出土している。

周溝無し。

柱穴有り。壁より約120cmの位置に 3 本、それよ

りややはずれた北西部に 1 本検出された。穴の形状

は35cm前後の円形で深さは約35cmである。

出土している。特にカマド周辺部から南壁にかけて

はまとまって検出された。南壁西半では加熱により

破砕した礫片も分布しており、一つの礫に接合する

ことができた。この礫は表面が滑らかであり、加熱

を受ける以前には磨石や敲石とセットで使用された

可能性もある。本住居では土器だけではなく石器も

多く出土しており、生活必需品として土器と同時に

石器も多く使用されていたことを示す好資料であろ

゜
、
つ

カマド位置東壁中央よりやや南寄り

規模全長1.34m 最大幅0.78m 焚き口幅0.26m

袖 有り。灰白色粘土を両袖に用いている。

煙道壁外には延ない。

遺存状態 天井部は削平されていたが、両袖は良く

残っていた。燃焼部は若干窪み、 10cmの焼土が認め

られた。

遺物出土状態 図53-14の土器が煙道の奥に逆位の

状態で用いられていた。

備考 6 世紀中頃の住居と考えられる。
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II 検出された遺構と遺物
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10号住

1.暗褐色土 ローム粒子多最・炭化物粒子を微量、白色小粒子を少量含む。締りは良い。

1'. 暗褐色土 1 とほぽ同じであるが、ロームプロックを多絋に含む。

2. 暗褐色土 ロームプロック・ローム粒子を多屈に含む。炭化物片をやや多く、焼土粗粒子を少量含む。

2'. 暗褐色土 2 に近いが、ローム粒子・ロームプロックはあまり含まれず、黒味が強い。

3. 暗褐色土 ローム粒子多最、焼土粒子を少誠含む。 2 よりも黒味が強い。

4. 暗褐色土 2 や 3 に比べて暗い。炭化物片をやや多く含む。焼土粒子はほとんど含まれない。

5. 暗褐色土とロームプロックの混土 ほぽ同量。焼土粒子徴量含む。締りは良い。

6. 暗黄褐色土 黒褐色土を含む。多量のローム粒子・ロームプロックを含む。白色小粒子（岩片）を微量含む。

7. 暗黄褐色土 黒褐色土を含む。極めて多量のロームプロックを含む。 6 よりもやや暗い。

8. 黄白褐色土 かなり白っぼい。ロームに黒褐色土プロックが混じる。 6 よりも締りは良い。

9. 黒褐色土 l に比べて暗い。ローム粒子を少櫨含む。白色小粒子をやや多く含む。

図25 第10号住居跡
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2 ．古墳時代～平安時代

SP-A'. 

ｩ ／ミ＼ !-::.: n, \ 

SP-B I I 

` ｩ  

5 号住

゜
J:60 2m 

図26 第10号住居跡掘り方 ゜
1:30 lm 

第10号住居跡（図25 • 26 • 54 • 81 、 P L 8 • 23 • 36) 

位置 D • E -33·34 主軸方位北壁方向 N95°E

重複 5 号住・ 14号住に先行する。

規模縦（4.25)mX横 (4.85)mX 深さ 0.32m

形状方形

埋没土 暗褐色土でロームブロック・粒子を含む。

掘り方 ロームを多く含む土によって埋められてい

た。滑石の砕片が部分的に多く含まれるところが

あった。 11号住とは直接切り合わないが、本住居を

つくる際に混入したものではなかろうかと想定され

る。北壁周辺部はやや窪む。西壁中央と南西部に長

方形の浅いピットがある。南半には小ピットが 5 基

検出された。

床面貼り床有り。ほぽ全体が比較的良くしまって

いたが、周辺部はやや軟らかい。中央部にーケ所の

炭と焼土が散る範囲が、その東に炭のみが散る範囲

が確認された。

貯蔵穴 有り。北西部に位置する。長方形を呈し、

規模は110cmX46cmで、低い周堤帯を持つ。

周溝有り。幅10~15cm、深さ約10cmで、ほぼ全周

を廻るものと思われる。

柱穴有り。ほぼ径40cm前後で深さ約40cmのものが、

壁から 1 m の位置の南西部と北西部にある。

遺物出土状態 東側に多くの土器破片が散っている

が、ほとんどのものは縄文土器であり、住居に直接

伴うものではないが、床面直上のものもある。逆に

土師器は床面より出土したものはほとんどない。そ

の点では他の住居に比べてやや特殊である。

カマド位置 東壁と考えられるが、規模その他は

不明である。

備考 数少ない土師器からすると 7 世紀前半頃の住

居ではなかろうかと想定される。
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検出された遺構と遺物
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図27 第11号住居跡・カマド
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L=97.100m ゜ 1 :60 2m 

゜ I: 30 lm 
11号住カマド

1.暗褐色土 白色鉱物少量、焼土粒子を僅かに含む。

2. 暗茶褐色土 焼土粒子・灰を少量含む。

3. 暗赤褐色土 焼土プロック多員、灰を少量含む。

4. 暗灰褐色土 灰多量、焼土粒子を少量含む。

5. 暗褐色土 焼土粒子・ロームプロックを僅かに含む。

6. 暗褐色土 白色鉱物を含む。

7. 暗赤褐色土 焼土プロックを多量に含む。

8. 暗黄褐色土 ロームプロックの敷き込み層。
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2 ．古墳時代～平安時代
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12号住

1.黒褐色土

2. 暗褐色土

3. 暗褐色土

4. 暗褐色土

5. 暗褐色土

6. 暗褐色土

7. 暗褐色土

一言
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x
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I

k戸‘KPB

; ! ; l 
KP-8' 

ローム粒子・焼土粒子・炭化物を僅かに含む。
ローム粒子・焼土粒子を含む。炭化片を僅かに含む。
周溝覆土。ロームプロ、Jク・粒子を多量に含む。粘性有り。
焼土を多く含み、赤味を帯る。炭化粒子を少量含む。粘性有り。
やや黒い。カーポンを僅かに含む。粘性有り。 (2 層に近い）
ローム細粒子を多最に含む。やや砂質。
ロームプロック主体。

ご．
:.::1 

kP瓦~ KP-B' 

12号住カマド

1.灰暗色土 焼土プロックを僅かに含む。粘性有り。
2. 灰白色土 白色粘土を一部に含む。
3. 暗褐色土 焼土プロックをまばらに含む。
4. 暗灰褐色土 焼土プロック・粒子をやや多く、炭化物片を僅かに含む。

5 層よりしまりは弱い。
5. 暗灰褐色土 焼土粒子・ローム粒子を少籠含む。粘性有り。締り良し。
6. 黄褐色土 ロームプロック層。暗灰褐色土を含み、炭化物片を数点含

む。焼土は含まない。
7. 暗褐色土 焼土プロックを多く、炭化物片を少祉含む。

L=97.lOOm 
゜ 1:60 2m 

図28 第12号住居跡・カマド ゜ 1:30 lm 
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II 検出された遺構と遺物

第11号住居跡（27·55·81~88 、 PL 9 ｷ23ｷ24ｷ36) 

位置 D • E -32 • 33 主軸方位 N109ーW 

重複 6 • 7 • 14号住に先行する。

規模縦（5.25)mX横 (4.77)mX深さ0.20m

形状 若干隅の丸くなる方形を呈する。

埋没土 暗褐色土で、焼土粒子を少量、滑石片を多

量に含む。

掘り方 ロームブロック・滑石片を多く含む土によ

り埋められていた。北半を 6 号住と 7 号住により切

られているが、南半部分には小ピットが多く検出さ

れた。そのいくつかは滑石製作の作業ピットの可能

性があるが、壁の周りに粘土を貼ったり、それにつ

ながる溝状の遺構等は検出されなかった。

床面 貼り床有り。比較的しまっていたものと思わ

れるが、湧水のため軟弱化していた。

貯蔵穴 カマド手前に径45cm前後で深さ45cmのもの

が、南西部に50X60cmで深さ40cmのピットがある。

周溝有り。幅20cm深さ 4 cmの規模でカマド部分を

除いてほぼ全周廻るものと思われる。

柱穴壁より 1 m の位置に径50cm前後のものが 3 本

確認されt::.-o南東部のものは調査区外と考えられる。

遺物出土状態 土器はカマド周辺と南西部の柱穴内

より、滑石などの石器類はほぼ全体から出土してい

るが、他の住居に壊されていない南半部分が多い。

また、多くの結晶片岩製の棒状礫が出土しており、

それらの表面を見ると自然面よりも若干滑らかなも

のや敲打痕を残すものが多い。滑石の加工にかか

わった道具類と考えることができるであろう。

カマド位置西壁中央よりやや南寄り

規模全長0.80m 最大幅0.70m 焚き口幅0.37m

袖有り。両袖には甕（図55- 8 • 11) が利用されて

いた。

煙道住居外へは延ない。

遺存状態右袖北半分は 7 号住により切られてい

た。燃焼部はやや窪む。天井部は耕作により削平さ

れていた。

遺物出土状態 燃焼部での遺物の出土はない。

備考 6 世紀中頃の住居と考えられる。

38 

第12号住居跡（図28 • 56 • 89 、 P L 10 • 24 • 37) 

位置 C • D -29 • 30 主軸方位 N74ーE 

重複無し。

規模縦3.08m X横 (2.05) m X深さ0.33m

形状 隅丸方形を呈するものと思われる。

埋没土 ローム粒子・焼土を含む暗褐色～黒褐色

土。炭化物粒子は僅かに含まれる。

掘り方 ローム細粒子を多量に含む土により埋めら

れていた。周辺部は窪み、西壁中央と住居中央にピッ

トを持つ。

床面貼り床有り。西半は若干窪む。床面は全体に

良くしまっていたものと考えられるが、水漬きのた

め軟質化していた。

貯蔵穴不明。

周溝有り。幅20~25cm、深さ 7 cm前後でカマド部

分を除いて全周廻るものと思われる。

柱穴 掘り方調査時に検出された住居中央のピット

（長径76cmX 短径40cmX 深さ 28cm) はその可能性があ

る。

遺物出土状態 ほぼ住居全体に散布する傾向がある

が、ほとんどのものが床面より 10~20cm浮いている。

カマド手前の甕（図56-2) は逆位の状態で床面につ

いて出土した。

カマド位置東壁中央と思われる。

規模全長1.44m 最大幅 (0.62) m 焚き口幅

(0.41) m 

袖 有り。左袖のみ確認され、粘性土が使用されて

いた。

煙道住居外へ110cm延る。

遺存状態 良好であり、煙道の壁は良く焼けていた。

使用面には約 6 cmの焼土ブロックを含む暗褐色土が

堆積していた。

遺物出土状態 カマド中央より使用時の状況を伺い

知ることができる状態で支脚（図56-10) が出土して

いることは興味深い。

備考 7 世紀前半頃の住居と考えられる。



2 ．古墳時代～平安時代
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13号住

1.黒褐色土 焼土プロックを含む。

2. 黄暗褐色土 ローム粒子を多械に含む。粘性有り。

3. 褐色土 ローム粒子・白色粘土プロックを斑状に含む。

3'. 褐色土 ローム粒子・白色粘土プロックを含む。 3 と 3,

層の境にロームプロックが薄く入る。（床面）

4. 黄褐色土流入土。

5. 暗褐色土 白色粘土プロックを多最に含む。

配暗褐色土 白色粘土粒子を多く含む。
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A
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L=97.300m 

; ! 
-ｷ  KP-B' 

13号住カマド

1.暗褐色土 ロームプロックを少最含む。

2. 暗赤褐色土 焼土プロックを多嶽に含む。

3. 灰褐色土 灰主体。焼土プロックを少量含む。

4. 赤褐色土 カマドの壁の焼け。

が赤褐色土 ほぽ焼土。若干の暗灰褐色土を含む。締りは弱い。

4 ~暗褐色土 全体にやや焼けており、赤味を帯る。締りは良い。

5. 暗灰褐色土 白色粘土・黄褐色粘土のプロックを多く含む。締りは良い。粘性有り。

6. 暗灰褐色土 黄褐色粘土粒子を多く、焼土プロックを少蘊含む。締りは良い。粘性有り。

7. 暗灰褐色土 焼土粒子を少羹、褐色粘性土プロックを極めて多量に含む。粘性強い。

8. 暗灰褐色土 極めて多蓋の焼土プロックを含む。締りは悪い。

゜
1:60 2m 

図29 第13号住居跡・カマド
゜ 1:30 lm 
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11 検出された遺構と遺物

‘ 
SP-A ・

SP-Aｷ-

゜ 1:60 2m 

゜ 1:30 lm 

SP-A' 

L=97.500 図30 第14号住居跡

14号住

1.褐色土 白色鉱物を多益に含む。

2. 暗褐色土 白色鉱物・ロームプロックを全体に含む。

3. 黄褐色土 ロームプロックを多く含む。（壁の崩れ）

4. 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

第13号住居跡（図29 • 57 • 90 、 P L 10 • 24 • 37) 

位置 B -29 • 30 、 C_30 主軸方位 N56ーE 

重複無し。

規模縦 (2.95) m X横 (3.20)mX 深さ0.21m

形状 方形もしくは長方形

埋没土 上半は焼土ブロックを含む黒褐色土。下半

はローム粒子・粘土ブロックを含む黄暗褐色～褐色

土。

掘り方掘り方は深く、床面より約25cmの間は粘土

ブロックを含む暗褐色～褐色土により埋められてい

た。カマド手前はやや高いが、中央部は窪む。

床面 貼り床有り。床面下が深いためと水の影響に

より、やや軟質化していた。西側は若干下がる。

貯蔵穴掘り方調査時にカマド右側にピット（長径

48cm、短径38cm、深さ 16cm) が検出されたが、それ

がその可能性が高い。

周溝無し。

柱穴 無し。掘り方調査時に径34cm程のピットが北

西部に検出されたが、その可能性もある。

遺物出土状態 ほぽ全体から出土しているが、北東

部にやや集中する傾向が伺える。床面より 10cm前後

浮いているものが多いが、床面についているものも

多い。

カマド位置東接中央よりやや南寄り

規模全長0.9m 最大幅0.95m 焚き口幅0.56m

袖有り。両袖には粘性土が使用されていた。

煙道住居外へ50cmほど延る。

遺存状態 比較的良好。燃焼部には 8 cmほどの焼土
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層が残っていた。掘り方は段状を呈し、使用面より

20cmほどの深さを有する。

遺物出土状態 燃焼部のかなり奥から甕の底部（図

57-5) が逆位の状態で出土している。その底面は

赤変しており支脚として使用されていたものと考え

られる。

備考 6 世紀後半頃の住居と考えられる。

第14号住居跡（図30 • 57 • 90 、 P L 11 • 25 • 37) 

位置 D • E-33 主軸方位北壁方向 N70°E

重複 10 • 11号住に後出する。

規模縦（1.77) m X横（1. 43) m X深さ0.32m

形状 方形もしくは長方形

埋没土 ロームブロックを含む褐色～暗褐色土。周

溝及び住居周辺部床面には壁の崩れ土が堆積してい

た。

掘り方 ロームブロックを多く含む暗褐色土によっ

て埋められていた。住居内側に向かってやや窪むが

床面の状況とあまり大きな変化はない。約 7 cmほど

床面より下がる。

床面貼り床有り。調査範囲内は比較的しっかりし

た面をもつ。

貯蔵穴・周溝・柱穴不明。

遺物出土状態 調査区内全体にほとんどのものが浮

いた状態で出土しているが、 (No.16) の石器は床に

付いた状態で出土している。

カマド不明。

備考 8 世紀後半頃の住居と考えられる。
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L=97.400m 

15号住カマド

1.黒褐色土 白色鉱物を少鍼、焼土粒子を僅かに含む。やや砂質。

2. 暗褐色土 白色鉱物を上半部に僅かに、焼土粒子を少量含む。

3. 暗褐色土 焼土プロックを少量含む。

4. 暗褐色土 粘土プロックを多拭に含む。若干赤味を帯びる。

5. 暗褐色土 粘土プロックを僅かに、焼土粒子を少拭含む。

6. 暗褐色土 粘土プロックを多量、焼土粒子を少量含む。

7. 暗褐色土 粘土プロックを少祉、焼土粒子を少量含む。

8. 暗褐色土焼土粒子を少拡含む。

9. 暗灰褐色土 灰・焼土粒子を多鍼に含む。

10. 暗赤褐色土 焼土プロックを多饉に含む。（カマド壁）

］］．暗褐色土 焼土プロソクを少凪、ロームプロソクを僅かに含む。

12. 暗赤褐色土 焼土プロック・灰を多量に含む。

゜ I :60 2m 

図31 第 15号住居跡・カマド
゜ I: 30 lm 
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II 検出された遺構と遺物
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カマド位置東壁中央よりやや南寄り

規模全長0.73m 最大幅1.40m 焚き口幅0.42m

袖 無し。燃焼部の両側には礫が使用されていた。

煙道住居外に74cm延びる。

遺存状態 良好。燃焼部には厚さ 5 cmの焼土粒子を

含む灰が堆積していた。掘り方は燃焼部が若干窪む

だけである。

遺物出土状態 燃焼部から多量の土器が石器類とと

もに出土した。煙突の仕切りには凹石が使用されて

いた。

備考 10世紀前半頃の住居と考えられる。

L=97.400m ゜ I :60 2m 

゜ ); 30 lm 

15号住貯蔵穴

1.黒褐色土

2. 暗褐色土

3. 暗褐色土

4. 灰褐色土

5. 暗褐色土

6. 暗褐色土

7. 暗褐色土

やや砂質。白色鉱物を少量含む。

白色鉱物を少最含む。

白色鉱物を僅かに、焼土粒子を少温含む。

灰を多址に含む。

白色鉱物を僅かに含む。

焼土粒子を僅かに含む。

焼土粒子・ロームプロックを僅かに含む。

図32 第15号住居跡貯蔵穴

第15号住居跡（図31 • 32 • 58 • 59 • 91 • 92 、 PL 11 • 

25 • 37 • 38) 

位置 B • C -31 • 32 主軸方位 N82.5ーE 

重複 16 • 17号住に後出する。

規模縦3.lm X横2.82m X 深さ 0.17m

形状長方形

埋没土 焼土粒子を含む暗褐色土により埋没。

掘り方検出されなかった。

床面貼り床無し。床面は比較的良くしまっていた。

貯蔵穴 有り。南東部に長径60cm、短径42cm、深さ

7 cmの楕円形を呈するピットがある。

周溝有り。幅10cm、深さ 6 cmで貯蔵穴部分から北

西部にかけて廻る。

柱穴無し。

遺物出土状態 ほぽ全体から出土しているが、カマ

ド付近及び貯蔵穴周辺が多い。床面より 10cm以下の

ものが多くほとんどのものが住居に伴うものと考え

られる。
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第16号住居跡（図33 • 60 • 93 • 94 、 P L 12 • 26 • 38 • 

39) 

位置 C-31ｷ32 主軸方位 N82ーE 

重複 15 • 17号住に先行する。

規模縦3.8mX横（4.7) m X 深さ0.10m

形状方形

埋没土 住居の大部分が17号住に壊されており、埋

没土は失われている。

掘り方 ロームブロックを含む土により埋められて

いた。掘り方部分のみが、 17号住の掘り方よりも深

いために残存していた。周辺部は窪む。

床面・貯蔵穴・周溝無し。

柱穴 無し。柱穴状のピットがいくつか見られるが、

17号住に属するものと思われる。

遺物出土状態 掘り方覆土より、若干の遺物が出土

している。

カマド位置東壁中央

規模全長 (0.52) m 

袖不明。

煙道住居外に延びていたと考えられる。

遺存状態 ほとんどが17号住に壊されていたため、

煙出し部分のみ残存していた。

遺物出土状態 煙出し部分から甕破片が出土してい

る。

備考 7 世紀後半頃の住居と考えられる。
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16号住カマド

1.暗褐色土 白色鉱物少蘊、焼土粒子徴量含む。

゜ 1:60 2m 

゜ 1:30 lm 

図33 第16号住居跡・ 17号住居跡掘り方
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II 検出された遺構と遺物
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図34 第17号住居跡

第17号住居跡（図34 • 35 • 60 • 94 • 95 、 P L 12 • 26 • 

39) 

゜ 1:60 2m 

゜ 1:30 lm 

ト群が相当か？位置的には16号住の柱穴の可能性も

位置 B • C -31 • 32 主軸方位 N79.5ーE 

重複 15号住に先行し、 16号住に後出する。

規模縦5.05m X横5.73m X 深さ 0 .42m

形状長方形

埋没土 焼土粒子を含む暗褐色土により埋没。

掘り方 ロームブロックを多く含む暗褐色土により

埋められていた。ピットが認められたが、中央の16

号住と重複する部分は多い。

床面貼り床有り。硬くしまっていた。

貯蔵穴有り。南東部に長径70cm、短径60cm、深さ

20cmのものが検出された。

周溝 有り。南壁から北壁の一部に確認された。ほ

ぽ住居全周に廻るものと想定される。

柱穴 有り。 16号住掘り方調査時に検出されたピッ

ある。規模は径50cm前後で40~50cmであり、南西部

のものを除く 3 本は並ぶ。

遺物出土状態 カマド周辺の東壁及び南壁付近に敲

石を中心とする遺物が検出された。

カマド位置東壁中央よりやや南寄り

規模全長2.32m 最大幅 (1 .40) m 焚き口幅0.63m

袖 有り。左袖先端は礫が、両袖には粘性土を使用。

煙道住居外に120cmほど延びる。

遺存状態 かなり良好。煙出し部分がトンネル状に

残っていた。約15cm程の灰層が確認された。掘り方

は深く、燃焼部使用面は30cmほど窪む。

遺物出土状態 燃焼部手前から敲石が数点出土して

いる。

備考 8 世紀後半頃の住居と考えられる。
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17号住カマド

1.暗褐色土 白色鉱物を少量、焼土粒子を僅かに含む。
2. 暗褐色土 白色鉱物を僅かに、焼土粒子を少量含む。
3. 暗褐色土 灰を少量、焼土粒子を少量含む。
4. 暗褐色土 ロームプロックを少量含む。 (3 層に類似）
5. 暗茶褐色土焼土粒子、灰を多量に含む。
6. 暗灰褐色土灰を多品に含む。

7. 暗褐色土 焼土粒子を少最、白色鉱物を僅かに含む。
8. 暗褐色土 灰・焼土粒子を少量含む。

L=97.400m . 
v̀,dx 

口百•-B'-

゜ 1 :60 2m 

v
,
d
x
 

図35 第17号住居跡カマド
゜ I: 30 lm 
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20号住

1.褐色土 ローム・白色鉱物・焼土粒子を含む。

2. 褐色土 ローム粒子を含む。

3. 黄褐色土 ロームプロックを多量に含む。

4. 黄褐色土 ロームプロックを少最含む。

SP-A·一 ー・ SP-A'

゜ 1:60 2m 

゜ J:30 lm 
L=97.500m 

19号住

1.褐色土焼土粒子を多量に含む。

2. 暗褐色土 焼土粒子、ロームプロックを多量に含む。

3. 黒褐色土 小ロームプロック・炭化物を含む。一部に白色粘土を含む。

4. 暗褐色土 白色鉱物・ローム粒子を多量に含む。

5. 暗黄白色土 ローム・白色粘土プロックを含む。締りは悪い。

5'. 暗黄白色土 白色粘土プロック、黄白色土を含む。粘性強い。

6. 黒褐色土僅かに炭化物を含む。

7. 黄褐色土 ロームプロックを僅かに含む。

8. 黄褐色土 ロームプロック、白色粘土プロックの混土層。

9. 黄褐色土

10. 黒褐色土

11.黒褐色土

12. 黄褐色土

13. 黄褐色土

14. 暗褐色土

白色粘土プロック、黄白色土を含む。粘性強い。

焼土粒子・ローム・白色粘土粒子を含む。

白色粒子・白色粘土・ロームプロックを含む。

白色粘土を一部含む。粘性土。

白色粘土を多量に含む。粘性土。

極めて多量の黄白色ロームプロック・粗粒子を含

む。焼土プロック粒子・炭化物片をやや多く含む。

粘性有り。

図36 第18号、 19号、 20号住居跡

第18号住居跡（図36 • 37 • 61 • 96 、

位置

重複

規模

形状

B • C -33ｷ34 

は不明である。

埋没土

れない。

主軸方位

19号住に後出し、

P L 12 • 26 • 40) 

北壁方向 N75°E

7 • 9 号住に先行する。

縦 (3.30) m X 横（3.35)mX 深さ0.22m

北東コーナ一部分が検出された。全体の形状

9 号住に類似するが、炭化物はあまり含ま

掘り方

床面

ピット等は検出されなかった。

貼り床有り。

貯蔵穴・周溝・柱穴

遺物出土状態

であり、床面に付いた完形品は無い。

カマド

備考

無し。

小破片が覆土より出土しているのみ

不明。

6 世紀後半頃の住居と考えられる。
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2 ．古墳時代～平安時代

—·—•SP-A' 

\ 
18号住

図37 第18号、 19号、 20号住居跡掘り方

第19号住居跡（図36 • 37 • 61 • 96 、 P L 12 • 26 • 40) 

位置 B -32·33 、 C-33 主軸方位北壁方向 N140ーE 

重複 20号住に後出し、 7 • 18号住に先行する。

規模縦 (3.03) m X横（3.63) m X 深さ0.28m

形状 方形もしくは長方形と想定できる。

埋没土 上層は焼土粒子を多く、下層は焼土粒子と

ロームブロックを多く含む土により埋没していた。

掘り方 ロームブロックを多く、焼土・炭化物をや

や多く含む暗褐色土により埋められていた。西側は

一段窪み、 3 つほどのピットがまとまって存在する。

床面貼り床有り。比較的硬質。

貯蔵穴 7 号住との境に低い周堤帯を持つ長径

70cm、短径62cm、深さ 50cmのものがある。

周溝有り。南壁に幅20cm、深さ 5 cm程の規模のも

のが検出された。

柱穴 無し。ただし、掘り方調査時に検出されたピッ

トがその可能性が考えられる。

遺物出土状態 ほぼ全体から出土したが、北壁周辺

のものは比較的低位置より出土したものが多い。

゜ 1 :60 2m 

゜ I: 30 lm 

カマド位置 北壁中央よりやや東寄りと想定され

る。

遺存状態 7 号住にほとんどが壊されていたが、僅

かにカマドの痕跡を残す焼土部分が貯蔵穴の西隣よ

り検出された。

備考 6 世紀後半頃の住居と考えられる。

第20号住居跡（図36 • 37 • 62 • 96 、 P L 13 • 27 • 40) 

位置 C-33 主軸方位南壁方向 N167°E

重複 7 • 19号住に先行する。

規模縦（1. 55) m X横 (2.80) m X 深さ0.16m

形状 南西部のみ検出された。方形もしくは長方形。

埋没土 ローム・白色鉱物・焼土粒子を含む硬質の

褐色土により埋没していた。

掘り方掘り方は10cm程と浅く、ロームブロックを

多量に含む褐色土により埋められていた。 5 ~10cm 

程の高さを有する長径70cm、短径50cmの台状の高ま

りがある。

床面貼り床有り。かなり硬質。

貯蔵穴・周溝・柱穴無し。

遺物出土状態 7 号住と重複する南壁付近より、敲

石（図96- 7 • 8) 及び杯破片が出土している。

カマド不明。

備考住居跡の新旧関係からすると 6 世紀後半以前

の住居と考えられる。
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II 
検出された遺構と遺物
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8 号住

21号住

I.暗掲色土

II. 明褐色土

III. 明褐色土

w．暗褐色士

SP-B 
ァ一

SP-B' 

V. 褐色土

L=97.500m 
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: 黒色プロソクをやや多く、焼土粒子・ローム粒子を少最含む。
ローム粒子を多量・焼土プロックを数点含む。

極めて多誠のロームブロック・粒子・焼土粒子を数最含む。

1 より黒い。焼土粒子を多く、炭化物粒子を微量含む。締りは
強い。

N よりも明るい。ローム粒子・焼土粒子を微量含む。 V1 よりも締

りは良い。

VI. 暗褐色土 3 よりも暗く、しまりは強い。ロームプロ・Jクを多量に含む。

VI’．暗褐色土 V1 よりもローム最が多く、 V11 よりも少ない。

VII. 暗褐色土 4 よりもローム量は多く、 5 よりも少ない。

糧暗褐色土 ローム極多量に含む。締りは 5 よりもやや弱い。
22号住

1.暗褐色土

2. 暗褐色土

3. 暗褐色土

4. 暗褐色土

5. 暗褐色土

E
o
o
s
ｷ
L
6
1
1
T
 

図38

焼土粒子・カーボン粒子を少量、黄褐色小粒子を多めに含む。

焼土粒子・カーボン粒子を徴量、 1 に比べてやや暗い。

ロームプロック粒子を僅かに含む。 2 より暗い。締り良し。

ロームプロックを多量、カーボン粒子を少量含む。

2 よりも黒味が強い。ローム粒子・ロームプロックを多めに、

焼土粒子を少最含む。締りは弱い。

21号住旧カマド

1.暗褐色土 地山に含まれている黒色プロJクを少最含む。

2. 暗褐色土 上半部に黒色プロックを少量、下半部はロームプロノク

を少最含む。（ピノト）

焼土プロックを多最に含む。

焼土粒子を少量、ロームプロックを僅かに含む。

3. 暗褐色土

4. 暗褐色土

第21号住居跡・カマド

゜ 1:60 2m 

゜ ): 30 lm 
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2 ．古墳時代～平安時代

;̀ 1 

KP-B 

;! 
O J:60 2.m 

戸• l 二
21号住新カマド 6 J: 30 1 m 

ー •KP-B'
1.暗褐色土 白色鉱物・焼土粒子を少量、ロームプロック、炭化物粒子を僅かに含む。
2. 灰白色粘土プロック

3. 暗褐色土 白色鉱物粒子・焼土粒子・ロームプロックを僅かに含む。
4. 暗褐色土 焼土粒子、ロームプロyクを僅かに含む。

5. 暗黄褐色土 ロームプロックを少量含む。

6. 暗褐色土 焼土プロックを多量、ロームプロック・灰を僅かに含む。
7. 暗褐色土粘性、締りは非常に良い。

8. 暗褐色土 ロームを極多量に含む。締りは良い。

/
 

L=97.500m 
図39

第21 号住居跡（図38 • 39 • 62 • 97 、 P L 13 • 27 • 40) 

位置

重複

規模

形状

8 • 21号住に先行する。

縦2.7m X横2.7m X 深さ 0.5m

方形

埋没土 上層は黒色土ブロック・焼土を含む明～暗

褐色土。下層はロームブロックを多く含む暗褐色土。

下層は人為的に埋め戻された可能性がある。

掘り方

D • E -31 主軸方位 N 121ーW 

第21号住居跡カマド

12cm前後の厚さのロームブロックと暗褐色

土の混合土により埋められていた。北東部には長径

90cm短径63cm深さ 10cmの床下土坑があるが、埋め土

は同様であった。住居中央より土師器甕破片出土。

床面 貼り床有り。床面は非常に良く締っていた。

貯蔵穴・周溝

柱穴

遺物出土状態

無し。

無し。ただし、南東部には径35cm、深さ 37cm

の円形のピットがある。

西半カマド付近よりほとんどのもの

が出土しているが、かなり浮いているものが多い。

新カマド

規模

袖有り。

煙道

遺存状態

た。袖には粘土が使用されていた。左袖はしっかり

残っていたが、右袖はその痕跡があった程度である。

本カマド使用時には旧カマドは使用されていない。

遺物出土状態

旧カマド

規模

袖 無し。

煙道

遺存状態

遺物出土状態

備考

位置

全長82cm

西壁中央よりやや南寄り

最大幅50cm 焚口幅20cm

住居外に62cm程延る。煙突の径は16cm 。

燃焼部から煙道にかけては良く焼けてい

煙道部より甕破片が出土している。

位置

全長80cm

南西コーナー

最大幅40cm 焚口幅40cm

住居外に60cm程延る。

煙道部は径25cm深さ 35cmのピットにより

一部壊されていた。袖の痕跡等は検出されなかった。

新カマド製作時に取り除かれた可能性がある。

遺物の出土は無い。

6 世紀後半頃の住居と考えられる。
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II 
検出された遺構と遺物
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図40

第22号住居跡（図40·62·97·98 、

位置

重複

規模

形状

D • E -30ｷ31 主軸方位

PL 13ｷ27ｷ40ｷ41) 

北壁方向 N53°E

8 • 21号住に後出する。

縦3.42m X横 (2.58) m X深さ 30cm

方形を呈するものと考えられる。

22号住

1.暗褐色土

2. 暗褐色土

3. 暗褐色土

4. 暗褐色土

5. 暗褐色土

柱穴

v
,
d
S
 

. 

焼土粒子・カーボン粒子を少量、黄褐色小粒子を多めに含む。

焼土粒子・カーボン粒子を微量、 1 に比べてやや暗い。

ロームプロック粒子を僅かに含む。 2 より暗い。締りは良い。

ロームプロックを多量、カーボン粒子を少量含む。

2 よりも黒味が強い。ロームは粒子。ロームプロックを多めに、

焼土粒子を少最含む。締りは弱い。

゜ 1:60 2m 

第22号住居跡 ゜

無し。掘り方調査時に北東コーナー寄りに径

25cm、深さ 10cmのビットと長径60cm、短径32cm、深

さ 20cmのピットが検出されたが、

能性がある。

遺物出土状態

1:30 lm 

この二つがその可

ほぼ全体から出土しているが、南西

埋没土 焼土粒子・炭化物粒子を含む暗褐色土であ

り、下層の方がやや暗い。

掘り方 ロームプロックを含む暗褐色土により、埋

められていた。遺物はほとんど出土していない。南

東部に径 1 m の床下土坑がある。

部壁付近の床面から棒状礫がまとまって出土してい

る。 こうした出土の仕方は本遺跡内では 6 号住の場

合ときわめて類似している。また、 7 号住や 8 号住

床面 貼り床有り。床面は比較的しっかりしていた。

貯蔵穴

周溝

無し。

幅10cm、深さ 4 cmの規模でほぽ全周を廻って

いたものと考えられる。

50 

のようにほぼ壁に沿って検出される場合もある。そ

れらのうちの多くのものは敲石として使用された痕

跡を残している。なお、その他の遺物は床面より若

干浮いた状態であった。

カマド

備考

不明。調査区外の東カマドと推定される。

8 世紀前半頃の住居と考えられる。



2 ．古墳時代～平安時代

第23号住居跡（図41)

位置 B • C -26·27 主軸方位北壁方向 N160ー E 

重複無し。

規模縦（1. 3) m X横（1. 6) m X 深さ 8 cm 

形状 方形もしくは長方形

埋没土 ローム粒子を少量含む暗褐色土。

掘り方無し。、

床面 貼り床無し。硬質の床面は検出されなかった。

貯蔵穴不明。

周溝・柱穴無し。

遺物出土状態 遺物はほとんど出土していない。

カマド不明。

備考 時期の特定ができるような遺物は出土してい

ない。床面は比較的平坦であったが、あまり硬質で

はなかったことからすると土坑の可能性もある。

べ
SP-A 邑—•A'

SP-A 五E:A'

L=97.500m 

゜ 1 ;60 2m 

゜23号住

1.暗褐色土 ローム粒子を少祉含む。

i / ミ：
a ,. 

叫

ｩ `>

◎只詞゚; • 

• 

゜⑤ 〇

〇 図

1:30 lm 

図41 第23号住居跡

゜
1:60 2m 

゜
1: 30 lm 

吋cL. 

SP-B 

U 

旦E-•B'

図42 第24号住居跡
（小鍛冶遺構）

24号住

1.暗褐色土 やや黄色味を帯る。白色小粒子を微量に含む。僅かに砂質。

2. 暗褐色土 1 より黄色味を帯る。 1 よりやや大きめの白色粒子を少量含む。 1 より粘性有り。

3. 暗褐色土 1 よりも黒味が強い。焼土粒子・炭化物片を極微羹に含む。チップを多く、鉄滓・スラグ片('P 1 cm) を多めに含む。

4. 暗褐色土 ローム粒子を少最含む。粘性有り。

5. 暗褐色土 1 よりも黒味が強い。ローム粒子・白色小粒子を微羹含む。
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ll 検出された遺構と遺物

第24号住居跡（小鍛冶） （図42·63·99 、 P L 14ｷ27ｷ41) 

位置 B • C -25·26 主軸方位北壁方向 N24°W

重複他の住居との重複は無し。

規模縦 (4.67) m X横5.17m X 深さ 0.03m

形状 方形もしくは長方形南壁に張り出し部分を

持つ。

埋没土 やや黄色味を帯びる暗褐色土であり、白色

小粒子を微量含む。

掘り方無し。

床面貼り床無し。かなり浅く、住居プランは明確

ではなく、北側の壁は残っていなかった。

廃棄穴不明。 周溝無し。

柱穴 無し。床面に多くの小ピットがあるが、主柱

穴状に同規模で並ぶものはない。

c/..召
のー SP-B SP-B'_,2:_ 

遺物出土状態 炉の周辺部及び張り出し部分から土

器小破片・敲石が出土している。覆土からは鉄滓も

出土している。

炉位置 中央よりやや西壁寄り

規模長径62cm 短径52cm 深さ 8 cm 

形状楕円形

遺依存状態 底面及び床面は若干赤変していた。

遺物出土状態 羽口は横に寝た状態で検出された。

覆土からは多量のチップ・小スラグ・鉄滓が出土し

た。土師器の甕の小破片も認められた。それらのも

のは使用後そのまま廃棄されたものと考えられる。

備考 南西部のピット・土坑は本遺構に伴わない可

能性がある。発掘現場での住居番号をそのまま用い

たがカマドや作業用炉以外の炉は検出されておら

ず、住居として兼用していない可能性が高い。比較

的床面に近い位置から出土した遺物からすると 6 世

紀後半の可能性がある。

26号住

1.暗褐色砂質士耕作土。

2. 暗褐色土 鉄分・マンガン、焼土粒子微最含む。締りは良い。

3. 褐色土 ロームプロック・焼土粒子を少最含む。全体にやや黄

色味を帯る。

゜ 1:60 2m 

L=97.500m ゜ 1:30 lm 

図43 第26号住居跡

第25号住居跡（図34 • 63 • 99 、 P L 28 • 41) 

位置 B-32 主軸方位不明。

重複 15号住に先行する。

規模縦(1.40) m X 横（2.15) m X深さ0.15m

埋没土 白色小粒子を含む暗褐色土。

掘り方東側に径53cm、深さ 8 cmのピットがある。

床面貼り床無し。

貯蔵穴不明。

周溝．柱穴無し。

遺物出土状態 床面に付いた状態で土器小破片及び

敲石が出土している。

カマド不明。

備考 8 世紀後半頃の住居と考えられる。

52 

第26号住居跡（図43、 PL15) 

位置 C-30 主軸方位北壁方向 N8l0 E 

重複無し。

規模縦（2.80) m X横(1. 61) m X深さ0.07m

形状 隅丸方形もしくは隅丸長方形

埋没土 ロームブロックを含む褐色土。

掘り方無し。

床面貼り床無し。良く締っていた。

貯蔵穴不明。

周溝・柱穴無し。

遺物出土状態 遺物の出土は無い。

カマド不明。

備考所属時期不明。
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II 検出された遺構と遺物

b 溝

溝は 3 本が検出された。底面に砂及び小礫が堆積

しており水が流れていたことを推定させる。

第 1 号溝（図44·45·64·65·100~104 、 P Ll6ｷ28ｷ29 

ｷ41~43) 

位置 調査区北側 B-25グリッドから E-23グリッ

ドにかけて斜めに検出された。

走行方位 N68ーE 

走行方向西→東

重複 10号土坑に後出し、 2 号溝に先行する。

規模上幅1.88m 、下幅0.50m 、深さ 50cm

断面形状 二段掘り状を呈する。

埋没土 上層は焼土粒子を含む黒褐色土。下層は黒

色土ブロックを含む暗褐色土。

遺物出土状態 3 層を中心にして須恵器・土師器の

破片及び敲石が極多量に出土している。同一固体の

破片がまとまっていたり、いわゆるただの礫があま

り入っていなかったりということからすると多くの

ものは流れ込んだものというよりむしろ廃棄したも

のと考えた方が妥当のように思われる。ただ全体の

傾向からすると下の方がやや古いようであり、上面

で検出されたものは極小破片が多い。また、縄文土

器は小破片が数点しかないにもかかわらず、極多量

の石器類が出土している。中にはその形態や表面の

風化状況からして縄文時代のものと想定されるもの

もあるが、そうしたことからすると蔽石はほとんど

のものが住居群・ピット群と同時期と考えられる。

備考 出土遺物からすると 6 世紀から 8 世紀にかけ

て存続した可能性がある。

第 2 号溝（図66 、 P L 29) 

位置 調査区北側 C-22グリッドから E -24グリッ

ドにかけて斜めに検出された。

走行方位 E 4°Wであり、ほぽ北方向と言える。

走行方向南→北

重複 1 号溝に後出する。 3 号溝とほぽ同時期。

規模幅0.48m前後、深さ 6 ~9 cm 

断面形状 やや深い皿状

54 

SP-A.- — ー・ SP-A'

L=97.500m 

1 号溝西壁セクション

1.暗褐色土（表土）耕作土

2. 黒色土 白色鉱物を多量に含む。色調はやや茶色味を帯びる。

3. 黒褐色土 白色鉱物を含まず、焼土細粒子を僅かに含む。

4. 暗褐色土 焼土細粒子を僅かに含む。地山の粘土層の黒色プロ

ックを多量に含む。

5. 暗褐色土 4 層に近いが、（地山の）黄白色粘土プロックを僅

かに含む。

EP-A EP-A' 

EP-B・一 ー •EP-B'

゜ I :60 2m 

゜ I: 30 lm 
L=97.000m 

図45 第 1 号溝セクション・エレベーション

埋没土 砂質褐色土であり、しまりは弱い。

遺物出土状態 覆土より少量の小破片が出土してい

る（図66- 1~ 5) 。遺物の割れ口はかなり摩滅して

おり、流れ込みと考えられる。

備考 西側に径15cm、深さ 3 ~10cm程の小ピット列

が確認されたが、これは本溝に伴う施設と考えられ

る。所属時期不明。

第 3 号溝（図66 、 P L 29) 

位置 調査区北側 C-22グリッドから D-23グリッ

ドにかけて検出された。

走行方位 E 4°Wであり、ほぼ 2 号溝と平行。

走行方向南→北

重複 2 号溝とほぼ同時期。

規模幅0.68m 、深さ 5 cm 

断面形状皿状

埋没土 2 号溝とほほ同じ。

遺物出土状態 覆土より土器小破片が出土している

（図66- 6~8) 。遺物は流れ込みと考えられる。

備考所属時期不明。



c 掘立柱建物跡・土坑・ピット群

1 棟を調査した。その他に600基以上に及ぶピッ

ト群があり、柱痕の確認されたものもあるが、同規

模で規則正しく並ぶものは検出されなかった。

第 1 号掘立柱建物跡（図46·68- 8 • 9 、 P L 15ｷ30) 

位置 D • E -26 • 27 主軸方位 N14ー W 

重複風倒木に後出する。

規模 2 間（2.7m)X3 間 (3.9m) 

形状南北が長い。若干歪む。

柱穴 p 1 規模長径60cm 短径50cm 深さ 60cm

形状は楕円形で南側にテラス状の段を有する。

p 2 規模長径50cm 短径45cm 深さ 37cm

形状は不定形な楕円形である。

p 3 規模長径78cm 短径66cm 深さ 54cm

形状は楕円形である。

p 4 規模長径32cm 短径32cm 深さ48cm

形状はほぼ円形である。

p 5 規模長径40cm 短径39cm 深さ 39cm

形状はほぽ円形である。

p 6 規模長径42cm 短径42cm 深さ 66cm

形状は円形である。

p 7 規模長径48cm 短径42cm 深さ 50cm

形状はほぽ円形である。

p 8 規模長径69cm 短径49cm 深さ 63cm

形状は楕円形である。遺物は覆土より土師器甕頸部

及び須恵器甕破片が出土している（図68-89) 。

p 9 規模長径42cm 短径36cm 深さ 51cm

形状はほぽ円形である。

Pl0 規模長径42cm 短径36cm 深さ 51cm

形状は円形に近い楕円形である。

第 1 号土坑（図47 • 66 、 P L 16 • 29) 

位置 C-35 

主軸方位 N22ーE 

重複南側のピットに後出する。

規模長径63cm 短径60cm 深さ 18cm

形状ほぼ円形

埋没土 焼土・炭化物ロームプロックを含む。

2．古墳時代～平安時代

底面 ロームが底面であり、しかっりしている。

遺物 覆土より土師器杯破片（図66- 9) が出土して

いる。

遺存状態 南側を小ピットにより切られていた。

備考時期不明。

第 2 号土坑（図47 • 66 、 P L 16 • 29) 

位置 B-35 

主軸方位 N57ー W 

重複無し。

規模長径60cm 短径54cm 深さ 27cm

形状ほぽ円形

埋没土 焼土ブロックが多量に含まれる。

底面 しっかりしている。

遺物出土状態 主に須恵器の杯・椀・羽釜が出土し

ている。

遺存状態 底面は焼けていない。西側は水抜きトレ

ンチにより失われていた。

備考 10世紀前半頃の土坑と考えられる。

第 3 号土坑（図47 • 66 • 104 、 P L 16 • 29 • 43) 

位置 D-32 

主軸方位 N 8ー W 

重複 8 • 21号住に後出する。

規模長径 (81) cm 短径48cm 深さ 15cm

形状楕円形

埋没土 炭化物・焼土粒子・灰を含む。

遺物出土状態 土師器甕口縁及び杯破片が出土して

いる。

遺存状態 北側は 8 号住調査時に失われてしまって

た。

備考 8 世紀後半頃の土坑と考えられる。

第 5 号土坑（図47)

位置 B • C -32 

主軸方位 N52ー W 

重複無し。

規模長径90cm 短径54cm 深さ 50cm

55 



II 検出された遺構と遺物

形状楕円形

埋没土 ロームを含む暗褐色土を主体とする。

遺物出土状態 遺物は出土していない。

遺存状態 底面はしっかりしていた。

備考時期不明。

第 6 号土坑（図47 • 66 、 P L 29) 

位置 E-31 

主軸方位 N30ーE 

重複無し。

規模長径80cm 短径75cm 深さ 18cm

形状ほぼ円形

埋没土焼土粒子を微量含む。下層にはローム粒

子・炭化物も含まれる。

遺物出土状態 覆土より土師器甕口縁部破片（図66

-19) が出土している。

遺存状態 東側は水抜きトレンチにより壊されてい

た。

備考時期不明。

第 9 号土坑（図47)

位置 B • C -23 

主軸方位 N60ー W 

重複小ピットに先行する。

規模長径(150) cm 短径84cm 深さ 19cm

形状不定形の楕円形

埋没土 上層は白色小軽石粒子を含む暗褐色土。下

層はロームブロックを含む黒褐色粘性土。

遺物出土状態 覆土より土師器の小破片が出土して

いる。

遺存状態 小ピソトに壊されているが、それ以外の

ところの底面は比較的平坦である。

備考時期不明。

第 1 号焼土遺構（図47)

位置 C-35 

主軸方位 N72ー W 

重複無し。

56 

規模長径66cm 短径36cm 深さ 6 cm 

形状楕円形

埋没土焼土層

底面 良く焼けていた。

遺物出土状態 遺物の出土は無い。

遺存状態良好

備考 屋外炉としての機能が推定される。遺物が出

土していないので時期の特定はできない。

第69号ピット（図47 • 68 、 P L 30) 

位置 D-25 

主軸方位 N 3ーE 

重複無し。

規模長径44cm 短径28cm 深さ 24cm

形状 若干中央がくびれる楕円形

埋没土 焼土粒子・白色細粒子を少量含む暗褐色土

で、下の方が色調は暗く粘性は強い。

遺物出土状態 北半に横位に土師器の甕（図68-10)

が出土している。

遺存状態良好

備考 湧水のため底面が確認しにくかった。



2．古墳時代～平安時代
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L=97.200m 

1 号掘立

A 褐色土 焼土粒子・白色鉱物粒子を含む。

B 暗褐色土焼土粒子を含み、粘性有り。

c 暗褐色土砂質。
D 暗褐色土 焼土粒子・白色粘土プロックを含み、粘性有り。

E 褐色土 焼土粒子・白色鉱物粒子・炭化物を含む。

G 黄褐色土 焼土プロック・ロームプロックを含み、粘性有り。

暗褐色土粘性有り。

暗褐色土 ロームプロソク・白色粘土プロックを含み、粘性有り。

k 暗褐色土 焼土粒子・ロームプロックを含む。砂質。

図46 第 1 号掘立柱建物跡

P8 

SP-A・一

P9 
ー•SP-A'SP-A·-

P10 
ー •SP-A'SP-A- - -ｷSP-A' 

゜ 1 :60 2m 

゜ J:30 lm 
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II 検出された遺構と遺物

□]:]:A 
1 号土坑

L=97.500m 

1 号土坑

1.黄灰色土 焼土・炭化物を少址含む。

2. 黄褐色土 ロームプロック、焼土を僅かに含む。

2'. 黄褐色土 ロームの二次堆積土。

3. 暗赤褐色土 白色粒子を僅かに含む。

4. 黄色土 ローム層の流入土。

5. 褐色土 ロームプロックを全体に含む。

一
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• 0.. 土・
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SP-A•こ塁
SP-A・一囚ー •SP-A'

了

3 号土坑

L=97.400m 

3 号土坑

1.黒褐色土 炭化物片を多く、灰少量、焼土粒子やや多く含む。締り

は悪い。

2. 暗褐色土 焼土粒子やや多く、炭化物片微量含む。締りは良い。
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2 号土坑

L=97.500m 

2 号土坑

1. 黄灰色土 焼土・炭化物を含む。

2. 黄白色土 焼土・炭化物・ロームブロックを含み、粘性が強い。

3. 暗褐色土 焼土プロックを多量に含み、粘性が有る。
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6 号土坑

L=97.400m 

6 号土坑

］．暗褐色土 焼土粒子、白色粒子を微量含む。やや砂質。

2. 暗褐色土 ローム粒子少量、炭化物、焼土粒子微量含む。

締りが強く、黒味を帯びる。

¥ ;̀i :. 

SP-A亨•S:]9A'
SP-A・一囚 ー・ SP-A'

5 号土坑

L=97.500m 

5 号土坑

1.暗褐色土 白色鉱物粒子・ロームプロック含む。締りは良い。

2. 暗褐色土粘性が強い。

3. 暗褐色土 ローム粒子を含む。

4. 黄褐色土 ロームの二次堆積土。

＼いこsP::
SP-Aｷ - (fJ --SP-A' 

9 号土坑

L=97.000m 

9 号土坑

1.暗褐色土 白色粒子（軽石） •土器片を含む。

2. 黒褐色粘性土 ロームプロックを少量含む。

3. 明褐色土 ロームプロックを多く含む。
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1 号焼土遺構

L=97.500m 

1 号焼土遺構

1.赤褐色土焼土層

2. 暗褐色土 ローム粒子、プロックを含む。

SP-A•こ：SP-A'
SP-A·一ー•SP-A'

69号ピット

L=97.000m 

69号ピット

1.暗褐色土 焼土粒子、白色鉱物粒子少凪含む。

2. 暗褐色土 l とほぽ同様であるが、 1 よりも色調は暗く、粘性も強い。

0 1:60 2m 

図47 土坑、焼土遺構、ピット
゜ 1: 30 lm 

58 



2 ．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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II 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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II 
検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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II 
検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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11 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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11 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代

上

、｀ヽ

{ i 

] 

¥ 

こ

こ；

ご I(½)

I 

\ ｀汀百) 
) 

I_ 貸勺嗜謁：中：/1 _ Uへ(({¥ ---)]責） [\ •一｀賢[j_

l 

口
2 (ｽ) 

ー
百
口
冑
冑

ロ

I 3 (ｽ) 

口
0 1:2 10cm 

図72 第 5 号住居跡出土石器 O 1: 3 10cm 

1, l l l l l 1 | 1 | 

83 



II 検出された遺構と遺物
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2．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2．古墳時代～平安時代
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2 ．古墳時代～平安時代` 
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II 検出された遺構と遺物
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2．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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2 ．古墳時代～平安時代

胄
叫
胃
鬱

ロ
: 

二
2
 

こ

I 

こ3—疇勺
I 3(ｽ) 

€ 

りじ］
4(ｽ) 

こ

•} 

信
6 (ｽ) 

八
]
0

n

り
陽
3

ヽ
~

ｽ
 

，
ー
、7
 
n
 

ー
·

.~ ｀
ュ

~ヽ· 

~, 

.. 
~
ヽ
~
？.;~93x 

‘'s 

,
c
R
N
O
）
；
ぺ
も
·
,
.
;
‘
：
ー
・
~
、
、
‘
\
、

[
l

゜

粕
( 
5
 

員
。
息

口
8
 

10cm 

図90 第13号 (1 • 2) 、 14号 (3~8)住居跡出土石器 ゜
1: 3 10cm 

101 



、

1
,ｽ
 

( 
2
 

。
1

:

|

 
二
1

今
‘j 

物
％

( 

直
ハ
ロ
ロ
ン
ー

構

〗
ー
バ
剛
口
]
)
ー
ロ

遺
一

出
一
I

I

`

 

検

粕

□

3

汀

□

ロ

4
 

I 
l 

I 

l 

i 

: 

『

□> 

6
 

ハ
ー

1ー
ロ
ロ
〉7

]
言
ニ

5
 

図91 第15号住居跡出土石器

O
L

卜

0

こ 8

i 

ヽ

| 

ロ
□ 10 
1:2 10cm 

デ 10cm 

102 



2 ．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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2 ．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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II 検出された遺構と遺物
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2 ．古墳時代～平安時代
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II 
検出された遺構と遺物
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2．古墳時代～平安時代
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II 
検出された遺構と遺物
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第564号 (1 • 2) ピット、表採・グリッド (3~ 8) 出土石器 ゜ I: 3 10cm 



2 ．古墳時代～平安時代

古墳時代～平安時代土器観察表

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図48-l 土師器 1/6残存 l 住No. 1 ①微細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。指頭痕

杯 口 (14.4) (0) 全体に粒子は細かい。 有り。

底 (7.0) ②にぶい橙7.5YR6/4 内横撫で。

裔（ 2 .4) ③酸化烙

図48-2 須恵器 口縁部破片 1 住フク土 ①緻密 ロクロ成形。

杯 口(13.9) ②オリープ灰2.5G Y 6/1 

高 (2.1) ③還元烙硬質

図48~3 須恵器 体部残存 l 住No. 6 ①全体に粗い白色細粒物を ロクロ成形。

椀 高 (3.3) (+11) 含む。

②灰白7.5Y7/l

③還元烙、軟質

図48-4 土師器 口縁部破片 l 住No. 7 諷細砂を含む。 横撫で。（左←右）

杯 ロ(12 .4) (+ 3) ②にぶい赤褐5YR 5/4 
商 (2.3) ③酸化焔

図48-5 土師器 口縁～体部破片 2 住フク土 ①細砂を含む。 横撫で。口唇部は薄く、若干くびれて

杯 ロ (15.2) ②内にぶい橙5Y R 6/4 から外彎する。

外橙5YR 6/6 

③酸化焔

図48-6 土師器 体部～底部破片 2 住フク土 ①微細砂を含む。 外体部横撫で。底部箆削り。 内黒。

杯 底丸底 ②内紫黒5R P 2/1 内 横撫で。内黒であるが磨きはない。

高 (2.2) 外にぶい橙7.5Y R6/4 

③酸化焔

図48-7 土師器 口縁～胴部上位 2 住No. 7 ①粗砂、小石を含む。 外 口縁横撫で、胴部箆削り。（下→上） 黒斑有り。

甕 1/5残存 (+ 7) ②内にぶい橙7.SY R6/4 内 口縁横撫で、胴部箆撫で。（斜め

口 (9.2) 外にぶい橙5Y R 6/4 横方向）

底 (10.8) ③酸化焔

図48-8 土師器 口縁～底部破片 3 住フク土 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り後横方向

杯 口(10 .4) ②にぶい橙5YR 6/4 箆磨き。

底 (1 1. 0) ③酸化焔 内 口縁横撫で。底部撫で。

高 (4.0) 底部は厚い。口唇部外彎。

図48-9 須恵器 口縁部1/8残存 3 住フク土 ①緻密、石英粒子含む。 ロクロ成形。口唇部先端はやや尖りぎ

蓋 口(13.0) ②灰lOY5/1 みとなっている。

③還元焙 やや硬質

図48-10 土師器 口縁～胴部上位 3 住 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部斜め横箆削り。 胴部上半部に黒

甕 1/4残存 No. 1 (0) ②橙5YR 7/6 内 口縁横撫で。体部横箆撫で。 変有り。

口 (22.5) No.2(+7) ③酸化焔

図48ー11 土師器 口縁～胴部3/4残 3 住 ①微細砂、角閃石、白色細 外 口縁横撫で。胴部上→下方向に箆 胴部内外面黒変

甕 存 No.5(+3) 粒物を含む。 削り。 （内面のものは

口 (22.2) No.6(-2) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。内面箆撫で。 スス）。

高 (22.7) フク土 黒変橙5Y R4/4 

③酸化焔

図48-12 土師器 胴部下位～底部 3 住No. 3 ①中砂、白色細粒物を含む。 外胴部斜め左上→右下に箆削り後ほ 赤斑部分及び黒

甕 底 7.5 (-1) ②外にぶい橙7.5YR 7/3 ぼ同じ方向に箆磨き。 斑部分有り。

フク土 内明褐灰7.5YR 7/2 内横方向箆撫で。

③酸化焔

図48-13 土師器 口縁～体部破片 4 住カマド ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。 風化のため底部

杯 口 (12.4) 内フク土 ②橙5YR 6/6 内横撫で。 箆削り単位不

③酸化烙 明。

図48-14 土師器 口縁～頸部1/4残存 4 住No.8 諷細砂、赤色細粒物を含 外 口縁横撫で。頸部粘土接合部に指

甕 口 (19.8) (+ 1) む。 頭痕。胴部横方向箆削り。（左←右）

②橙2.5YR 6/8 内 口縁横撫で。胴部箆撫でコの字口

③酸化烙 縁。

図48-15 土師器 口縁～頸部破片 4 住カマド内 ①徴細砂を含む。 内外面横撫で、頸部に指頭痕を残す。

甕 口 (20.8) フク土 ②橙2.5Y R6/8 コの字口縁を呈するものと思われる。

③酸化焔
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II 検出された遺構と遺物

番号 器種 誠 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図49-1 土師器 完形 5 住No. 9 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り（左←右） 内面は約 1/2が

高 杯 口 14.8 (+ 1) ②外明褐7.5Y R5/6 台部箆削り。台口縁部横撫で。（左←右） 黒変している

底 9.1 内浅黄橙lOY R8/3 内 杯部横撫で後箆磨き（左←右）台部 （火災時の変

高 6.4 ③酸化焔 口縁撫で。箆撫で台部の輪積み痕明瞭。 色？）。

図49- 2 土師器 口縁～体部破片 5 住No.18 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。 器面は荒れてい

杯 口(14.0) (+19) ②にぶい橙7.5Y R6/4 内横撫で。 る。

高 (3.7) ③酸化焔 口縁と底部の境に明瞭な段を有する。

図49-3 土師器 口縁～底部破片 5 住フク土 ①緻密 外 口縁横撫で。底部箆削り。

杯 口 (12.8) ②外橙7.5Y R7/6 内横撫で。

商（ 3.4) 内黄灰2.5Y 5/1 薄手、底部と口縁の境に段を有する。

③酸化焔 口縁底部ともに直線的に立ち上がる。

ロ縁はあまりひらかない。

固49-4 土師器 口縁～体部破片 5 住No.24 諷細砂を含む。 外 口縁斜め縦箆撫で後横撫で。胴部 内面は薄い黒

杯 口 (24.0) (+ 8) ②明赤褐5YR 5/6 横箆削り。 斑。

高 (5.5) ③酸化烙 内横撫で。

図49-6 土師器 口縁～体部1/4残存 6 住フク土 ①微細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。（左←右）

杯 口 (12.0) ②灰黄褐lOY R5/2 内横撫で。

底丸底 ③酸化焔 ロ唇部内彎。
高 (3.2)

図49-7 土師器 完形 6 住No. 7 ①細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。（主に左←右） 風化が頸著で器

杯 口 15.2 (+ 8) ②橙5YR 6/6 内横撫で、指頭痕が残る。 面がかなり荒れ

底丸底 ③酸化焔 かなり薄手。口縁部はやや内傾ぎみに ている。

古向 4.5 立ち上がる。

図49-8 土師器 口縁～体部1/6残存 6 住No.133 ①細砂、白色細粒物含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。（左→右、
椀 口(13 .4) (+16) ② にぶい橙7.5Y R6/4 左←右両方向有り）

内にぶい橙5Y R6/4 内横撫で。

③酸化焔 体部はかなり丸みをもち、口唇部はわ

ずかに外彎。

屈49-9 土師器 口縁～体部破片 6 住 ①微細砂、赤色細粒物を含 外 口縁横撫で。底部箆削り。

杯 口 (23.8) No.8(+5) む。 内横撫で。

商 (3.7) No.13(+25) ②外にぶい橙5YR 6/4 口縁部は外彎。皿状を呈する。
内にぶい橙7.5Y R6/4 

③酸化焔

図49-10 土師器 口縁～胴部1/4残存 6 住No.52 ①細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴～底部箆削り。 現存部分の底部

甑 口 (2 1. 2) (+25) ②にぶい赤褐5Y R4/3 内横撫で。底部は箆撫でが残る。 には孔はない。

底 (5.0) フク土 ③酸化焔 やや軟質

高 8.9 

図49-11 土師器 口縁～胴部上位 6 住No.56 ①細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。頸部に 外面口縁赤変。

甕 1/4残存 (+14) ②内明赤褐5YR 5/6 箆削りのための段を有するが、その調 内面口縁一部黒

ロ (21. 6) 外橙5YR 6/6 整は認められない。 変（二次加熱の

③酸化烙 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。 ため）。

口縁部は比較的滑らかに外彎する。

図49-12 土師器 口縁～胴部1/3残存 6 住No.139 ①中砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部縦箆削り。（下→ 外面薄く黒変。

甕 ロ (22.2) (-6) ②にぶい橙7.5Y R6/4 上）、長さの単位 5 cm。

③酸化焔 内 口縁横撫で。胴部縦箆削り（下→

上）、口唇部は外彎する。厚手。

図49-13 土師器 口縁～胴部上位 6 住No.136 ①中砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り（上→下、 両面ともほぼ同

甕 1/3残存 (0) ②外にぶい橙7.5Y R6/6 一部左←右） 位置が薄く黒変

口 (23.6) 内灰褐7.5Y R5/2 内 口縁横撫で。胴部箆撫で（横・斜 している。

高 (1 1. 5) ③酸化烙 やや軟質 め横方向）一部指頭痕が残るが、それ
胴 (30.0) は撫でよりも古い。口縁部は厚く、な

めらかに外彎。胴部に最大幅がある。

図49-5 土製品 完形 6 住フク土 ①徴細砂を微量含む。 指撫で、指頭痕を良く残す。 中心の穴径

土 玉 長 1.4 ②黄灰2.5YR 5/1 1. 5mm 方向上→

幅 1.2 ③酸化烙 下に向って（焼

厚 1.0 成前）穿孔？
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2 ．古墳時代～平安時代

番号 器種 直自 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図49ー14 須恵器 胴部破片 6 住 ①微細砂を含む。 外叩き目を残す。

甕 No.30(+ 14) ②外灰色 N6/ 内叩き目を残す。

No.63(+ 6) 内灰白 N7/

③還元焔硬質

図49ー15 土師器 胴部下位～底部 6 住No .49 ①細砂、白色細粒物を含む。 外胴部箆削り（主に左←右）底部に径

甑 1/4残存 (+20) ②にぶい橙7.5Y R6/4 1 cm程の穴が中央よりもややずれた位

口 (4.5) ③酸化焔 置にある。木葉痕有り。

底 (7.0) 内箆撫で。

図49-16 須恵器 底部3/4残存 6 住 ①微細砂、白色細粒物を含 外胴部回転横撫で。底部箆削り。（右

高台付杯 底 12.8 No. 72 (+ 18) む。 回り）
7 住フク土 ②浅黄橙lOY R8/3 内 回転横撫で。

③環元焔 付け高台、接合部は箆先により浅い沈

線状に撫で付けている。

図49ー17 土師器 1/5残存 6 住フク土 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部指撫で、指頭痕

鉢 口 (10.2) ②黄灰2.5Y 4/1 を残す。底部箆削り。

底 (2.3) ③酸化焙 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で、指

高 4.4 頭痕を残す。

底部は庫く、口唇部はやや外彎ぎみに

立ち上がる。手捏。

図49-18 土師器 口縁～胴部1/3残存 6 住No.138 ①細砂を含む。 外口縁横撫で。胴部箆削り。（主に 内外面ともに黒

長 甕 口 (2 1. 3) (+ 2) ②橙SY R 6/6 下→上） 変部分有り。

高 22.2 ③酸化焔 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。（左←右）

口唇部はやや直線ぎみに外彎。薄手。

図50--- 1 土師器 完形 7 住No.27 ①微細砂、雲母を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り（左回り）

杯 口 1 1. 3 (+15) ②にぶい褐7.5YR 5/4 内 横撫で。底部一部指頭痕残す。

底丸底 ③酸化焔
古向 3.7 

図50-2 土師器 3/4残存 7 住フク土 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。

杯 口(12.8) ②外にぶい橙7.5Y R6/4 内横撫で。弱く指頭痕残す。

底丸底 内橙5Y R 6/6 
古向 3.1 ③酸化焙

図50---- 3 土師器 口縁～底部1/4残存 7 住No.20 諷細砂、石英、輝石を含 外 口縁横撫で。底部周辺に指頭痕残

杯 口(13.8) (-1) む。 す。底部箆削り。

底丸底 ②橙5YR 6/6 内 箆撫で後横撫で。底部との接合部

高 3.4 ③酸化焔 に指頭痕残す。

図50----- 4 土師器 1/4残存 7 住No.15 ①徴細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。

杯 口(13.7) (-4) ②外にぶい橙5Y R 6/4 内 口縁横撫で。底部箆撫で後横撫で。

底丸底 内橙SY R 6/6 指頭痕多く残す。

高 (3.5) ③酸化焔

図50--- 5 土師器 3/4残存 7 住No. 4 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で、指頭痕残す。底部箆

杯 口 12.7 (+ 3) ②橙2.5Y R6/6 削り。

底丸底 ③酸化焔 内横撫で。底部指頭痕残す。

高 3.5 

図50--- 6 土師器 完形 7 住 諷細砂、輝石、石英を含 外口縁横撫で。底部箆削り。

杯 口 14.3 No.29(+ 1) む。 内 横撫で。底部中央に指頭痕残す。

底丸底 No.90(+ 1) ②橙7.5Y R6/6 

高 3.9 ③酸化焔

図50---- 7 土師器 1/3残存 7 住No.56 ①徴細砂、白色細粒物、輝 外 口縁横撫で、指頭痕残す。底部箆 底部一部赤変。

杯 口 (15.8) (-3) 石を含む。 削り。

底丸底 ②にぶい橙7.5YR 6/4 内横撫で。指頭痕残す。

高 (3 .4) ③酸化焔

図50-- 8 土師器 口縁～体部3/4残存 7 住No.31 ①徴細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。 器形が歪んでい

杯 口 12.0 (+ 4) ②明赤褐SY R 5/6 内横撫で。指頭痕残す。 る。

底丸底 ③酸化焔

高 3.6 
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II 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図50- 9 土師器 口縁～底部7/8残存 7 住No.142 ①微細砂、輝石、石英を含 外口縁横撫で。底部箆削り。 底部2/3黒斑。

杯 口 (12.8) (+10) む。 内横撫で。やや厚で。

底丸底 ②にぶい橙5YR 6/4 

高 3.6 ③酸化焔

図50ー10 土師器 口縁～体部1/4残存 7 住フク土 諷細砂、輝石、石英、白 外 口縁横撫で。底部箆削り。 底部外面黒変。

杯 口(13.6) 色細粒物を含む。 内 横撫で。指頭痕を多く残す。

底丸底 ②外橙5YR 6/6 
高 (3.0) 内橙2.5Y R6/6 

③酸化焔

図50-11 土師器 3/5残存 7 住フク土 ①微細砂、輝石、石英を含 外 口縁横撫で。底部箆削り。 器面かなり荒れ

杯 口 13,0 む。 内横撫で。指頭痕残す。 ている。

底丸底 ②橙2.5Y R6/6 外面黒斑有り。
古向 3.6 ③酸化焙

図50-12 土師器 1/2残存 7 住No.11 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。 底部黒変。中央

杯 口 14.0 (0) ②にぶい褐7.5Y R5/3 内横撫で。指頭痕残す。 に黒斑。口縁赤

底丸底 ③酸化烙 亦久 0 

古向 3.2 

図50-13 須恵器 ロ縁～底部1/2残存 7 住No.28 諷細砂を含む。 ロクロ成形。

杯 口 02.4) (+ 3) ②灰白7.5Y7/l 外胴下半～底部回転箆削り。（左回り）

底 (8.5) ③還元焔 やや硬質
古向 4.0 

図50ー14 土師器 完形 7 住No.59 ①微細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。 底部黒斑。

杯 口 12.1 (+ 9) 訊橙5YR 6/6 内 横撫で。底部に指頭痕を残す。

底丸底 内橙7.5Y R7/6 

高 3.5 ③酸化焙

図50-----.-15 須恵器 口縁部1/5残存 7 住フク土 ①微細砂を含む。 外自然釉調整不明。

蓋 ②冽~ 明黄褐IOY R7/6 内 撫で。（横後一部縦方向）

内灰 N5/

③還元焔硬質

図50-16 須恵器 口(16.,2) 7 住フク土 諷細砂を含む。 ロクロ成形。

椀 高 (9.0) ②外灰10Y 6/1 外 自然紬 口唇部内傾する。

内灰7.5Y6/1

③還元焔

図50---17 須恵器 胴部破片 7 住フク土 ①白色細粒物を含む。 ロクロ成形。
窄士 胴 (2 1. 6) ②灰7.5Y l/5 外不定方向撫で。肩部に沈線あり。

③還元烙 やや硬質

図50-18 須恵器 胴部破片 7 住フク土 ①微細砂を含む。・ 外叩き目。

甕 ②外灰7.5Yl/5 内青海波文。

内灰5Yl/6

③還元焔

図50-19 須恵器 胴部破片 7 住フク土 ①微細砂を含む。 外叩き目。

甕 ②灰5Yl/6 内青海波文。

③還元焙

図51-1 土師器 1/2残存 7 住No.93 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で、指頭痕残す。胴部箆 上半部に黒斑、

甕 口 (23.0) (0) ＠冽橙5YR 6/6 削り。 黒変、下半部赤

底 (5.5) 内にぶい橙SY R 6/4 内 口縁横撫で。胴部箆撫で後横撫で。 変。一部煤付着。

高 (29.5) ③酸化焔 指頭痕を残す。胴下半に接合痕有り。

胴 (2 1. 6)

図51-2 土師器 1/2残存 7 住No.80 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で、指頭痕残る。胴～底 胴上半一部黒

甕 口 (23.8) (+ 4) ②橙7.5Y R6/6 部箆削り。 斑。胴下半部使

底 6.1 カマド ③酸化焔 内 口縁横撫で。胴～底部箆撫で後横 用による赤変。

高 29.9 撫で。

図51-3 上師器 口縁～胴部1/3残存 7 住 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で、指頭痕、接合痕を残

甕 ロ 22.4 No.95(+ 6) ②外橙5YR 6/6 す。胴部箆削り。

高 (17 .4) No.100(+2) 内 にぶい橙5YR 6/4 内 口縁横撫で。胴部は箆撫で後横撫

カマド ③酸化焔 で。
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2 ．古墳時代～平安時代

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図51-4 土師器 完形 7 住No. 5 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴～底部箆削り。 底部黒斑。

甕 口 13.4 (+ 1) ②外褐灰5Y R 4/1 内 口縁横撫で。体～底部指撫で。指 口～体部に使用

底丸底 内橙5YR 6/6 頭痕を明瞭に残す。 による黒変、赤

高 10.4 ③酸化焔 変有り。

図51-5 土師器 口縁～頸部1/2残存 7 住 ⑮数細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。

甕 口 (15 .4) No.10(-2) ②明赤褐5YR 5/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で後横撫で。

高 (5.5) No.89(-7) ③酸化焔 頸部に浅い沈線状の撫でつけ痕。口唇

部丸味を持ち外彎。

図51-6 土師器 台部残存 7 住フク土 ①微細砂、雲母、白色細粒 外胴～脚台部箆削り（胴縦、脚台部 外面黒変。

台付甕 底 (9.3) 物を含む。 横方向）。裾～脚台部横撫で。

高 (4.1) ②にぶい赤褐5Y R4/3 内 箆撫で後横撫で。脚台部との接合

③酸化焔 部に箆撫でが良く残る。

図51-7 土師器 2/3残存 7 住No.94 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。指頭痕残す。胴～底 底～胴部赤斑、

甕 口 (23.8) (+ 8) ②にぶい橙5YR 6/4 部箆削り。（底部左回り） 黒斑有り。底部

底 6.0 ③酸化烙 内 口縁横撫で。胴箆撫で後横撫で。 黒変。胴下半部

高 30.3 指頭痕を残す。 煤付着。

図51-8 土師器 底部1/4残存 7 住フク土 諷細砂を含む。 外胴部箆削り。底部木葉痕有り。

甕 底 (5.8) ②赤褐5Y R4/6 内箆撫で。

高(1. 3) ③酸化焔

図51-9 土製品 ほぽ完形 7 住フク土 諷細砂を含む。 外横撫で。 上端部赤変。

支 脚 ロ 4.9 ②外にぶい黄橙 10YR 内箆撫で。

高 10.8 6/3 下より 2/3迄穿孔。

内赤褐5Y R4/6 

③酸化焔硬質

図52-1 土師器 口縁～体部破片 8 住No.69 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。 黒変有り。

杯 ロ(16.0) (+22) ②明赤褐5Y R 5/6 内横撫で。指頭痕弱く残す。

底丸底 ③酸化焔

高 (3.2)

因52-2 土師器 ロ縁～体部1/3残存 8 住No.68 ①微細砂、石英、角閃石を 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面が荒れてい

杯 口 (15.0) (-‘8) 含む。 内横撫で。指頭痕残す。 る。外面赤変。

底丸底 訊橙2.5Y R6/6 

高 (4.5) 内橙5YR 7/6 

③酸化焔

図52-3 土師器 口縁～頸部1/4残存 8 住No. 6 ①中砂、赤色細粒物を含む。 外口縁横撫で。胴部箆削り。 内面黒斑。

甕 口 (20.0) (+13) ②外赤褐5Y R4/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。

高 (6.6) 内暗赤灰2.5Y R3/l 

③酸化焔

図52-4 土師器 底部～胴部2/3残存 8 住No.59 ①中砂を含む。 外箆削り。底部木葉痕有り。 胴部下半に黒

長 甕 底 5.8 (-7) ②明赤褐5YR 5/6 内 箆撫で。指頭痕残す。 斑、赤変有り。

高 (27.5) ③酸化焔 内面に煤付着。

図52-5 土師器 口縁～体部1/5残存 8 住No. 4 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 黒変有り。

鉢 口(19.3) (+19) ②明赤褐5YR 5/6 内横撫で。指頭痕残す。

高 (4 .4) ③酸化烙

図52-6 土師器 口縁～体部1/2残存 8 住 ①微細砂を含む。 外口縁横撫で。底部箆削り。 器面が荒れてい

杯 口 (10.5) No.47(-2) ②明赤褐5Y R 5/6 内横撫で。 る。器形が歪ん

底丸底 No.66(0) ③酸化焔 でいる。

高 (2.7) 

図52-7 土師器 口縁～体部上半 8 住No.41 ①中砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。

椀 破片 (+17) ②褐7.5Y R4/3 内 口縁横撫で。体部箆撫で後横撫で。

口 (12.0) ③酸化焔

高 (5.4)

図52-8 土師器 口縁～体部2/5残存 8 住 ①微細砂を含む。 外口縁横撫で。体部箆削り。 赤斑有り。

杯 口(12.0) 、 No.10(+16) ②明褐7.5YR 5/8 内横撫で。指頭痕残す。

高 (2.9) No.14(+ 4) ③酸化焔

図52-9 須恵器 口縁一体部破片 8 住フク土 ①白色細粒物を含む。 ロクロ成形。

蓋 口(15.0) ②外灰10Y 5/1 

高(1. 3) 内灰10Y 6/1 

③還元焔 やや軟質
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II 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図52-10 土師器 3/4残存 9 住No.10 ①赤色細粒物を含む。 外 口縁横無で。底部箆削り後箆磨き。 外面黒斑有り。

杯 口 10.8 (+ 3) ②橙7.5Y R6/6 内横撫で。底部周辺に指頭痕弱く残

底丸底 ③酸化焔 す。

高 4.0 

図52-11 土師器 口縁～底部1/2残存 9 住No. 1 ①赤色細粒物含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り後箆磨き。

杯 口 (10.2) (+ 1) ②外橙2.5Y R6/6 内 横撫で。底部周辺に弱く指頭痕残

底丸底 内にぶい橙5YR 6/4 す。

裔（ 3.5) ③酸化焔

図52-12 土師器 口縁1/4～底部残存 9 住No.13 ①赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り後箆磨き。

杯 ロ (1 1. 0) (0) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。底部箆撫で。

底丸底 ③酸化焔

高 4.2 

図52-13 土師器 完形 9 住No.21 ①赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。 器面がかなり荒

杯 口 12.0 (+ 2) ②橙5YR 6/6 内 横撫で。底部に指頭痕残す。 れている。

底丸底 ③酸化焙
古回 4. 7 

図52-14 土師器 2/3残存 9 住No.142 ①赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。 器面が荒れてい

杯 口 12.4 (-2) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。底部撫で。指頭痕残 る。

底丸底 ③酸化焔 す。
古向 4.8 

図52-15 土師器 ほぽ完形 9 住フク土 ①中砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 黒斑有り。器面

杯 口 13.5 ②褐lOY R4/6 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で。 が荒れている。

底丸底 ③酸化焔 やや硬質
古向 5.0 

図52-16 土師器 完形 9 住No.28 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り後箆磨き。 底部に黒斑有

杯 口 10.7 (+ 1) ②外褐7.5Y R4/3 内 口縁横撫で。底部箆撫で後横撫で。 り。

底丸底 内明赤褐 5 YR 5/6 底部周辺に指頭痕を弱く残す。
古向 3.8 ③酸化焔

図52-17 土師器 口縁1/8～底部1/2 9 住 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り後箆磨き。 外面黒斑有り。

杯 残存 No.12(+ 1) 訊にぶい赤褐2.5YR4 内 口縁横撫で。底部箆撫で後横撫で。

口 (12.9) No.16(+ 8) /4 指頭痕残す。

底丸底 内赤褐10R4/3 
古向 4.1 ③酸化焔

図52-18 土師器 ほぼ完形 9 住No.25 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。 内外面1/3黒変。

杯 口 1 1.5 (+ 1) ②外橙7.5Y R7/6 内 口縁横撫で。底部撫で。周辺に指 器面がかなり荒

底丸底 内 にぶい黄橙10YR7/2 頭痕を残す。薄手。 れている。

高 3.5 ③酸化焔

図53-1 土師器 1/4残存 9 住No26 ①徴細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。 内外面とも黒

杯 口(12.5) (+ 3) ②外灰褐5Y R4/2 内 口縁横撫で。底部横撫で後箆撫で。 変。剥脱が顕著。

底丸底 内黒褐5YR 2/1 

高 (5.0) ③酸化焔

図53-2 土師器 完形 9 住No.15 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り後箆磨き。 外面黒斑有り。

杯 口 1 1. 6 (-3) ②橙2.5YR6/6 内横撫で後箆磨き。

底丸底 ③酸化焔
古四 4.8 

図53-3 土師器 ほぽ完形 9住 ①微細砂、赤色細粒物を含 外 口縁横撫で。底部箆削り。 器面が荒れてい

杯 口 12.5 No.98 (-2) む。 内 口縁横撫で。（左←右） る。

底丸底 No.145(+ 4) ②赤褐5YR 4/6 ロ唇部外反する。（左←右）
古四 4.1 フク土 ③酸化焔

図53-4 土師器 ほぽ完形 9 住No.143 ①赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。 内面及び口縁の

杯 口 15.0 (-10) 醗橙5 YR 6/6 内 口縁横撫で。底部箆撫で後横撫で。 一部黒斑。器面

底丸底 内褐5YR 4/1 周辺部に指頭痕を残す。 が荒れている。

高 5.0 ③酸化烙

因53-5 土師器 口縁～底部5/6残存 9 住No.140 ①中砂、 5 mm程の小石、石 外 口縁横撫で。体～底箆削り後箆磨 外面底部に黒斑

杯 口 13.7 （貯蔵穴内） 英を含む。 き。 有り。

底丸底 ②赤褐5Y R4/6 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で後横

高 5.6 ③酸化焔 やや軟質 撫で。底部に接合痕残す。
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2 ．古墳時代～平安時代

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図53-6 土師器 完形 9 住No.139 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り後箆磨き。 外面に黒変有

杯 口 16.7 (+ 2) ②外にぶい赤褐5Y R4/4 内 横撫で。底部周辺に指頭痕残す。 り。

底丸底 内橙5YR 6/6 
古向 5.8 ③酸化烙

図53-7 土師器 口縁1/6～底部残存 9 住フク土 ①微細砂、赤色細粒物を含 外 口縁横撫で。体下半部指撫で後横 口～体部上半黒

鉢 口 (8.3) む。 撫で。指頭痕を残す。底部撫で。 変有り。

底 5.0 ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。指頭痕残す。体～底

高 5.4 ③酸化焔 部箆撫で。指頭痕残す。手捏。

図53-8 土師器 2/3残存 9 住No23 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部指撫で。指頭痕 手捏ね。

鉢 (+ 3) ②褐7.5Y R4/4 を多く残す。底部箆削り後箆磨き。

③酸化焔 内 口縁横撫で。体～底部刷毛目。

図53-9 土師器 3/5残存 9 住No.27 ①中砂、 4 mm程の小石を含 外 口縁横撫で。指頭痕弱く残す。体 外面黒斑有り。

鉢 口 (10.9) (-2) む。 部箆削り後箆撫で。底部箆削り。

底 6.0 ②灰褐5Y R4/2 内 口縁横撫で。体～底箆撫で後横撫

高 4.8 ③酸化焔 やや軟質 で。口縁との接合部に沈線状撫で付痕。

図53-10 土師器 ほぽ完形 9 住No.49 ①赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。底～脚部箆削り。裾 器面が非常に荒
古向 杯 口 1 1. 3 (-1) ②橙5YR 6/8 部横撫で。 れている。

底 9.4 ③酸化焔 内 杯部横撫で。底部に指頭圧痕残す。

高 10.0 脚部箆撫で。

図53-l1 土師器 杯部下半～脚部 9 住 ①赤色細粒物を含む。 外脚部箆磨き。裾部横撫で？。 器面が非常に荒
古向 杯 1/2残存 No.34(-2) ②明赤褐2.5Y R5/6 内箆撫で。 れている。

底 (9.2) No.144(0) ③酸化焔

高 (9.0)

図53-12 土師器 口縁～脚部上半 9 住No.132 ①赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り後箆磨き。 器面が荒れてい

高 杯 1/5残存 (+ 6) ②橙5YR 6/6 脚部箆磨き。 る。

口 10.6 ③酸化烙 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で。脚

高 7.6 部箆撫で。

図53-13 土師器 完形 9 住No.61 ①中砂を含む。 外 口縁横撫で。体部～底部箆削り。 体下半～底部黒

鉢 口 19.8 （貯蔵穴内） ②橙2.5Y R6/6 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で。大 変。火にかけて

底 8.6 ③酸化焔 形。 いる。

高 10.3

図53-14 土師器 ほぼ完形 9 住No.131 ①中砂、 5 mm程の小石を含 外 口縁横撫で。体部撫で（箆、指）。 内面に薄い黒変

鉢 口 12.2 (0) む。 指頭痕を多く残す。底部箆削り後箆撫 有り。

底 5.8 ②明赤褐5YR 5/6 で。

高 10.2 ③酸化焔 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で。指

頭痕を多く残す。底部接合痕有り。

図53-15 土師器 2/3残存 9 住No.22 ①細砂、 3 mm程の小石を含 外指撫で。指頭痕多く残す。口縁部

鉢 ロ 9.4 (+ 2) む。 に接合痕残す。底部撫で。

底 4.4 ②にぶい褐7.5Y R4/5 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で。手

高 6.6 ③酸化焔 捏。

図54-1 土師器 ほぼ完形 9 住 ①中砂を含む。 外 口縁横撫で。体部指撫で。指頭痕 外面に黒変有

椀 口 13.1 No.17(+ 2) ②外橙7.5Y R7/6 多く残す。底部箆削り後一部箆磨き。 り。

底 6.5 No.18(+1) 内橙7.5Y R6/6 内 口縁横撫で。箆撫で。非常に厚手。

高 9.0 ③酸化焔 接合痕を残す。

図54-2 土師器 1/3残存 9 住 ①赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。頸部に指頭痕を弱く 器面の剥脱が顕

甕 口(14.5) No.19(+4) ②橙5YR 6/6 残す。体部箆削り。底部撫で。 著。胴部外面黒

底 6.2 No.52 (+11) ③酸化焔 内 口縁横撫で。胴～底部箆撫で後横 斑有り。

高 12.0 撫で。指頭痕有り頸部に接合痕有り。

図54-3 土師器 1/5残存 9 住No.77 ①極粗砂、 3 mm程の小石を 外 口縁縦撫で後横撫で。体部箆削り 器面が荒れてい

甕 口 13.3 (+ 6) 含む。 後撫で。上半部に指頭痕残す。底部箆 る。

底 6.4 ②にぶい赤褐5YR 4/3 削り。
高 13.9 ③酸化烙 内 口縁横撫で。胴～底部箆撫で。

図54-4 土師器 口縁～胴部下位 9 住No.24 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 器面が荒れてい
g ·ギ 残存 (+ 2) ②にぶい橙SY R7/4 内 口縁横撫で。胴部指撫で。（横） る。

ロ 7.3 ③酸化焔

高 (7.5)
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II 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図54-5 土師器 2/3残存 9 住No.97 ①中砂を含む。 外 口縁横撫で。指頭痕す。胴部箆削 外面ほぼ対称的

甑 口 (22.9) (-4) ②外灰褐5YR 5/2 り。 な位置に黒斑、

底 9.3 フク土 内 にぶい赤褐5YR 5/3 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。下半部 赤斑有り。

高 27.9 ③酸化焔 のみ、その後箆磨き。

図54-6 土師器 口縁～胴部残存 9 住 ①中砂、 3 mm程の小石を含 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 外面黒斑有り。

甑 口 23.0~21. 0 No. 91 (0) む。 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。 内面黒変有り。

高 22.0 No.95 (0) ②外橙SY R 6/6 

内 にぶい赤褐5Y R4/4 

③酸化烙軟質

図54~7 土師器 ロ縁～底部1/4残存 9 住 ①極粗砂、 4 mm程の小石を 外 口縁横撫で。胴部箆削り。底部箆 黒斑有り。

甕 口 (16.6) No. 4 (+ 1) 含む。 削り。

底 6.0 No.98(-2) ②明赤褐5YR 5/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。

高 21. 5 No.95 (0) ③酸化焔軟質

図54-8 須恵器 口縁部被片 9 住No.72 ①緻密 ロクロ成形。

甕 口 (39.2) (+ 5) ②灰7.5Y6/l 外 口縁部に沈線二条。波状文（単位

高 (3.5) ③還元焔 8 本）

図54-9 土師器 完形 9 住フク土 ①粗砂を含む。 表箆削り？ 甕の胴部破片利

士製円板 長さ 5.6 ②褐7.5Y R4/4 裏不明 用。風化が顕著。

巾 4.8 ③酸化烙

厚さ 1.5 

図54-10 土製品 長さ 1.4 10住フク土 ①徴細砂を含む。 指撫で。指頭痕を良く残す。 穴の径は上

土 玉 巾 1.2 ②黒7.5Y R2/l 2 mm、下1. 5mm 、

厚さ 1.1 ③酸化焔 下の穴の形は瓢

簸状。

図54-11 土師器 口縁～体部1/6残存 10住No.75(-2) ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り後箆磨き。 外面黒変有り。

杯 口(16.8) フク土 ②赤褐5Y R 4/6 口縁との境に沈線状の撫で付け痕有

高 (3.5) ③酸化焔 り。

内横撫で。

図54-12 土師器 体～底部1/5残存 10住No.84 ①微細砂、赤色細粒物を含 外底部箆削り 器面が荒れてい

杯 底丸底 （掘り方＋ 15) む。 内 横撫で。口縁との接合部に箆によ る。

高 (2.7) ②黄褐10YR5/6 る撫で付痕有り。

③酸化焔

図54-13 土師器 口縁～体部1/8残存 10住フク土 諷細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。

杯 口 (1 1. 2) ②橙2.5Y R6/6 内横撫で。

高 (1.7) ③酸化焔

図54-14 土師器 口縁部破片 10住フク土 ①粗砂を含む。 内外面とも横撫で。 器面が荒れてい

甕 口 (20.6) ②にぶい褐7.5Y R5/4 る。

高 (4.5) ③酸化焔

図54-15 土師器 口縁部1/5残存 10住フク土 ①粗砂、 3 mm程の小石を含 外口縁横撫で。胴部箆削り。 器面が荒れてい

甕 口 (17.2) む。 内 口縁横撫で。胴部撫で。指頭痕残 る。

高 (5.2) ②橙7.5Y R6/6 す。

③酸化焔

図54-16 土師器 口縁部1/5残存 10住フク土 ①極粗砂、小石を含む。 外 口縁横撫で。胴部上位箆削り。 器面が非常に荒

甕 口 (12.1) ②橙2.5Y R6/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。 れている。

高 (4.4) ③酸化焔

図55-1 土師器 1/2残存 11住 ①微細砂、赤色細粒物を含 外 口縁横撫で。底部箆削り。 器面が著しく磨

杯 口 13.4 No. 97(+ 6) む。 内 口縁横撫で。底部箆撫で後横撫で。 滅。底部外面黒

底丸底 No.139(+14) ②橙5Y R 6/6 指頭痕残す。 斑有り。

高 5.1 No.149 (+ 10) ③酸化焔

図55-2 土師器 口縁～底部1/3残存 11住フク土 ①微細砂、雲母、赤色細粒 外口縁横撫で。底部箆削り。

杯 口(13.6) 物を含む。 内 口縁横撫で。底部横撫で。指頭痕

底丸底 ②にぶい橙7.5YR 6/4 有り。口縁との接合部に撫で付痕有り。

高 (4.1) ③酸化焔

図55-3 土師器 口縁～底部1/2残存 11住フク土 ①細砂、小石を含む。 外 口縁横撫で後一部縦撫で、。底部箆 器面摩滅。

杯 口 14.0 ②にぶい橙5YR 6/4 削り。口縁との接合部に沈線状の撫で

底丸底 ③酸化焙 付痕有り。

商（ 4.5) 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で後横

撫で。一部弱い指頭痕を残す。
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2 ．古墳時代～平安時代

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図55-4 土師器 口縁～体部1/4残存 11住No.10 ①微細砂を含む。 外 口唇部横撫で。口縁一体部箆撫で。

杯 口(11. 0) (+13) ②暗赤褐5YR 3/2 指頭痕残す。

高 (4.2) フク土 ③酸化烙軟質 内 口縁横撫で。体部箆撫で後横撫で。

図55-5 土師器 杯部1/5残存 11住フク土 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。底部箆削り。

高 杯 口 (15.0) ②外にぶい橙5Y R6/4 内 横撫で。口唇部肥厚し外彎する。

高 (2.7) 内明赤褐5YR 5/6 

③酸化烙

図55-6 土師器 杯部1/4残存 11住No.65 諷細砂、赤色細粒物を含 外 口縁横撫で。底部箆削り。

高 杯 口 (20.0) (+10) む。 内 口縁横撫で。底部箆撫で。
古向 (2.8) ②橙7.5Y R6/6 

③酸化焔

図55-7 土師器 脚部下半1/4残存 11住No.160 ①赤色細粒物を含む。 外横撫で。指頭痕を明瞭に残す。 黒変有り。

高 杯 底 16.0 (+ 6) ②にぶい橙7.5Y R6/4 内 横撫で。接合部に指頭痕残す。
古向 5.5 ③酸化焔

図55-8 土師器 口縁～胴部上位 11住 ①中砂、赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 黒変部分有り。

甕 残存 No.169(-7) ②にぶい黄褐lOY R5/2 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。指撫で。

口 16.9 No.132(+ 8) ③酸化烙

高 (8.7) 

図55-9 土師器 口縁～胴部上位 11住No.59 ①粗砂、 4 mm程の小石を含 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 黒変有り。

甕 1/5残存 (+10) む。 内 口縁横撫で。胴部撫で。指頭痕残

口 (20.2) ②にぶい褐7.5YR 5/4 す。接合痕有り。

高 (9.0) ③酸化焔 やや軟質

図55-10 土師器 口縁～胴部上位 11住No.150 ①粗砂、 3 mm程の小石に赤 外 口縁横撫で、指頭痕残す。胴部箆

甕 1/4残存 (+10) 色細粒物を含む。 削り。
口 (17.2) フク土 詞明赤褐5YR 5/8 内 口縁横撫で。胴部撫で。指頭痕．

高(12.0) 内橙5YR 6/6 接合痕残す。

胴 (16.2) ③酸化焔 やや軟質

図55-11 土師器 口縁～胴部1/4残存 11住No.170 ①粗砂、 4 mm程の小石を含 外 口縁横撫で。指頭痕残す。胴部箆

甕 ロ(15.4) (+ 2) む。 削り。

高（12.3) ②橙2.5Y R6/6 内 口縁横撫で、胴部箆撫で後横撫で。

③酸化焔 やや軟質 指頭痕残す。

図55-12 土師器 胴部下位～底部 11住No.131 ①粗砂、 4 mm程の小石を含 外胴部箆削り。底部木葉痕有り。 黒斑有り。

甕 1/5残存 (+ 5) む。 内箆撫で、指頭痕有り。

底 (7.0) 訊にぶい褐7.5YR 5/3 造りが粗雑。
高 (6.8) 内橙5YR 6/6 

③酸化烙 やや軟質

図55-13 土師器 底部1/3残存 11住No.170 ①細砂、白色細粒物を含む。 器面が荒れていて観察不可能。

甑 底 (5.0) (+ 2) ②浅黄橙lOY R 8/3 

高 (3.5) ③酸化焔

図55-14 土師器 胴部下位～底部 11住フク土 ①細砂を含む。 外箆削り。 黒変有り。

甕 1/4残存 ②外赤褐5YR 4/8 内箆撫で。

底丸底 内明褐7.5Y R5/6 

商（ 6.1) ③酸化焔

図56-1 土師器 2/3残存 12住 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 黒斑有り。

杯 口 13.0 No. 4 (+ 8) ②外橙5Y R6/6 内横撫で。指頭痕弱く残す。 器面が摩滅。

底丸底 No. 6 (+11) 内にぶい橙5YR 7 /4 

高 4.2 ③酸化焔

図56-2 土師器 口縁～底部5/6残存 12住No.35 ①粗砂を含む。 外 口縁横撫で。頸部横撫で後箆削り。 器面の荒れが顕

甕 口 18.5 (-10) ②にぶい褐7.5Y R5/4 胴～底部箆削り。 著。外面に赤

底（ 8.0) ③酸化焔 内 口縁横撫で。胴～底部箆撫で。指 斑・黒斑有り。

裔 16.0 頭痕を残す。

図56-3 土師器 口縁部1/3残存 12住 ①粗砂、赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り？。 器面の剥脱が顕

鉢 口 (10.2) No.14(+ 6) ②外赤褐10R 5/4 内 口縁横撫で。体部箆撫で後撫で。 著。

裔 (3.5) No.15(+ 4) 内暗赤灰10Y 3/1 

③酸化烙

図56-4 土師器 口縁～体部3/4残存 12住No.36 ①中砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。

鉢 口 (14.7) (+ 3) ②明赤褐SY R 5/6 内 口縁横撫で。体部撫で後横撫で。

高 (8.7) ③酸化焔
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11 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図56-5 土師器 口縁～体部上位 12住フク土 ①粗砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 外面黒斑有り。

鉢 破片 ②外赤褐 5 Y R4/6 内 口縁横撫で。体部撫で弱く指頭痕

口 (25.7) 内明褐7.5YR 5/4 残す。

高 (7.6) ③酸化焔

図56-6 土師器 口縁部1/3残存 12住フク土 ①極粗砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 内外面に黒斑有

甕 口 (21. 0) ②にぶい黄橙lOY R 6/4 内 口縁横撫で。胴部箆撫で後撫で。 り。

高 (6.5) ③酸化烙 やや軟質

図56-7 土師器 口縁～胴部1/4残存 12住Nb.29 ①粗砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。

甕 口 (17.2) (+12) ②明赤褐5Y R 5/8 内 口縁横撫で。胴部箆撫で後撫で。

高 (8.1) ③酸化烙

図56-8 土師器 口縁～胴部上半 12住 ①中砂を含む。 外 口縁横撫で、指頭痕弱く残す。胴 黒斑有り。

長 甕 1/2残存 No. 5 (+28) ②外橙7.5Y R6/6 部箆削り。

口 16.0 No.28(+ 5) 内にぶい黄橙10 Y R 内 口縁横撫で。胴部箆撫で後撫で。

高（12.9) No.30(+ 7) 6/3 

No.32 (+ 17) ③酸化烙

図56-9 土師器 口縁～底部1/3残存 12住 ①粗砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。底部木 両面黒変有り。

長 甕 ロ(16.1) No. 3 (+30) ②外橙SY R 6/6 葉痕有り。

底 5.2 No.26(+18) 内橙7.5Y R7/6 内 口縁箆撫で後横撫で。胴部箆撫で

高 25.0 No.34(+ 5) ③酸化烙 やや軟質 後撫で、胴下半部に接合痕有り。

図56-10 土製品 ほぽ完形 12住No.33 ①微細砂、輝石を含む。 外上端部径1. 5cmの穴有り、その周 穴は焼成前。

支 脚 上端径 8.2 (+ 1) ②橙7.5Y R6/6 りを同心円状に指撫で。周辺部指撫で 外面に赤変有

下端径 11.0 ③酸化焔 後箆撫で。体部指撫で。 り。
古向 11. 9 内 下端部指撫で。穴径 2 cm。

図57-1 土師器 口縁～体部1/3残存 13住フク土 ①徴細砂、雲母、赤色細粒 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口 (12.2) 物を含む。 内横撫で。

高 (3.1) ②明褐7.5Y R5/6 薄で。

③酸化焔

図57-2 土師器 口縁～体部2/5残存 13住 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。

杯 口(13.2) No.15(+ 8) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。体部撫で。指頭痕残

高 (3.5) No.18(+20) ③酸化焔 す。

図57-3 土師器 口縁～胴部上位 13住No. 5 ①中砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 器面が荒れてい

甕 1/4残存 (+17) ②外明赤褐5YR 5/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。 る。

口 (1 1. 8) 内 にぶい赤褐5Y R4/3 

高 (4.0) ③酸化焔

図57-4 土師器 1/4残存 13住No. 6 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 黒斑有り。器面

鉢 (+ 1) ②明赤褐2.5Y R5/6 内 口縁横撫で。体～底部撫で。 摩滅。

③酸化焔

固57-5 土師器 胴部下半～底部残 13住 ①粗砂を含む。 外胴部箆削り。底部箆削り？ 外面赤変有り。

長 甕 存 No.12(+1) ②にぶい赤褐5YR 5/4 内 箆撫で後指撫で。指頭痕．接合痕 外面黒斑有り。

底 4.5 No.21(+2) ③酸化焔 残す。

高 22.0

図57-6 須恵器 胴部破片 13住フク土 ①微細砂、白色細粒物を含 外叩き目。

甕 む。 内青海波文。

②灰白 10Y 7 /1 

③還元焔 やや軟質

図57-7 土師器 口縁～底部破片 14住フク土 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 器面が荒れてい

杯 口 (10 .4) ②橙 5 Y R6/6 内横撫で。 る。

高 (2.2) ③酸化焔

図57-8 上師器 口縁～体部破片 14住No. 5 諷細砂含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 外面黒変有り。

杯 口 (12.5) (+ 8) ②にぶい橙7.5Y R6/4 内横撫で？

高 (2.3) ③酸化焔

図57-9 土師器 口縁～底部1/5残存 14住フク土 諷細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 器面摩滅

杯 口 (1 1. 3) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。体～底部撫で。指頭

底丸底 ③酸化焔 痕弱く残す。

高 (2.1)

図57-10 須恵器 口縁部破片 14住フク土 ①緻密 ロクロ成形。外面自然釉が掛かる。

g 一 口(10.2) ②灰7.5Y6/l

高(1. 8) ③還元焔硬質
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2 ．古墳時代～平安時代

番号 器種 直自 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図57-l1 土師器 口縁部破片 14住フク土 ①粗砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 器面がかなり荒

甕 口 (22.2) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で後撫で。 れている。

高 (4.2) ③酸化焔

図58-1 須恵器 ほぼ完形 15住 ①微細砂を含む。 ロクロ成形。外面体部その後撫で。底 1/2赤変。器面

杯 口 12.7 No. 84(+ 3) ②黒褐7.5Y R3/l 部糸切り。 が荒れている。

底 5.9 No.104(+11) ③還元焔 1/2 口縁黒変。

嵩 3.9 フク土

図58-2 須恵器 1/2残存 15住No.66 諷細砂を含む。 ロクロ成形。付け高台。接合時回転撫 二次加熱赤変。

椀 口 (14.0) (+11) ②外橙5Y R6/6 で付。中央部に糸切り痕を残す。

底 (5.8) カマド 内明赤褐5YR 5/6 

高 (4.9) ③還元焔

図58-3 須恵器 ほぽ完形 15住No.12 ①微細砂を含む。 ロクロ成形。付け高台。底部回転糸切 外面体部黒変部

椀 口 13.5 (+ 4) ②外灰白lOY R7/2 り。高台接合時回転撫で付け。 有り。

底 6.0 内灰白2.5Y7/l
古回 5.7 ③還元焔

図58-4 須恵器 3/4残存 15住No.100 諷細砂、輝石、雲母を含 ロクロ成形。外面底部糸切り。付高台、 黒斑。

椀 口 13.8 (-14) む。 接合部指撫で。

底 6.3 貯蔵穴 ②灰5Y4/1 
古回 5.5 ③還元烙 やや軟質

図58-5 須恵器 ほぽ完形 15住No. 9 諷細砂、輝石、雲母を含 ロクロ成形。外面体部その後撫で。付 黒斑有り。

椀 口 13.4 (+ 6) む。 け高台。底部高台接合時回転撫で付け。

底 6.0 ②褐灰7.5Y R3/l 
古回 5.8 ③還元烙

図58-6 須恵器 4/5残存 15住フク土 ①微細砂を含む。 ロクロ成形。底部回転糸切り。 器面が荒れてい

杯 口 1 1.7 16住フク土 ②外黒褐lOY R 3/1 る。

底 5.0 内褐灰lOY R4/l 黒斑有り。
古回 4.4 ③還元烙

図58-7 須恵器 1/2残存 15住No.59(0) 諷細砂を含む。 ロクロ成形。外面底部右回転糸切り。 黒斑有り。

杯 口 14.4 カマド ②外灰7.5Y5/1 体部との境に括れを有し底部が突出す

底 6.0 内灰白7.5Y5/l る。

高 6.1 ③還元焔 やや軟質

図58-8 須恵器 ほぼ完形 15住No.86 諷細砂を含む。 ロクロ成形。底部糸切り。 二次加熱を受け

杯 口 13.3 (+ 6) ②外にぶい黄橙10YR7/3 赤変。器面摩滅。

底 4.9 内 にぶい黄橙IOYR7/4

高 5.0 ③還元焔 やや軟質

図58-9 灰釉陶器 胴部下位～底部 15住No.25 ①緻密 外胴部右回転箆削り。底部箆削り後
宮士 底 8.5 (+ 1) ②灰白5Y8/l 高台接合時回転撫で付け。

高 (3.0) ③還元焔硬質 内 ロクロ成形。

付高台。

図59ー 1 土師器 口縁～胴部1/2残存 15住カマド ①細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 外面一部黒変。

甕 口 13.8 ②外明赤褐2.5Y R5/8 内 口縁横撫で。胴部刷毛目、一部撫

高 10.6 内橙2.5YR 6/8 で。指頭痕を残す。

③酸化焔

図59---- 2 土師器 胴部下位～脚台部 15住No.10 ①微細砂、輝石、石英を含 外胴下部箆削り。脚部横撫で。

台付甕 底 6.1 (+ 6) む。 内箆撫で後撫で。

高 (4.0) ②灰赤2.5YR4/2

③酸化烙

図59-3 土師器 口縁～服部2/3残存 15住 ①細砂、赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。口唇部沈線。頸部に 内面胴部黒変有

甕 口 (20.2) No. 73(+ 15) ②橙7.5Y R6/6 指頭痕を残す。胴部箆削り。 り。

高 (23.5) No.74(0) ③酸化烙 内 口縁横撫で。胴部箆撫で後撫で。

カマド 頸部に指頭痕を残す。接合痕有り。

図59-4 土師器 3/4残存 15住貯蔵穴 ①細砂、赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。口唇部に沈線。頸部 外面黒斑・黒変

甕 口 19.4 No.55(+ 6) ②外褐7.5Y R4/4 に指頭痕弱く残す。胴～底部箆削り。 有り。

底 4.8 No.56(-4) 内明赤褐5YR 5/6 内 口縁横撫で。

高 26.6 No.88(-4) ③酸化焔 胴～底部箆撫で後撫で。頸部と胴中央

部に接合痕有り。
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11 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図59-5 須恵器 口縁～胴部上半 15住 ⑪数細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部横撫で後一部撫 二次加熱で赤

羽 釜 1/6残存 No.15(+14) ②にぶい橙7.SY R7/4 で。 亦Xo  

ロ (2 1. 2) No.51(+1) ③還元烙 内横撫で。

高(13.5) No.57 (+ 3) 

図59-6 須恵器 口縁～胴部1/4残存 15住 ①細砂、白色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。胴上半部横撫で後箆 二次加熱で一部

羽 釜 口 (20.3) No.69 (+ 4) ②灰白7.5Y7/ 削り。胴下半部箆削り。 赤変。

高(15.I) No.72(+ 6) ③還元烙 内 口縁横撫で。胴部横撫で後一部箆

撫で。

図59-7 須恵器 口縁～胴部上位 15住カマド ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部横撫で後撫で。 黒変・赤変有

羽 釜 1/3残存 No. 70(+ 16) ②外灰黄2.5Y7/2 内横撫で、接合痕有り。 り。
口(18 .4) No.91(-6) 内灰白2.5Y 8/2 

高(10.8) No.92(-6) ③還元烙

図59-8 須恵器 口縁～胴部1/3残存 15住 諷砂を含む。 外 口縁横撫で。胴上半部箆削り後横 外面黒斑・赤斑
甑 ロ (24.4) No. 1 (+ 7) ②灰白7.5Y8/l 撫で。胴下半部箆削り。 有り。

高 (30.0) No.85(+ 6) ③還元烙 内 口縁横撫で。胴部指撫で。（横方向）

胴 (24.0) 接合痕を残す。貸子受け凹み有り。

図59-9 須恵器 胴部下位～底部 15住No.28 ①微細砂、石英を含む。 外胴中央部横撫で後縦箆撫で。胴下 胴下部黒斑有

甑 1/6残存 (+ 3) ②外にぶい褐7.5YR 6/3 部横撫で後箆削り。下端部に指頭圧痕 り。

底 (24.2) 内灰黄褐lOY R 6/2 を残す。裾部横撫で。

高 (13.3) ③還元焔 内 胴部箆撫で。裾部横撫で。簑子受

け凹み有り。

図60-1 土師器 口縁～底部1/4残存 16住フク土 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 器面摩滅。

杯 口 (1 1. 8) ②橙5YR 6/6 内横撫で。指頭痕を残す。

底丸底 ③酸化焔

高 (3.4)

図60-2 土師器 1/4残存 16住フク土 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。

杯 口 (11.7) ②にぶい橙7.5Y R6/4 内 口縁横撫で。体～底部撫で。指頭

底丸底 ③酸化烙 痕を残す。

高 (3.3)

図60--- 3 土師器 1/4残存 16住フク土 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。

杯 口 (1 1. 2) ②にぶい橙7.5Y R6/4 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で後撫
古回 3.6 ③酸化焔 で。指頭痕残す。

図60- 4 須恵器 底部1/6残存 16住フク土 ①白色細粒物を含む。 外叩き目。

甕 ②灰白 N7/ 内 ロクロ成形。

③還元焔

図60-5 土師器 胴部下位～底部 16住フク土 ①細砂、赤色細粒物を含む。 外胴部箆削り。指頭痕を残す。底部

甕 1/4残存 ＠冽灰黄褐lOY R5/2 箆削り。

底 (7.4) 内黒lOY RZ/1 内箆撫で。

高(11. 0) ③酸化焔

図60--- 6 土師器 口縁部破片 16住No. 6 暉砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。接合痕・指頭痕残す。

甕 ロ (20.2) (+ 2) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。

高 (3.9) ③酸化焔

図60----7 須恵器 頸部破片 16住フク土 諷細砂を含む。 外 口縁ロクロ成形。頸部叩き目。

甕 頸（23.6) ②にぶい黄橙10YR6/4 内 ロクロ成形後一部指撫で。指頭痕

③還元焔 残す。

図60- 8 土師器 口縁～体部1/3残存 17住フク土 ①微細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。体一底部箆削り。

杯 ロ(13.6) ②外にぶい橙5YR 6/4 内 口縁横撫で。体～底部撫で。指頭

底丸底 内 にぶい橙5Y R 7 /4 痕多く残す。

高 (2.9) ③酸化焔

図60- 9 土師器 3/4残存 17住No.19 諷細砂、輝石、石英を含 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。接 口縁黒変有り。

杯 口 12.5 (+21) む。 合痕有り。

底丸底 ②外にぶい橙7.5Y R7/4 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で後撫

高 3.4 内褐灰7.5Y R5/l で、指頭痕を多く残す。

③酸化焔

図60ー10 須恵器 1/2残存 17住No.18 ①緻密 ロクロ成形。外面底部右回転糸切り後

杯 口 13.6 (+ 8) ②外灰白 N7/ 周辺部右回転箆調整。

底 7.2 内灰白 N8/

高 3.9 ③還元焔硬質
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2 ．古墳時代～平安時代

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土 ②色調③焼成 成・整形の特徴 備 考

図60-11 須恵器 3/4残存 17住No.9(+1) ①緻密 外 口縁体部ロクロ成形。天井部右回

蓋 口 17.7 16住フク土 ②外灰白lOY8/1 転箆削り。摘み右回転箆削り後撫で。

高 4.2 内灰7.5Y6/l 内 ロクロ成形。口縁外面に沈線を有

③還元烙硬質 する。

図60--12 土師器 口縁部1/5残存 17住No.24 ①細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。接合痕有り。指頭痕

甕 口 24.6 (+ 6) ②外橙5YR 6/8 多く残す。胴部箆削り。
古向 8.2 内明赤褐5YR 5/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。

③酸化烙

図60-13 土師器 底部1/2残存 17住カマド ①細砂、輝石を含む。 外胴部下位～底部箆削り。

甕 底 5.0 ②外橙2.5Y R6/6 内箆撫で。

高 (4.4) 内にぶい赤褐2.5Y R 

5/4 

③酸化烙

図60----14 須恵器 口縁部破片 17住No.13 ①白色細粒物を含む。 外頸部ロクロ成形後撫で。波状文（単

甕 (+22) ②灰 7.5Y R6/l 位 5 本）、指頭痕を残す。‘

③還元烙 内 ロクロ成形。括れ部箆撫で。

図61-1 土師器 口縁～体部破片 18住フク土 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。

杯 口 (12.2) ②外暗赤褐5YR 3/2 内 口縁横撫で。体～底部横撫で後箆

高 (3.0) 内黒褐5YR 2/1 磨き。

③酸化焔

図61-2 須恵器 天井部1/6残存 18住フク土 ①細砂を含む。 外天井部右回転箆削り。体部ロクロ

蓋 高 (2.2) ②灰白 10Y 7 /1 成形。

③還元烙 内 ロクロ成形。

図61-3 土師器 口縁～頸部1/4残存 18住フク土 ①細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 内面黒変・赤変

甕 口(12.0) 訊にぶい赤褐5Y R 5/4 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。 部分有り。

高 (4.5) 内橙5YR 6/4 

③酸化焔

図61-4 土師器 口縁～底部1/2残存 19住No.74 ①細砂、 3 mm程の小石を含 外 口縁横撫で。指頭痕残す。底部箆 器面が荒れてい

杯 口(11. 6) （貯蔵穴内） む。 削り後箆磨き。 る。

底丸底 ②外灰褐5YR 5/2 内 口縁横撫で。体～底部撫で。口縁

高 (4.1) 内橙5Y R 6/6 との接合部に指による撫で付痕有り。

③酸化烙 やや軟質

図61-5 土師器 口縁～体部1/3残存 19住フク土 諷細砂、赤色細粒物を含 外 口縁横撫で。底部箆削り。 黒斑有り。

杯 口 (11 .4) む。 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で後撫

底丸底 ②外明褐7.5Y R5/6 で。指頭痕を残す。

高 (3.2) 内明赤褐7.5Y R5/6 

③酸化烙軟質

図61-6 土師器 口縁～体部1/4残存 19住No. 7 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り後箆

杯 口 (1 1. 0) (-1) ②黒褐10YR3/l 磨き。

高 (3.2) ③酸化焔 内横撫で。体～底部に指頭痕有り。

図61-7 土師器 杯部1/4残存 19住No. 9 ①細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。指頭痕弱く残す。杯
古向 杯 口 (17.8) (+ 2) ②にぶい赤褐5YR 5/4 底部箆削り。

高 (3.6) ③酸化焔 やや軟質 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で後撫

で。指頭痕を残す。

図61-8 土師器 脚部上半残存 19住No.17 諷細砂を含む。 外脚外面箆削り後箆磨き。脚内面箆 器面磨滅。

高 杯 高 (5.5) (0) ②外胴赤褐5YR 5/6 撫で。

内橙2.5YR 6/8 内箆撫で？

③酸化焔

図61-9 土師器 杯部下半～脚部 19住No.67 ①細砂を含む。 外脚部箆磨き。脚内面箆撫で。 器面が荒れ観察
古向 杯 上半1/6残存 (+ 2) ②橙5YR 6/6 が困難。

高 (8.5) ③酸化烙

図61-10 土師器 胴部中位1/2残存 19住フク土 ①細砂、赤色細粒物を含む。 外胴部箆削り後一部箆磨き。

甕 胴（15.9) ②外にぶい褐7.5Y R5/4 内 箆撫で、指頭痕を残す。接合痕有

内灰褐7.5Y R4/2 り。

③酸化烙

図61-11 土師器 胴部下位～底部 19住掘り方 ①細砂を含む。 外胴下部指撫で後箆磨き。底部箆削 黒変有り。

甕 1/5残存 ②外暗赤灰2.5Y R3/l り後箆撫で。

底 (5.3) 内 にぶい赤褐2.5YR 内箆撫で。

高 (4.0) 5/4 

③酸化焔軟質
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II 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図61-12 土師器 口縁～胴部上位 19住掘り方 ①細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 器面磨滅。

甕 1/4残存 ②橙5YR 6/8 内 口縁横撫で。胴部箆で。接合痕．

口 (1 1. 2) ③酸化焔 指頭痕残す。

高 (5.7) 

図61-13 土師器 口縁～胴部上位 19住No.16 ①粗砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り後箆磨き。

甕 1/7残存 フク土 ②明赤褐5Y R 5/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。

口(15.2) (0) ③酸化焙

高 (9.5)

図61-14 土師器 胴部下半1/5 と底 19住フク土 ①極粗砂、雲母を含む。 外箆削り。 黒変（煤付着）。
長 甕 部残存 ②外褐7.5Y R4/3 内 箆撫で後撫で。接合痕有り。

底 7.0 内褐7.SY R4/6 
高 (19.5) ③酸化焔

図62-1 土師器 口縁部破片 20住フク土 ①徴細砂、雲母を含む。 外口縁横撫で。

杯 口 (16.4) ②外暗赤褐5YR 3/2 内横撫で。

高 (3.0) 内橙5YR 6/6 

③酸化焔

因62-2 土師器 1/4残存 21住No.21 ①徴細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 器面磨滅。

杯 口 (1 1. 8) (-5) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。体～底部撫で、指頭

高 (3.6) ③酸化焔 やや硬質 痕残す。

図62-3 土師器 口縁～体部破片 21住フク土 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。

杯 口(11.7) ②明赤褐5YR 5/6 内 口縁横撫で。体部撫で。

高 (3.3) ③酸化焔

図62-4 土師器 ロ縁～体部1/5残存 21住フク土 ①徴細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 外面に黒変有

杯 口 10.6 ②明褐7.5Y R5/6 内 口縁横撫で。体～底部撫で、指頭 り。

底丸底 ③酸化焔 痕を残す。

高 (2.4)

図62-5 土師器 ほぽ完形 21住No. 1 ①微細砂、輝石、石英を含 外 口縁横撫で。底部箆削り。 底部外面黒斑有

杯 口 10.6 (-4) む。 内 口縁横撫で。体～底部撫で、指頭 り。

底丸底 ②橙5YR 6/6 痕多く残す。

高 3.3 ③酸化焔

図62-6 土師器 口縁～体部1/5残存 21住No.21 諷細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 二次加熱を受け
杯 口 (13.0) (-5) ②明赤褐5YR 5/6 内 口縁横撫で。体～底部箆撫で後撫 一部赤変。

底丸底 ③酸化烙 で。指頭痕残す。
高 (2.9)

図62-7 須恵器 口縁～体部破片 2]住フク土 ①緻密 ロクロ成形。付け高台。 外面に自然釉。

台付杯 口 (15.6) ②灰5Y5/l
底 (9.4) ③還元焔硬質
高 (3.3)

図62-8 土師器 口縁部破片 21住フク土 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 器面摩滅。

甕 口 (20.0) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。胴部箆削り。

高 (5.9) ③酸化焔

図62-9 須恵器 胴部破片 21住フク土 ①白色細粒物を含む。 外叩き目。

甕 ②灰白7.5Y7/l 内青海波文。

③還元焔

図62-10 須恵器 胴部破片 21住フク土 ①白•黒色細粒物を含む。 外叩き目。

甕 ②暗灰黄2.5Y 5/2 内青海波文。

③還元焔硬質

図62-11 土製品 完形 21住フク土 ①微細砂を徴量含む。 指撫で、指頭痕を良く残す。 中心の穴の径

土 玉 長 1.4 ②黒褐7.5Y R3/l l. 5mmX2.0mm。

幅 1.3 ③酸化焔 方向下→上、焼

厚 1.2 成前穿孔。

図62-12 須恵器 胴部破片 22住フク土 ①徴細砂を含む。 外不明。 外面に自然釉。

甕 ②灰7.5Yl/4 内青海波文。

③還元焔硬質

図62-13 須恵器 口縁部破片 22住フク土 ①緻密 ロクロ成形。

杯 口(11. 9) ②灰7.5Y6/l 薄手。
高 (2.3) ③還元焔硬質
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2．古墳時代～平安時代

番号 器種 豆亘 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図62-14 土師器 口縁～体部1/6残存 22住フク土 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 器面摩滅。

杯 口 (1 1.5) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。体～底部撫で。

高 (3.0) ③酸化焔

図62-15 土師器 口縁～底部1/4残存 22住フク土 諷細砂、石英を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 一部黒変。

杯 口(10.8) ②にぶい褐7.5YR 5/4 内横撫で。体～底部指頭痕残す。

高 (2.4) ③酸化焔

図62-16 土師器 口縁～体部1/3残存 22住 ①微細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面が荒れてい

皿 口 (15.2) No.44(+ 9) ②明褐7.5Y R5/6 内 口縁横撫で。体部憮で。指頭痕残 る。

高（ 3.1) No.45(-6) ③酸化焔 す。

図62-17 土師器 口縁～体部1/3残存 22住No.24 諷細砂、石英、輝石を含 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 器面摩滅。外面

杯 口(11.9) (+ 6) む。 内 口縁横撫で。体～底部撫で、指頭 黒斑有り。

嵩（ 3.4) ②にぶい橙7.5Y R7/4 痕弱く残す。

③酸化焔

図62-18 土師器 胴部下位～底部 22住No .43 ①細砂を含む。 外胴部箆削り。底部木葉痕有り。 二次加熱を受け

甕 1/3残存 (-2) ②明赤褐5YR 5/6 内 箆撫で、指頭痕有り。 赤変・黒変有

底 (5.8) ③酸化焔 り。
高 (10.1)

図62-19 土師器 口縁部破片 22住No.22 ①細砂を含む。 外口縁横撫で。胴部箆削り。

甕 口 (17.4) (+ 8) ②にぶい黄橙10YR7/3 内 口縁横撫で。胴部箆撫で後撫で。

③酸化焔 接合痕有り。

図62-20 土師器 口縁部破片 22住フク土 ①白色細粒物、石英を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。

甕 口 (18.8) ②にぶい黄橙10YR7/3 内横撫で。

高 (4.2) ③酸化焔 口唇部外彎する。

図62-21 土師器 口縁部破片 22住No.42 ①細砂を含む。 外 口縁横撫で。頸部に指頭痕残す。

甕 口 (2 1. 2) (-1) ②橙5YR 6/6 内横撫で。
高 (3.2) ③酸化焔

図63-1 土師器 口縁部破片 24住No.16 ①中砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。

杯 (0) ②にぶい赤褐5YR 5/4 内横撫で。

③酸化焔 やや軟質

図63-2 土師器 口縁～体部1/5残存 24住フク土 ①徴細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 二次加熱を受け
杯 口 (12.6) ②橙7.5Y R6/6 内横撫で。 赤変・黒変。器

尚 (4.1) ③酸化焔 面摩滅。

図63-3 土師器 口縁部破片 24住フク土 ①粗砂を含む。 外口縁横撫で。

甕 口(16.0) ②にぶい赤褐5Y R 5/4 内横撫で。

高 (2.7) ③酸化焔 口唇部に沈線状の凹みを有する

図63-4 須恵器 口縁部破片 24住フク土 諷細砂を含む。 ロクロ成形。

羽 釜 口 (20.0) ②灰白 10Y7/l

高 (4.5) ③還元焔

図63-5 土師器 胴部～底部1/6残存 24住フク土 ①細砂、赤色細粒物を含む。 外胴下半部箆削り。底部箆削り後箆

甕 底 (7 .4) ②明赤褐5YR 5/6 撫で。

③酸化烙 内 胴部横撫で。底部との接合部に指

による撫で付け痕有り。

図63-6 土師器 底部1/3残存 24住No.15 ①細砂を含む。 外胴下部箆削り後撫で。底部木葉痕 底部に黒斑有

甕 底 (6.0) (+ 2) ②褐7.5Y R4/4 有り。 り。

高 (3.0) ③酸化焔 内箆撫で。

図63-7 土師器 底部破片 24住No. 9 ①中砂を含む。 外箆削り。 器面の剥脱が顕

甑 (+ 1) ②明赤褐5YR 5/6 内 箆撫で。穴は焼成前、方向外→内。 著。内面黒変有

③酸化焔 やや軟質 り。

図63-8 土製品 ほぽ完形 24住No.16 ①微細砂を含む。 外箆撫で。

羽 ロ 長 10.0 (0) ②橙2.5Y R6/8 内撫で。

幅 8.0 ③酸化烙 穴の径元5.0X5.5cm送入口2.5X2cm。

送入口の部分に鉄分付着。

図63-9 須恵器 胴部破片 24住フク土 諷細砂を含む。 外叩き目。

甕 ②灰7.5Y5/l 内青海波文。
③還元焔

図63-10 須恵器 胴部破片 24住フク上 ①微細砂を含む。 外 箆削り後回転横撫で。その後一部

羽 釜 ②灰lOY5/1 撫で。

③還元焔 内 回転横撫で後一部箆撫で。その後

一部撫で。
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II 検出された遺構と遺物

番号 器種 凪 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図63-11 土師器 口縁～体部破片 25住No. 1 ①細砂、小石、雲母を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口 (15.3) (+21) ②外にぶい橙5YR 7/4 内横撫で。

高 (2.4) 内にぶい橙7.5Y R7/4 

③酸化焔

図63-12 土師器 頸部破片 25住掘り方 暉砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。

甕 高 (4.2) フク土 ②明赤褐5YR 5/6 内横撫で。

頸（17.5) ③酸化焔

図63-13 須恵器 口縁部破片 25住フク土 ①緻密 ロクロ成形。

甕 ②にぶい黄橙lOY R6/3 

③還元焔

図64-l 土師器 口縁～体部1/4残存 l 溝フク土 ①微細砂、赤色細粒物を含 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。稜 器面摩滅。外面

杯 口(12.0) む。 が比較的明瞭。 赤斑有り。

高 (3.3) ②橙5YR 7/6 内 口縁横撫で。底部撫で、指頭痕残

③酸化焔 す。

図64-2 須恵器 口縁ー天井部3/4 1 溝フク土 ①白・黒色細粒物を含む。 外 口縁～体部横撫で。天井部右回転

蓋 残存 ②外灰7.5Y6/l 箆削り後撫で。

口 (12.8) 内灰白10Y7/ 内 ロクロ成形。

高 (4.0) ③還元焔

図64-3 土師器 口縁～体部1/4残存 1 溝フク土 ①中砂、赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。綾部明瞭。体部箆削

杯 口 (1 1. 0) ②にぶい橙7.5Y R7/4 り。
高 (4.6) ③酸化焔 内 横撫で。体部に指頭痕残す。

図64-4 土師器 口縁～底部1/5残存 1 溝No.65 ①細砂を含む。 外 口縁～体部箆撫で後指撫で。底部 底部黒変。

鉢 口 (1 1. 0) (+25) ②明赤褐5YR 5/6 木葉痕有り。

底 (6.0) フク土 ③酸化焔硬質 内 口縁～体部指撫で。底部箆撫で後

高 (5.3) 指撫で。手捏。

図64-5 土師器 口縁～底部1/5残存 1 溝No.99 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り後箆 底部黒変。

杯 口 (13.2) (+18) ②にぶい橙7.5YR 6/4 磨き。

底丸底 ③酸化焙 内 口縁横撫で。体～底部撫で。

高 (4.6)

図64-6 土師器 口縁～体部1/4残存 1 溝フク土 ①粗砂、輝石を含む。 外指撫で、指頭痕残す。

鉢 ロ 5.8 ②明赤褐5YR 5/6 内箆撫で。

高 3.5 ③酸化焔 やや軟質 手捏。

図64-7 土師器 脚部上位残存 1 溝フク土 諷細砂、赤色細粒物を含 外脚部箆削り、脚部内面箆撫で。 器面磨滅。

高 杯 高 (4.3) む。

②橙2.5Y R6/6 

③酸化焔

図64-8 土師器 ほぽ完形 l 溝No.86 ①粗砂を含む。 外 口縁横撫で。胴～底部箆削り。 外面黒斑有り。

甕 口 13.3 (-8) ②外橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。底部に 使用により赤

底 6.8 内橙7.5Y R6/6 接合痕残す。 亦久 0 

高 16.6 ③酸化焔

因64-9 土師器 頸部～体部下位 l 溝 諷砂、 3 mm程の小石を含 外胴部箆削り後箆磨き。 外面黒斑有り。

甕 1/3残存 No.69(+30) む。 内 箆撫で。接合痕有り。 器面摩滅。

高 (20.5) No.99 (+ 18) ②にぶい橙7.5Y R6/4 

胴（30.5) ③酸化焔

図64-10 須恵器 天井部～口縁破片 1 溝No.31 ①白・黒色細粒物を含む。 外 口縁～体部ロクロ成形。天井部右

蓋 口 (13.1) (+27) ②灰lOY6/1 回転箆削り。摘み欠損。

高 (3.0) ③還元焔硬質 内 ロクロ成形。口縁～返り部接合後

撫で付け。

図64-11 須恵器 脚部上半残存 1 溝No.101 諷密 外杯部右回転箆削り。脚部ロクロ成 外面自然釉。
古向 杯 高 (6.5) (+ 9) ②灰lOY6/1 形。脚部内面ロクロ成形。

③還元烙硬質 内箆撫で。

図64-12 須恵器 体部破片 1 溝フク土 ①緻密 外体部列点状刺突文有り。その下に

践 底丸底 ②灰 N5/ 一条の沈線が巡る。体部下半～底部箆

高 (3.7) ③還元焔硬質 削り後撫で。

内 ロクロ成形

図64-13 須恵器 口縁部破片 1 溝フク土 ①微細砂を含む。 ロクロ成形。外面波状文有り。 17 に類似。

甕 口 (17.5) ②にぶい赤褐5Y R4/3 

高 (1.7) ③還元烙硬質
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番号 器種 直自 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図64-14 須恵器 口縁部1/3残存 1 溝フク土 ①白•黒色細粒物を含む。 ロクロ成形。
空士 ;;;; ( 5.0) ②灰7.5Y6/1 外面波状文。

③還元焔

図64-15 須恵器 底部破片 1 溝フク土 ①白色細粒物を含む。 外カキ目。

甕 高 (3.9) ②灰白色 N7/ 内 ロクロ成形。

③還元焔硬質

図64-16 須恵器 口縁部破片 1 溝フク土 ①白色細粒物を含む。 外横撫で。頸部波状文。（単位 6 本） 外面自然釉。

甕 ②褐灰lOY R4/l 内箆撫で後撫で。

③還元烙硬質

図64-17 須恵器 頸部破片 1 溝フク土 ①白色細粒物を含む。 外 ロクロ成形。波状文。（単位 6 本）

甕 ロ (17.8) ②にぶい赤褐5YR 5/4 内 ロクロ成形後縦撫で。

高(1. 8) ③還元烙

図64-18 須恵器 口縁部破片 1 溝フク土 謬砂を含む。 ロクロ成形。外面その後波状文を施文。

甕 ② 褐灰lOY R4/l （単位15本）

内暗灰黄2.5Y 5/2 

③還元焙硬質

図65-1 土師器 口縁～胴部上位 1 溝No .43 諷砂、赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り？ 器面非常に摩滅

甕 1/3残存 (+28) ②橙SY R 6/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で？ していて整形不

口 (26.8) フク土 ③酸化焔 明。

高 (1 1. 3)

図65-2 土師器 底部1/3残存 l 溝No.12 ①中砂を含む。 外箆削り。 外面黒斑。

甕 底 (4.4) (+30) ②外黒5YR 1. 7/1 内箆撫で。

裔（ 4.9) 内明赤褐5YR 5/6 

③酸化焔

図65-3 土師器 胴部下位～底部 1 溝フク土 ①細砂、赤色細粒物を含む。 外胴部下位箆削り。底部無調整。 内面・外面黒斑

甕 底 (4.4) ②外橙7.5Y R7/6 内撫で。 有り。

高 (3.6) 内黒褐7.5Y R3/l 

③酸化焔

図65-4 土師器 胴部下位～底部 1 溝 ①細砂、赤色細粒物を含む。 外胴下部箆削り。 器面が非常に摩

甕 底 8.5 No.63 (+22) ②橙5YR 6/6 滅している。

高 (3.5) No. 71 (+ 17) ③酸化焔

図65-5 土師器 底部残存 1 溝 ①細砂、輝石を含む。 外胴下部箆撫で。底部木葉痕有り。 外面黒斑。

甕 底 (8.1) No.20(+33) 訊黒lOY Rl.7/ 内撫で。

高 (2.1) No.22 (+27) 内橙7.5Y R6/6 

③酸化焔

図65-6 土師器 胴部下位～底部 1 溝フク土 ①中砂、 3 mm程の小石を含 外胴部下位箆削り。底部木葉痕有り。 黒斑有り。

甕 1/4残存 む。 内箆撫で。

底 (9.7) ②明赤褐5YR 5/6 

高(1. 9) ③酸化焔

図65-7 土師器 底部1/4残存 1 溝フク土 ①中砂 4 mm程の小石を含む。 外胴部下位箆削り。底部木葉痕有り。

甕 底 (8.8) ②明褐7.5Y R5/6 内箆撫で。

高 (2.3) ③酸化烙

図65-8 土師器 完形 1 溝フク土 ①中砂、赤色細粒物を含む。 外箆削り。 甕胴部破片転

土製円板 長 5.0 ②褐7.5Y R4/3 内 箆撫で。周辺部打欠成形。 用。

幅 4.6 ③酸化烙

厚 0.9 

図65-9 須恵器 底部破片 1 溝No.84 ①細砂を含む。 外箆撫で。 外面摩滅面有

甕 (+28) ②灰白 N7/ 内撫で。 り。

③還元焔

図65-10 須恵器 胴部破片 1 溝フク土 ①微細砂を含む。 外同心円状のカキ目。

瓶 ②灰7.SY R6/l 内 指撫で、接合痕を明瞭に残す。

③還元焔

図65-11 須恵器 胴部破片 l 溝No.67 ①黒色細粒物を含む。 外叩き目。

甕 (+29) ②灰10Y 4/1 内青海波文。

フク土 ③還元焔

図65-12 須恵器 胴部破片 1 溝No.57 ①白色細粒物を含む。 外叩き目。

甕 (+42) ②灰 N4/ 内 青海波文後箆撫で。（横方向）

フク土 ③還元焔硬質
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II 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図65-13 平 瓦 側縁部破片 1 溝No.60 ①白色細粒物を含む。 外撫で。縁辺部箆削り。

長 (8.5) (+38) ②灰10Y 6/1 内布目後擦り消し。

幅 (9.5) フク土 ③還元焔

厚(1. 8)

図66-1 土師器 口縁一体部上位 2 溝フク土 ①輝石、赤色細粒物を含む。 外口縁指撫で。

鉢 1/4残存 訊明赤褐2.5Y R5/6 内 口縁指撫で。

ロ (8.5) 内 にぶい橙SY R 6/4 手捏。

高 (3.0) ③酸化烙

図66-2 土師器 底部1/4残存 2 溝フク土 ①細砂を含む。 外胴下部箆削り。底部無調整。 外面黒斑有り。

甕 底 (8.6) ②外にぶい橙7.8Y R6/4 内箆撫で。

高 (1.7) 内明褐7.5Y R5/6 

③酸化焔硬質

図66-3 土師器 底部1/4残存 2 溝フク土 ①中砂、雲母、輝石を含む。 外胴下部箆削り。底部木葉痕有り。 器面摩滅。

甕 底 (8.4) ②赤褐5Y R4/6 内撫で？

高 (1.7) ③酸化焔

図66-4 須恵器 胴部破片 2 溝フク土 ①白色細粒物を含む。 外撫で。

甕 ②灰黄2.5Y6/2 内青海波文。

③還元焔硬質

図66-5 須恵器 胴部破片 2 溝フク土 諷細砂を含む。 外叩き目。

甕 ②灰 N5/ 内青海波文。

③還元焔硬質

図66-6 土師器 1/3残存 3 溝フク土 ①細砂、輝石を含む。 外 口縁～体部指撫で。底部箆削り後 外面黒斑有り。

鉢 口 (6.0) 訊赤褐2.5Y R4/6 箆磨き。

底 4.4 内明赤褐2.5Y R5/6 内指撫で。
古向 5.0 ③酸化烙 手捏。

図66-7 土師器 底部1/3残存 3 溝フク土 ①細砂、輝石を含む。 外胴下部箆削り後撫で。底部箆削り。

甕 底 (5.0) ②褐7.SY R4/3 内指撫で。

高(1. 8) ③酸化焔

屈66ー 8 土師器 口縁～頸部破片。 3 溝フク土 ①中砂、 3 mm程の小石を含 外 口縁横撫で。胴部箆削り。指頭痕

甕 ロ (21. 0) む。 を明瞭に残す。

高 (5.0) ②にぶい橙7.5Y R6/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で後撫で。

③酸化焔

図66-9 土師器 口縁部破片 1 土坑フク土 ①徴細砂を含む。 外回転横撫で。

杯 口(14.0) ②橙7.5Y R7/6 内回転横撫で。

高 (2.3) ③還元焔

図66-10 土師器 口縁部破片 2 土坑No. 7 諷細砂を含む。 ロクロ成形。 器面摩滅。

杯 口(14.2) (+20) ②橙7.5Y R6/6 

高 (2.8) ③還元焔

図66-11 須恵器 口縁～底部破片 2 土坑No. 2 諷細砂を含む。 右回転ロクロ成形。外面体部下半その 黒斑有り。

杯 ロ (13.8) (+ 6) ②にぶい黄橙lOY R6/3 後撫で。

底（ 7.0) ③還元焙軟質
商（ 4.0)

図66-12 須恵器 体部下位1/5残存 2 土坑No. 4 ①中砂を含む。 ロクロ成形。

椀 高(1.7) (+12.5) ②赤褐5Y R4/6 外底部中央糸切り痕有り。高台欠損。

③還元焔軟質

図66-13 須恵器 口縁～胴部破片 2 土坑 ①微細砂を含む。 ロクロ成形。

羽 釜 口 (2 1. 6) No.5(+17.5) ②外灰白 N8/
高 (12.6) No.6 (+ 17) 内 にぶい黄橙10YR7/2

③還元焙

図66-14 土師器 1/4残存 3 土坑No. 1 ①徴細砂、石英、輝石を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 器面摩滅。赤

杯 口 (1 1. 8) (+ 5) 訊にぶい橙5Y R 6/3 内 口縁横撫で。体～底部撫で。指頭 変・黒変有り。

底丸底 内褐灰5Y R4/l 痕弱く残す。

高 (3.1) ③酸化焔

図66-15 土師器 口縁部砂片 3 土坑フク土 ①微細砂、石英を含む。 外口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口 (16.0) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。

高(1.8) ③酸化焔

図66-16 土師器 口縁～頸部1/4残存 3 土坑No. 2 ①細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。指頭痕．接合痕残す。

甕 口 (25.8) (+6.5) ②にぶい橙7.5YR 6/4 胴部箆削り。

高 (5.6) ③酸化焔 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。
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番号 器種 饂 目 出土位置 ①胎土 ②色調 ③焼成 成・整形の特徴 備 考

図66-17 土師器 底部1/4残存 3 土坑フク土 ①細砂、小石を含む。 外胴下部箆削り後箆磨き。底部箆撫 黒斑有り。

甕 底 (7.0) ②明褐7.5Y R5/6 で。

商(1. 8) ③酸化焔 内箆撫で。

図66-18 須恵器 底部破片 3 土坑フク土 ①緻密 ロクロ成形。外面底部右回転箆削り。

杯 底 (7.0) ②灰白 N7/

③還元焔

図66-19 土師器 口縁部破片 6 土坑フク土 ①細砂、輝石、白色細粒物 外口縁横撫で。

甕 を含む。 内横撫で。

②褐灰7.5Y R5/l 

③酸化焔

図67-1 土師器 口縁～体部破片 p 2 フク土 ①赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。

杯 高 (3.0) ②外 にぶい赤褐2.5Y R5/4 内横撫で。

内灰赤2.5Y R4/2 

③酸化焔

図67-2 須恵器 胴部破片 P 2 No. 2 ①白色細粒物を含む。 外叩き H 。

甕 (+15) ②黄灰2.5Y 5/1 内青海波文。

③還元焔硬質

図67-3 須恵器 胴部破片 p 2 フク土 諷細砂を含む。 外叩き目。

甕 ②灰白7.5Y7/l 内青海波文。

③還元焔

図67-4 土師器 口縁部破片 p 3 フク土 ①細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。

甕 高 (4.6) ②明赤褐5YR 5/8 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。

頸 (20.0) ③酸化焔

図67-5 須恵器 胴部破片 p 6 フク土 ①微細砂を含む。 外叩き目。

甕 ②外灰白10Y 7 /1 内青海波文後撫で。

内灰lOY5/1 

③還元焔 やや軟質

図67-6 土師器 口縁～体部破片 P 14 、 15 ①徴細砂、輝石、石英を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。口唇

杯 口(11.6) フク土 ②橙5YR 6/6 内撫で。 部欠損。

高 (2.5) ③酸化烙

図67-7 土師器 口縁～体部1/5残存 P20フク土 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 器面摩滅。

杯 口 (14.0) ②橙7.5Y R6/6 内横撫で。指頭痕弱く残す。

高 (3.0) ③酸化烙

図67-8 土師器 口縁～体部破片 P24 フク土 ①微細砂、輝石を含む。 外口縁横撫で。 器面摩滅。

杯 口(12.0) ②橙5YR 7/6 内 口縁横撫で。

高 (2.0) ③酸化焔 ロ唇部内傾する。

図67-9 土師器 体部下位～底部破 P25 フク土 ①粗砂を含む。 外胴下部箆削り。 器面の剥脱が顕

甕 片 ②にぶい橙5Y R 6/4 内箆撫で。 著。

底 (6.0) ③酸化焔

高 (4.5)

図67-10 土師器 口縁部破片 P 26 フ・ク土 ①細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面磨滅。

杯 口 (12.8) ②橙5YR 6/6 内横撫で。

③酸化焔

図67-11 土師器 頸部破片 P28フク土 ①細砂、輝石、赤色細粒物 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 器面摩滅。

甕 高 (3.0) を含む。 内 口縁横撫で。胴部撫で。

頸(18.6) ②にぶい橙5YR 6/4 

③酸化烙

図67-12 土師器 口縁部破片 P29フク土 ①徴細砂、石英、輝石を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口 (12 .4) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。体部撫で。

高 (2.1) ③酸化焔

図67-13 土師器 口縁～体部1/5残存 P33フク土 諷細砂、輝石、石英を含む。 外口縁横撫で。体～底部箆削り。 器面の摩滅が顕

杯 口 (12.6) ②明赤褐5YR 5/8 内 口縁横撫で。体～底部撫で、指頭 著。

底丸底 ③酸化焙 痕を残す。

高 (3.2)

図67-14 土師器 頸部破片 P36 フク土 ①細砂、輝石を含む。 外口縁横撫で。胴部箆削り。 器面が荒れてい

甕 高 (3.5) ②橙7.5Y R6/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。 る。

③酸化烙
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回67-15 土師器 胴部上位破片 P38フク土 ①微細砂を含む。 外頸部横撫で。胴部箆削り。 器面摩滅。

甕 頸（12.2) ②にぶい赤褐5/4 内横撫で。

③酸化焔

図67-16 土師器 口縁部破片 P38フク土 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 器面磨滅。

甕 高 (4.0) ②明赤褐5YR 5/6 内 口縁横撫で。胴部撫で。

③酸化烙

図67-17 土師器 口縁～体部破片 P39フク土 ①微細砂を含む。 外口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口（1 1. 8) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。体部撫で。

③酸化焔

図67-18 土師器 底部1/5残存 P39 フク土 ①細砂を含む。 外胴下部箆削り。 器面摩滅。

甕 底 (7.0) ②内 にぶい黄褐10Y R 5/3 内箆撫で。

高 (2.0) 底明赤褐10YR5/6

③酸化焔

図68-1 須恵器 口縁部破片 P41 フク土 ①白色細粒物を含む。 ロクロ成形。

甕 口(19.6) ②褐灰lOY R6/l 

高 (3.0) ③還元焔

図68-2 須恵器 胴部破片 P 41 フク土 ①微細砂を含む。 外叩き H 。

甕 ②黄灰2.5Y6/l 内青海波文。

③還元焔

図68-3 須恵器 頸部破片 P44フク土 ①白色細粒物を含む。 外頸部横撫で。胴部叩き H 後箆撫で。

甕 ②灰7.5Y4/l 内 頸部横撫で。胴部叩き目。

③還元烙

図68-4 須恵器 胴部破片 P46 フク土 ①黒色細粒物を含む。 外叩き目。

甕 ②灰7.5Y5/l 内青海波文。

③還元烙硬質

図68-5 須恵器 胴部破片 P46 フク土 ①白色細粒物を含む。 外叩き目。

甕 ②灰7.5Y6/1 内青海波文。

③還元焔

図68-6 土師器 口縁部破片 P48フク土 ①極粗砂、石英を含む。 外口縁横撫で。 器面が荒れてい

甕 口 (22 .4) ②橙5Y R 6/6 内 口縁横撫で。 る。

高 (2.8) ③酸化烙軟質

図68-7 土師器 底部1/3残存 P48フク土 ①中砂を含む。 外胴下部箆削り。底部撫で中央部が 器面磨滅。

甕 底 (5.6) ②橙7.5Y R6/6 やや凹む。

高 (3.3) ③酸化烙 内箆撫で。

図68-8 須恵器 胴部破片 1 掘立(p 8) 諷細砂を含む。 外叩き日後撫で。

甕 フク土 ②灰白2.5Y7/l 内青海波文。

③還元焔

固68-9 土師器 頸部破片 1 掘立(p 8) ①細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。指頭痕を残す。胴部

甕 高 (3.7) フク土 ②外明赤褐7.5Y R5/6 箆削り。

頸（19.2) 内暗褐7.5Y R3/4 内横撫で。

③酸化烙

図68-10 土師器 1/2残存 P69No. 1 ①細砂、赤色細粒物を含む。 外 口縁横撫で。胴～底部箆削り。 外面黒斑・赤

甕 口 15.6 (+13.5) ②外橙5YR 6/8 内 口縁横撫で。胴～底部箆憮で後撫 変・黒変有り。

底丸底 内赤10R 5/8 で。

高 1 1.9 ③酸化烙

図68-11 須恵器 胴部破片 P70フク土 ①小石を含む。 外叩き日後撫で。

甕 ②外灰 N4/ 内 青海波文後撫で。

内暗オリープ灰5G Y 4/1 

③還元焔

図68-12 土師器 ロ縁部破片 P70フク土 ①赤色細粒物を含む。 外口縁横撫で。

甕 口(12.6) ②赤褐5Y R4/8 内 口縁横撫で。

高 (2.5) ③酸化烙

図68-13 土師器 口縁部破片 P80フク土 ①細砂、雲母を含む。 外口縁横撫で。

甕 ロ (24.0) ②橙7.5Y R6/6 内 口縁横撫で。

高 (2.8) ③酸化焔

図68-14 須恵器 口縁～体部1/5残存 P80フク土 ⑮敗細砂を含む。 ロクロ成形。鍔有り。

杯 口 (13.0) ②灰白7.5Y7/l

裔（ 2.8) ③還元焔
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図68-15 須恵器 口縁部破片 P80フク土 ①白色細粒物を含む。 ロクロ成形。外面波状文。

甕 口 (16.7) ②灰 N4/ 

高 (2.2) ③還元烙硬質

図68-16 土師器 口縁～体部1/5残存 P 106 フク土 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口 (16.0) ②橙7.5Y R6/6 内 口縁横撫で。体部撫で。指頭痕弱

高 (2.5) ③酸化烙 く残す。

図68-17 土師器 口縁部破片 P 120 フク土 ①粗砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。胴箆削り。

甕 ロ (19.2) ②にぶい橙7.5YR 6/4 内 口縁横撫で。胴部撫で。指頭痕残

焉 (6.5) ③酸化烙軟質 す。

図68-18 土師器 口縁～体部破片 P 126 フク土 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。
杯 口(11. 6) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。体部撫で。

高 (2.0) ③酸化焔

因68-19 須恵器 胴部破片 P 129 フク土 ①白色細粒物を含む。 外叩き目後横撫で。

甕 ②灰黄2.5Y6/2 内青海波文。

③還元烙

図68-20 須恵器 口縁部破片 P 130 フク土 ①白色細粒物を含む。 ロクロ成形。波状文（単位 6 本）。折
甕 ②灰 N6/ り返し口縁。

③遠元焔

図69-1 土師器 口縁一体部破片 P 144 フク土 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 外面黒斑有り。

杯 口 (13.8) ②外明褐7.5Y R5/6 内横撫で。 器面摩滅。

高 (3.2) 内明赤褐SY R 7/6 

③酸化焔

図69-2 須恵器 胴部波片 P 168フク土 ①黒色細粒物を含む。 外叩き目後撫で。

甕 ②灰10Y6/l 内青海波文。

③還元烙

図69- 3 須恵器 胴部破片 P 169 フク土 ①微細砂、石英を含む。 外叩き目後撫で。

甕 ②灰lOY6/1 内青海波文。

③還元焔

図69-4 土師器 1/2残存 P 182 フク土 ①微細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。体～底部箆削り。 器面磨滅。

杯 口(12.5) ②外橙5YR 7/6 内 口縁横撫で。体～底部撫で。指頭

底丸底 内橙7.5Y R7/6 痕残す。
古回 3.5 ③酸化焔

図69- 5 土師器 頸部破片 P 182 フク土 謬砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。

甕 高 (2.5) ②明赤褐5YR 5/6 内横撫で。

頸（19.6) ③酸化焔

図69- 6 土師器 口縁部破片 P 184 フク土 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口(12.0) ②にぶい橙7.5Y R6/4 内横撫で。

高 (2.3) ③酸化焔

図69-7 土師器 口縁部破片 P 184 フク土 ①細砂、雲母を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 内面黒斑。

甕 口 (13.2) ②外赤褐5Y R4/6 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。
高 (3.6) 内黒褐5YR 2/1 

③酸化焔

図69-8 土師器 口縁部破片 P 189 フク土 ①微細砂を含む。 外口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口(11.6) ②橙5YR 6/6 内横撫で。

③酸化焔

図69-9 土師器 口縁～体部破片 P 200フク土 ①微細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口 (12.0) ②橙5YR6/6 内 口縁横撫で。体部撫で。指頭痕弱
嵩 (2.1) ③酸化焔 く残す。

図69-10 須恵器 口縁～体部破片 P200フク土 諷細砂を含む。 右回転ロクロ成形。 器面摩滅。

蓋 口 (17.0) ②灰白2.SY R7/l 

高 (1.7) ③還元焙 やや軟質

図69-11 土師器 口縁～体部破片 P203フク土 諷細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口(12.0) ②橙5YR 6/6 内横撫で、指頭痕弱く残す。

③酸化焔

図69-12 土師器 口縁～体部破片 P204フク土 ①微細砂、輝石を含む。 外口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口 (12.2) ②褐lOY R4/4 内横撫で。

焉（ 3 .4) ③酸化烙
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図69-13 土師器 口縁～体部破片 P207フク土 ①微細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。

杯 口(13.0) ②外にぶい橙7.5Y R6/4 内横撫で。

高 (3.0) 内黄灰2.5Y R5/l 

③酸化烙

図69-14 土師器 口縁～体部1/6残存 P207フク土 ①徴細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口 (14.0) ②明赤褐5Y R 5/8 内横撫で。

高 (2.1) ③酸化焔

図69-15 土師器 口縁部破片 P232フク土 ①極粗砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。 器面磨滅。

甕 口 (21. 3) ②明褐7.5YR 5/4 内 口縁横撫で。胴部撫で、指頭痕弱

高 (4.7) ③酸化焔 く残す。

図69-16 須恵器 口縁部破片 P344フク土 ①徴細砂を含む。 ロクロ成形。

甕 ②灰5Y5/l

③還元焔

図69-17 土師器 口縁部破片 P346フク土 ①徴細砂、輝石を含む。 外口縁横撫で。 器面摩滅。

甕 口(11. 9) ②明褐7.5Y R5/6 内横撫で。

高 (3.3) ③酸化焔

図69-18 土師器 ロ縁部破片 P352フク土 ①粗砂、 3 mm程の小石を含 外 口縁横撫で。指頭痕弱く残す。胴 器面摩滅。

甕 口 (24.0) む。 部箆削り。

高 (6.6) ②橙5YR 7/8 内 口縁横撫で。胴部箆撫で。

③酸化焔

図69-19 須恵器 体部～底部1/3残存 P385フク土 ①白色細粒物を含む。 ロクロ成形。体部下半右回転箆削り。 外面自然釉。

椀 底 (9.0) ②オリープ灰2.5G Y5/l 付高台。底部、糸切り後周辺部箆削り。

高 (5.0) ③還元焔硬質 高台接合時回転撫で。

図70--- 1 須恵器 口縁部破片 P420フク土 ①微細砂を含む。 ロクロ成形。外面波状文（単位 8 本）

甕 ②黄灰2.5Y 4/1 
③還元焔硬質

図70---- 2 土師器 口縁部破片 P420フク土 ①徴細砂、石英を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。 器面摩滅。

杯 口(10.8) ②橙7.5Y R6/6 内 口縁横撫で。体部撫で。口縁との

高 (2 .4) ③酸化焔 やや軟質 接合部に撫で付痕有り。

図70- 3 土師器 口縁破片 P443フク土 ①細砂を含む。 外 口縁横撫で。胴部箆削り。

甕 口 (22.4) ②にぶい褐7.5Y R 4/3 内横撫で。

高 (3.3) ③酸化焔

図70- 4 土師器 口縁部破片 P444フク土 ①細砂を含む。 外 口縁横撫で。指頭痕弱く残す。

甕 口 (20.0) ②にぶい黄橙10YR6/4 内横撫で。

高 (3.3) ③酸化焔

図70--- 5 須恵器 胴部破片 P488フク土 ①白色細粒物を含む。 外叩き目後撫で。

甕 ②灰7.5Y6/l 内青海波文。

③還元焔

図70--- 6 土師器 口縁～底部1/4残存 P495フク土 ①徴細砂、赤色細粒物を含 外 口縁指撫で。体部指押え、指頭痕 外面黒斑有り。

杯 ロ (9.6) む。 多く残す。底部箆削り後箆磨き。
底 (4.8) ②明褐7.5Y R5/6 手捏。

③酸化焔

図70- 7 土師器 口縁～体部1/2残存 P535フク土 ①徴細砂を含む。 外 口縁横撫で。体一底部箆削り。

杯 口 (1 1. 8) ②外橙5YR 6/8 内 口縁横撫で。体～底部撫で。指頭

底丸底 内橙2.SY R6/8 痕残す。

高 (3.5) ③酸化焔

図70- 9 土師器 口縁～体部破片 P564フク土 ①徴細砂を含む。 外 口縁横撫で。体部箆削り。

杯 口(14.8) ②橙5YR 6/6 内横撫で。指頭痕弱く残す。

高 (3.4) ③酸化焔

図70---10 須恵器 口縁部破片 P564フク土 ①徴細砂を含む。 ロクロ成形。

杯 口(19.0) ②灰白5Y7/l ロ縁部内潰する。

高 (3.2) ③還元焔

図70----11 土師器 ロ縁～体部破片 P564フク土 ①徴細砂、石英、輝石を含む。 外口縁撫で。体部箆削り。

杯 口 (12.0) ②にぶい橙7.5Y R6/4 内 口縁横撫で。体部撫で、指頭痕弱

高 (2.3) ③酸化焔 く残す。
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図70----12 土師器 口縁部破片 P564 フク土 ①細砂、輝石を含む。 外 口縁横撫で、指頭痕弱く残す。胴

甕 口 (21. 8) ②橙2.5Y R6/6 部箆削り。

高 (6.6) ③酸化焔 内 口縁横撫で。胴部箆撫で後撫で。

図70----13 須恵器 天井部1/5残存 P566フク土 ①白色細粒物を含む。 左回転ロクロ成形。天井部回転箆削り。 火欅痕有り。

蓋 高(1. 6) ②灰7.5Y6/l

③還元焔

図70---14 土師器 口縁～体部1/6残存 P600フク土 ①徴細砂、白色細粒物を含 外 口縁横撫で。体部箆削り。 内面黒斑有り。

杯 口 (13.0) む。 内横撫で。

高 (3.5) ②黒褐7.5YR 3/2 

③酸化焔

図70---15 土師器 口縁～肩部1/4残存 P 600No. 1 ①細砂を含む。 外 口縁横撫で。指頭痕残す。胴部箆 外面黒斑・赤

甕 口(16.5) (+ 9) ②外橙7.5Y R7/6 削り。肩部が張る。 斑、黒変有り。

高(11. 0) 内にぶい橙7.5YR 6/4 内 口縁横撫で。胴部箆撫で、指頭痕

③酸化焔 残す。

図70---- 8 土師器 口縁～体部破片 P 564フク土 ①微細砂、輝石を含む。 外口縁横撫で。体部箆削り。

杯 口(12.8) ②橙5YR 6/6 内 口縁横撫で。体部撫で。指頭痕残

高 (2.7) ③酸化烙 す。
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II 検出された遺構と遺物

古墳時代～平安時代 石器集計表 l

遺構名 磨・敲・凹 袂入・敲石 台石 砥石 石皿 礫器 削器 加工・使用 楔形石器 礫 焼礫 石核 剥片 砕片 模造品 計

3 号住 2 2 

4 号住 1 4 5 

5 号住 5 6 11 

6 号住 17 10 27 

7 号住 1 31 1 1 3 2 1 1 1 8 5 1 56 

8 号住 8 1 5 2 1 17 

9 号住 2 , 4 1 19 2 37 

10 号住 , 2 3 22 2 4 42 

11 号住 13 1 2 , 2 4 1 32 

12 号住 5 1 3 , 
13 号住 1 1 3 3 8 

14 号住 2 3 5 

15 号住 2 7 1 1 2 18 4 4 39 

16 号住 11 7 2 20 

17 号住 6 7 13 

18 号住 1 4 5 

19 号住 2 1 1 2 6 

20 号住 2 2 4 

21 号住 1 1 

22 号住 1 11 2 5 1 20 

24 号住 2 3 1 6 

25 号住 2 1 3 

1 号溝 4 36 1 4 1 1 29 1 10 87 

1 号土坑 1 1 

2 号土坑 2 2 

4 号土坑 2 1 3 

4 号ピット 1 1 

6 号ピット 1 1 

10号ピット 2 2 

31 号ピット 2 2 

32 号ピット 1 1 

48号ピット 1 1 

1 掘立p 4 1 1 

126号ピット 1 1 

160号ピ•Jト 1 1 

209号ピット 1 1 

236号ピット 1 1 

344号ピ・j卜 1 1 

390号ピット 1 1 

412号ピット 1 1 

493号ピット 1 1 

525号ピット 1 1 

534号ビット 1 1 

545号ピット 1 1 

564号ピット 2 2 

589号ピット 1 1 

風倒木 1 1 2 

表 採 2 5 1 1 , 
合 計 15 191 6 16 1 , 2 6 1 172 13 3 53 6 1 495 
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2．古墳時代～平安時代

古墳時代～平安時代 石器集計表 2 （滑石）

遺構名 紡錘車 紡錘車未製品 石製円板 臼玉 臼玉未製品 管玉 剥片・砕片 計

4 方ロ 住 1 1 2 

5 万ロ 住 1 1 1 3 

6 方ロ 住 1 1 2 

7 方ロ 住 11 11 

8 号 住 1 5 6 , 方ロ 住 2 1 6 , 
10 万ロ 住 2 1 3 

11 方ロ 住 1 11 463 2757 3232 

14 万ロ 住 7 7 

15 方ロ 住 3 3 

16 号 住 1 7 8 

17 方ロ 住 4 4 

18 万ロ 住 2 2 

19 万ロ 住 1 1 

21 方ロ 住 1 5 6 

25 号 住 1 1 

1 方ロ 溝 1 1 

3 号土坑 1 1 

11 、 12号ピット 1 1 

23 号ビット 5 5 

73 号ピット 1 1 

147 号ビット 1 1 

344 号ピット 1 1 2 

440 号ピット 1 1 

風 倒 木 1 1 

合 計 1 2 2 16 471 1 2821 3314 
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II 検出された遺構と遺物

古墳時代～平安時代石器観察表

番 万口 器 種 出土位置 長さ 幅 厚さ 重量 石 質 備 考

図71-1 紡錘車 4 号住No. 6 (+ 1) 4.2 4.2 1. 7 48.1 緑色片岩 蛇紋岩質

図71-2 敲 石 4 号住フク土 10.6 3.6 1. 7 108. 7 緑色片岩

図71-3 臼玉未製品 5 号住フク土 1. 5 1.5 0.7 2.32 滑 石

図71-4 剥 片 5 号住フク土 1.3 1.4 0.3 0.93 滑 石

図71-5 石製円板 5 号住No.2 (+8) 6.1 5. 7 0.8 41.1 透閃石片岩 滑石含む

図71-6 剥片 5 号住No. 4 (+ 9) 5.9 4.5 2.0 49.8 透閃石片岩 滑石含む

図71-7 紡錘車未製品 5 号住No. 3 (+ 6) 7.5 4.9 1.0 100.4 透閃石片岩 滑石含む

図72-1 剥片（大形） 5 号住フク土 7.8 5.5 1. 7 93.4 透閃石片岩 滑石含む

図72-2 剥片（大形） 5 号住No. 5 (+ 7) 13.0 5.5 2.1 133.1 透閃石片岩 滑石含む

図72-3 剥片（大形） 5 号住No. 6 (+ 8) 12. 5 6.2 2.8 240.1 透閃石片岩 滑石含む

図73-1 刹片（大形） 5 号住フク土 6.6 4.1 1.6 61.3 透閃石片岩 滑石含む

図73-2 剥片（大形） 5 号住フク土 5.6 3.4 2.6 56. 7 透閃石片岩 滑石含む

図73-3 石製円板 5 号住フク土 3.5 3.5 0.9 16.6 透閃石片岩 滑石含む

図73-4 敲 石 5 号住フク土 10.9 4.1 1. 7 101. 5 雲母石英片岩

図73-5 臼 玉 6 号住フク土 1.9 1. 6 0.5 2.2 滑 石

図73-6 臼玉未製品 6 号住フク土 1.6 (1.0) 0.5 1.1 滑 石

図73-7 敲 石 6 号住No.99 (+ 8) 17.9 5.8 2. 7 363. 7 黒色片岩

図73-8 敲 石 6 号住No.95 (+ 7) 15.2 4.1 2.3 248.6 黒色片岩

図73-9 敲 石 6 号住No.86 (+ 4) 16.1 4.3 2.1 194.4 雲母石英片岩

図74-1 胴部袂入石 6 号住No.98 (+ 7) 17.1 3.4 1.3 98.3 緑色片岩

図74-2 敲 石 6 号住No.91 (+ 8) 15.9 4.5 2.4 256.6 雲母石英片岩

図74-3 蔽 石 6 号住No.107 (+ 5) 20.0 5.2 2.2 354.1 雲母石英片岩

図74-4 敲 石 6 号住No.93 (+ 6) 14.9 5.1 1.5 199.8 点紋緑色片岩

図74-5 敲 石 6 号住No.125 (+12) 14.9 4.1 3.5 327.9 黒色片岩

図74-6 敲石・磨石 6 号住No.79 (+6.5) 17.4 7.3 2.6 463.2 緑色片岩

図75-1 敲 石 6 号住No.51 (+19) 11.5 5.6 4.5 402.3 砂 岩

図75-2 凹 石 6 号住No.81 (+10) 15.9 9.6 3.4 908.2 黒色片色

図75-3 剥 片 7 号住フク土 1.0 1.4 2.4 5.28 滑 石

図75-4 石製模造品 7 号住フク土 3.1 1. 3 0.8 4.36 滑 石

図75-5 剥 片 7 号住フク土 3.6 2.8 1. 7 17. 5 滑 石 研磨あり

図75-6 剥 片 7 号住No.115(+1) 8.5 3.3 2.4 71.0 緑色片岩 研磨あり

図75-7 剥 片 7 号住フク土 5.6 2.6 1.1 16.34 滑 石

図75-8 剥 片 7 号住フク土 5.8 3. 7 1.3 32.7 滑 石

因75-9 楔形石器 7 号住フク土 4.5 2.4 1.1 14.8 黒色片岩

図75-10 敲 石 7 号住No.60 (+ 1) 8.9 6.0 1.5 138.9 緑色片岩

図76-1 敲 石 7 号住No.109 (+ 10) 22.3 7.7 3.6 936.9 緑色片岩

図76-2 敲 石 7 号住フク土 5.4 4.6 2.0 111.8 黒色片岩

図76-3 敲 石 7 号住掘り方 12.0 4.1 2.7 198.9 緑色片岩

図76-4 敲 石 7 号住フク土 11.6 5.2 1.9 155.8 雲母石英片岩

図76-5 敲 石 7 号住フク土 11.6 6.9 1.9 238.5 黒色片岩

図76-6 敲 石 7 号住No.17 (+24) 8.6 6.9 1.4 111.3 緑色片岩

図76-7 凹 石 7 号住No.102 (+ 2) 7.4 4.9 2.8 163.1 黒色片色

図76-8 袂入石 7 号住フク土 10.6 3.5 1.5 69.1 雲母石英片岩 敲あり

図77-1 蔽 石 7 号住フク土 20.7 6.0 1.9 324.8 黒色片岩

図77-2 礫 器 7 号住No.23 (-2) 15.6 5.9 3.5 439.1 黒色片岩 滑石含む

図77-3 敲 石 7 号住No.103 9.6 10.1 2.2 353.1 緑色片岩

図77-4 敲 石 7 号住No.137 (+ 6) 12.2 5.6 3.9 339.5 細粒砂岩

図77-5 ムロ 石 7 号住No.19 (0) 50.8 10.2 7.9 7100.0 緑色片岩

図78-1 蔽 石 8 号住No.54(0)+No.55(-3) 16. 5 5.6 2.1 331. 7 緑色片岩

図78-2 石製円板 8 号住フク土 3.5 2.7 0.5 6.5 黒色片岩

図78-3 剥 片 8 号住フク土 4.2 2.8 1. 5 22.5 滑 石 研磨あり

図78-4 剥 片 8 号住掘り方フク土 4.2 3.6 1.2 33.1 滑 石 研磨あり

図78-5 敲 石 8 号住No .40 (+ 4) 8.5 6.2 2.4 142.9 閃緑岩

図78-6 砥 石 8 号住フク土 5.9 5.5 1.2 52.4 硬質泥岩 火山灰含む

図78-7 敲 石 8 号住フク土 10.5 6.0 2.3 175. 7 黒色片岩

図78-8 敲 石 8 号住No.39 (+ 1) 14.5 6.7 4.3 607.2 黒色片岩
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2．古墳時代～平安時代

番 万ロ 器 種 出土位置 長さ 幅 厚さ 重量 石 質 備 考

図79ー 1 剥 片 9 号住No.76 (+ 5) 4.9 2.4 1.1 15.09 滑 石

図79-2 石製模造品 9 号住No.110 (+10) 4.4 5.3 0.9 20.34 滑 石

図79-3 臼 玉 9 号住フク土 1.4 0. 7 0. 7 1.1 滑 石

図79-4 臼 玉 9 号住フク土 1.8 1. 2 0.9 2.55 滑 石

図79-5 敲 石 9 号住No.81 (+2) 10.1 4.8 1.8 137.3 緑色片岩

図79-6 敲 石 9 号住貯蔵穴フク土 9.2 5.1 3.6 203.0 黒色片岩

図79-7 敲 石 9 号住No.20 (+ 6) 11.4 5.5 4.1 385.6 砂 石LU 

図79-8 敲 石 9 号住No.80(+9) 13. 7 7.8 3.7 525.2 黒色片岩

図79-9 凹 石 9 号住No.56 (+ 1) 15.3 4.5 3.8 393.1 黒色片岩

図80---- 1 敲 石 9 号住No.89 (+ 2) 15.4 6.3 4.4 615.6 緑色片岩

図80--- 2 磨石・敲石 9 号住No.78 (+ 4) 12.8 6.3 4.1 414.9 砂 岩

図80--- 3 台石？ 9 号住No.46 (+ 2) 15.0 6.9 3.9 696.8 輝緑凝灰岩

図80--- 4 砥 石 9 号住No.53 (+ 4) 14.4 6.8 3.4 555.1 緑色片岩

図80--- 5 磨 石 9 号住No.74(+1) 7.4 7.3 6.6 570.3 チャート

図81-1 剥 片 10号住フク土 3.4 2.9 1.3 15.3 滑 石

図81-2 臼玉未製品 10号住フク土 1. 7 1.5 0.8 3.77 滑 石

図81-3 臼玉未製品 10号住フク土 1.2 1.1 0.9 2.33 滑 石

図81-4 砥 石 10号住No.67 (+16) 8.0 2.6 1.5 28.9 砂 石LL』

図81-5 敲 石 11号住No.110 (-4) 11.6 4.0 1.8 145.5 緑色片岩

図81-6 敲 石 11号住No. 4 (+ 2) 15.0 6.4 4.2 504.5 砂 石トロ

図81-7 敲 石 11号住No.140 (+ 11) 14.2 4.3 2.2 185.8 雲母石英片岩

図81-8 敲 石 11号住No.191 (+ 3) 14.6 6.5 4.9 662.4 砂 石しU

図82-1 磨石・敲石 11号住No.147 12.9 5.0 1.9 183.2 黒色片岩

図82-2 磨 石 11号住No. 8 14.9 6. 7 3.9 641.9 黒色片岩

図82-3 磨 石 11号住掘り方フク土 13.0 4.9 2.3 243. 7 雲母石英片岩

図82-4 敵 石 11号住No .46 15.2 6.5 3.7 564.6 緑色片岩

図82-5 敲 石 11号住No.61 14.1 4.6 4.1 141.3 黒色雲母片岩

図82-6 磨石・敲石 11号住No. 9 12.8 6.3 4.9 473.3 砂 岩

図83-1 砥 石 JI号住No.182(+2)+No.193(+8) 8.7 6.9 1. 7 97.9 砂 岩

図83-2 砥 石 11号住フク土 9.7 7.8 2.3 154. 7 砂 岩

図83-3 剥片（大形） 11号住No.16 (0) 8.0 5. 7 1.8 95.2 滑 石

図83-4 剥片（大形） 11号住No.15 (+ 4) 10.3 5. 7 2.6 108.4 滑 石

図84ー 1 紡錘車未製品 11号住No.138 (+20) 4.5 4.9 2.2 55.5 滑 石

図84ー 2 剥 片 11号住フク土 3.8 3.9 0.9 15.8 滑 石 研磨あり

図84ー 3 剥 片 11号住フク土 6.2 3.0 1.6 39.3 滑 石 研磨あり

図84-4 剥 片 11号住フク土 5. 7 3.0 1.1 18.5 滑 石 研磨あり

図84ー 5 剥 片 11号住No. 5 (+ 5) 7.6 3.3 1.4 39.8 滑 石

図84ー 6 剥 片 11号住No. 5 (+ 5) 6.9 2.2 1.6 25.7 滑 石 傷あり

図84-7 剥 片 11号住No. 5 (+ 5) 4.5 2.4 2.4 17.3 滑 石 研磨あり
図84ー 8 剥 片 11号住No. 5 (+ 5) 4. 7 2.8 1.9 31.1 滑 石

図84-7+8 剥 片 11号住No. 5 (+ 5) 5.5 4.7 1. 7 48.4 滑 石 研磨あり
図84ー 9 剥 片 11号住No.163 (0) 5.4 2.7 1.4 21.0 滑 石

図85-1 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 2.8 1.1 0.5 1.81 滑 石

図85-2 剥 片 11号住フク土 4. 7 1.6 0.9 6.82 滑 石 研磨あり

図85-3 剥 片 11号住フク土 3.2 1.9 0.6 4.55 滑 石 研磨あり

図85-4 剥 片 11号住フク土 3.4 ・ 1.3 0.7 3.50 滑 石 研磨あり

図85-5 剥 片 11号住掘り方フク土 2.0 1.6 0.4 3.10 滑 石

図85-6 剥 片 11号住掘り方フク土 2.5 1.2 0.45 2.43 滑 石

図85-7 剥 片 11号住フク土 3.0 1.3 0.4 1.63 滑 石

図85-8 剥 片 11号住No.178 (0) 2.7 1.5 1.1 4.32 滑 石 研磨あり

図85-9 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 2.4 1.6 0.5 2.36 滑 石

図85-10 剥 片 11号住掘り方フク土 2. 75 1.0 0.8 2.12 滑 石

図85-11 剥 片 11号住No.212 (0) 2.0 1.7 0.9 2. 72 滑 石

図85-12 剥 片 11号住掘り方フク土 2.4 1. 7 0.35 1.23 滑 石

図85-13 剥 片 11号住掘り方フク土 2.0 1.9 0.65 2.0 滑 石

図85ー14 剥 片 11号住フク土 3.3 0.9 0.5 1. 79 滑 石

図85-15 剥 片 11号住掘り方フク土 2.8 1.2 0.4 1.73 滑 石

図85-16 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1. 5 1.8 0.75 2.53 滑 石

図85ー17 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1. 7 1.2 0.95 2.00 滑 石
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II 検出された遺構と遺物

番 号 器 種 出土位置 長さ 幅 厚さ 重最 石 質 備 考

図85-18 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.4 1.1 0.9 1.65 滑 石

因85-19 剥 片 11号住掘り方フク土 1.9 1.2 0.25 0. 71 滑 石

図85-20 剥 片 11号住フク土 2.2 1.1 0.8 2.17 滑 石

図85ー21 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.45 1.35 0. 75 0.85 滑 石

図85-22 剥 片 11号住掘り方フク土 1.55 1.25 0.3 0.83 滑 石

回85-23 臼玉未製品 11号住フク土 1.55 1.2 0. 7 1.39 滑 石

図85-24 剥 片 11号住掘り方フク土 2.25 1.15 0.4 1.47 滑 石

図85-25 剥 片 11号住掘り方フク土 1. 7 1.45 0.6 1. 21 滑 石

因85-26 剥 片 11号住掘り方フク土 1.8 1.35 0.25 0. 72 滑 石

図85-27 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 I. 6 1.4 0.25 0. 72 滑 石

屈85-28 剥 片 11号住掘り方フク土 1.85 1.1 0.5 1.03 滑 石

図85-29 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.6 1.5 0.55 1.84 滑 石

図85-30 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.3 1.0 0.5 0.99 滑 石

図85-31 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.2 1. 7 0.9 2.46 滑 石

図85-32 剥 片 11号住掘り方フク土 1.85 1.25 0.5 1.20 滑 石

屈86-1 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.8 1.15 0.4 1.07 滑 石

図86-2 剥 片 11号住掘り方フク土 1.4 0.9 0.45 0. 78 滑 石

図86-3 剥 片 11号住掘り方フク土 1.25 1.0 0.5 0. 74 滑 石

図86-4 剥 片 11号住掘り方フク土 1.35 1.1 0.4 1.01 滑 石

図86-5 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.1 1.4 0.35 0.85 滑 石

図86-6 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1. 75 1.15 0.5 1.18 滑 石

図86-7 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.55 1.05 0.45 0.95 滑 石

図86-8 剥 片 11号住掘り方フク土 1.2 0.75 0.55 0. 73 滑 石

図86-9 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.35 1.3 0.3 0.65 滑 石

図86-10 剥 片 11号住掘り方フク土 1. 5 0. 75 0.35 0.61 滑 石

図86-11 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1. 5 1.2 0. 7 1.53 滑 石

図86-12 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.3 1.2 0.35 0. 79 滑 石

図86-13 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.35 1.25 0.55 1.13 滑 石

図86-14 剥 片 11号住掘り方フク土 1.65 0.25 0.35 0.80 滑 石

図86-15 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.5 1.3 0.7 1.33 滑 石

図86-16 剥 片 11号住掘り方フク土 1.6 0.8 0.45 0. 75 滑 石

図86-17 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.25 1.15 0.5 0.95 滑 石

図86-18 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.3 0.85 0.75 1.33 滑 石

図86-19 剥 片 11号住掘り方フク土 1.65 0.9 0.2 0.83 滑 石

図86-20 剥 片 11号住掘り方フク土 1.35 1.05 0.8 0.86 滑 石

図86-21 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.65 0.85 0.5 0.87 滑 石

図86-22 剥 片 11号住掘り方フク土 1.6 1.0 0.4 0.95 滑 石

図86-23 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.6 0.7 0.4 0.58 滑 石

因86-24 剥 片 11号住フク土 0.8 0.8 0.5 0.47 滑 石

図86-25 臼玉未製品 11号住フク土 1.8 1.4 0.9 2.47 滑 石

図86-26 臼 玉 11号住No.212-1 (0) 2.2 1.9 0.9 3.82 滑 石

図86-27 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.0 0.8 0.45 0.47 滑 石

図86-28 剥 片 11号住掘り方フク土 1.3 0.9 0.25 0.29 滑 石

図86-29 剥 片 11号住掘り方フク土 1.15 0.8 0.25 1.44 滑 石

図86-30 臼 玉 11号住No.212-1 (0) 1.5 1. 5 0.6 1.56 滑 石

図86-31 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.2 1.1 0.65 1.20 滑 石

図86-32 臼玉未製品 11号住フク士 1.1 0.85 1.4 0.57 滑 石

図86-33 臼玉未製品 11号住フク土 1.1 0.8 0.35 0.39 滑 石

図86-34 剥 片 11号住掘り方フク土 1.1 0. 75 0.35 0.26 滑 石

図86-35 剥 片 11号住掘り方フク土 1.4 I. 2 0.25 0.40 滑 石

図86-36 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.6 1.5 0. 7 2.94 滑 石

図86-37 剥 片 11号住掘り方フク土 1.4 1.1 0.3 0.64 滑 石

図86-38 剥 片 11号住掘り方フク土 0.85 0.6 0.4 0.31 滑 石

図86-39 臼玉未製品 11号住フク土 0.85 0.8 0.5 0.44 滑 石

図87-1 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.0 0.6 0.2 0.21 滑 石

図87-2 臼 玉 11号住掘り方フク土 1.4 1.2 0.55 1.55 滑 石

図87-3 臼 玉 11号住No.168 (-1) 1.1 1.1 0. 7 1.27 滑 石

図87-4 臼 玉 11号住No.167 (0) 1.5 1.2 0.9 2.70 滑 石

図87-5 臼 玉 11号住掘り方フク土 1.35 I.I 0.8 1.38 滑 石
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2 ．古墳時代～平安時代

番 方ロ 器 種 出土位置 長さ 幅 厚さ 重量 石 質 備 考

図87-6 臼玉未製品 11号住フク土 1.3 0.9 0.7 0.89 滑 石

図87-7 臼 玉 11号住柱穴 2 フク土 1. 5 1. 5 0.6 1.97 滑 石

図87-8 臼 玉 11号住No.210(+1) 1.2 1. 2 0.6 1.56 滑 石

図87-9 臼 王 11号住No.208 (+ 1) 1.5 1.4 0. 7 2.50 滑 石

図87-10 臼玉未製品 11号住フク土 1.5 1. 3 0.4 1.6 滑 石

図87-11 臼玉未製品 11号住フク土 1.55 1.3 0.6 1.49 滑 石

図87-12 臼玉未製品 11号住フク土 1.65 1. 3 0.4 1.14 滑 石

図87-13 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.5 0.9 0.6 0.91 滑 石

図87-14 臼玉未製品 11号住フク土 1.6 0.9 0.9 1.64 滑 石

図87-15 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.2 0.6 0.4 0.67 滑 石

図87-16 臼玉未製品 11号住フク土 1.6 0.8 0.55 0.91 滑 石

図87-17 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.4 0. 7 0.25 0.39 滑 石

図87-18 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.3 0.8 0.3 0.45 滑 石

図87-19 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.2 0. 75 0.5 0.71 滑 石

図87-20 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.6 1.0 0.4 0.91 滑 石

図87-21 臼玉未製品 11号住フク土 2.1 1. 5 0.6 2.43 滑 石

図87-22 臼玉未製品 11号住フク土 0.9 0.4 0.35 0.14 滑 石

図87-23 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.6 0. 75 0.6 1.21 滑 石

図87-24 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.25 0. 7 0.45 0.52 滑 石

図87-25 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.2 0. 7 0.4 0.38 滑 石

図87-26 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.3 0.9 0.6 1.01 滑 石

図87-27 臼玉未製品 11号住フク土 1.3 0.9 0. 75 1.46 滑 石

図87-28 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 l. 4 1.0 0. 7 1.32 滑 石

図87-29 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.6 0.7 0. 7 1.54 滑 石

図87-30 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.2 0. 7 0.35 0.48 滑 石

図87-31 臼玉未製品 11号住フク土 1.8 1.5 0.6 1.31 滑 石

図87-32 臼玉未製品 11号住No.166 (+ 5) 1.2 0.9 0.5 0.61 滑 石

図87-33 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.4 0.6 0.4 0.50 滑 石

図87-34 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.5 0.6 0.45 0. 71 滑 石

図87-35 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.5 0.55 0.3 0.46 滑 石

図87-36 臼玉未製品 11号住フク土 1.05 0.7 0.5 0.49 滑 石

図88-1 臼玉未製品 11号住フク土 0.9 0.75 0.3 0.34 滑 石

図88-2 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.15 0.65 0.4 0.52 滑 石

図88-3 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 I. I 0.9 0.4 0.52 滑 石

図88-4 臼玉未製品 11号住フク土 1.3 0.55 0.55 0.46 滑 石

図88-5 臼玉未製品 11号住フク土 1.8 0.8 0.75 1.50 滑 石

図88-6 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.5 0.8 0.65 0. 71 滑 石

図88-7 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.45 1.1 0.6 1.52 滑 石

図88-8 臼玉未製品 11号任掘り方フク土 1.1 0.8 0.3 0.46 滑 石

図88-9 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.0 0.75 0.3 0.44 滑 石

図88-10 臼玉未製品 11号住フク土 1.1 1.6 1.4 0.37 滑 石

図88-11 臼玉未製品 11号住No.168 (-1) 1.1 0.7 0.4 0.48 滑 石

図88-12 臼玉未製品 11号住フク土 1.45 0.8 0.65 0.68 滑 石

図88-13 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.3 0.7 0.4 0.46 滑 石

図88-14 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.3 0.8 0.4 0. 75 滑 石

図88-15 臼玉未製品 11号住フク土 1.0 0.65 0. 7 0.55 滑 石

図88-16 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 0.9 0.7 0.3 0.35 滑 石

図88-17 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.2 0.4 0.15 0.17 滑 石

図88-18 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 0.7 0.5 0.4 0.26 滑 石

図88ー19 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.4 0.9 0.7 1.42 滑 石

図88ー20 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.2 0.7 0.35 0.53 滑 石

図88-21 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.1 0.45 0.25 0.20 滑 石

図88-22 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.3 0.6 0.3 0.49 滑 石

図88-23 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.0 0.9 0.25 0.25 滑 石

図88-24 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.0 0.6 0.25 0.25 滑 石

図88-25 臼玉未製品 11号住フク土 1.2 0.75 0.75 0.98 滑 石

図88ー26 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.2 0.7 0.3 0.49 滑 石

図88ー27 臼玉未製品 11号住フク土 0.85 0.65 0.1 0.11 滑 石

図88ー28 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.3 0.7 0.55 0.75 滑 石
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II 検出された遺構と遺物

番 方ロ 器 種 出土位置 長さ 幅 厚さ 重量 石 質 備 考

図88ー29 臼玉未製品 11号住フク土 0.9 0. 7 0.5 0.36 滑 石

図88-30 臼玉未製品 11号住フク土 1.0 0.8 0.15 0.16 滑 石

図88ー31 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.0 0.4 0.2 0.18 滑 石

図88ー32 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 0.5 0.5 0.2 0.07 滑 石

図88-33 臼玉未製品 11号住フク土 1.05 0.4 0.15 0.11 滑 石

図88-34 臼玉未製品 11号住フク土 1.6 0.65 0.8 1.31 滑 石

図88-35 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.3 0.7 0.7 1.10 滑 石

図88-36 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.4 0.7 7.5 0.94 滑 石

図88-37 臼玉未製品 11号住フク土 1. 2 0.7 0.45 0.40 滑 石

図88-38 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.45 0.7 0.5 0. 76 滑 石

図88-39 臼 玉 11号住掘り方フク土 1.4 1.3 0.5 1. 61 滑 石

図88-40 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.4 0.7 0.3 0.49 滑 石

図88-41 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.0 0.75 0.7 0.72 滑 石

図88-42 臼玉未製品 11号住掘り方フク土 1.35 0.8 0.3 0.53 滑 石

因89-1 敲 石 12号住No.10(+8) 11. 5 6.5 3.1 277.5 雲母石英片岩

図89-2 敲 石 12号住No. 1 (+30) 13. 2 7.9 3.1 467.2 黒色片岩

因89-3 敲 石 12号住No. 2 (+ 13) 17. 5 7.5 5.0 985.0 変玄武岩

図89-4 敲 石 12号住フク土 18. 5 7.0 5.8 874.5 砂 岩

図90---- 1 敲 石 13号住No. 7 (-2) 14.6 7.8 3.0 517. 7 閃緑岩

図90- 2 砥 石 13号住No.26 (0) 10.0 5.0 2.5 165.8 凝灰岩

図90--- 3 臼玉未製品 14号住フク土 1.4 0.9 0.5 0.87 滑 石

図90- 4 剥 片 14号住フク土 1.9 1.1 0.3 0.87 滑 石

図90---- 5 剥 片 14号住フク士 1.9 1.0 0.6 1.52 滑 石

図90- 6 剥 片 14号住フク土 2.3 1.6 0.7 2.13 滑 石

図90---- 7 剥 片 14号住フク土 2.9 1.3 0.9 3.62 滑 石

図90- 8 敲 石 14号住No.16(+1) 14.4 6.9 4.6 600.7 砂 岩

図91-1 剥 片 15号住フク土 3.4 1. 7 1.1 10.09 滑 石

図91-2 剥 片 15号住フク土 2.8 2.1 0.8 4.17 滑 石

図91-3 剥 片 15号住フク土 3.2 3.9 1.5 24.12 滑 石

図91-4 打斧？ 15号住No.13 (+ 4) 16.5 4.6 1.9 205.6 雲母石英片岩

図91-5 敲 石 15号住No.97 (+ 3) 15.6 3.6 2.0 159.3 緑色片岩

図91-6 蔽 石 15号住フク土 7.5 4.9 1.1 72.2 石英質準片岩

図91-7 敲 石 15号住No.96 (-7) 11.2 4.9 1.9 141. 7 黒色片岩

図91-8 敲 石 15号住No.99 (-10) 7.9 9.6 2.2 260. 7 黒色片岩

図91-9 凹 岩 15号住No.8 (+5) 6.4 5.8 2.8 142.3 黒色片岩

図91ー10 凹 石 15号住フク土 9.1 5.7 2.1 181.5 緑色片岩

図92-1 蔽 石 15号住No.45 (+15) 11.9 5.9 4.3 481.9 砂 右山

図92-2 礫 器 15号住No.58 (+14) 17.1 9.5 4.4 996. 7 雲母石英片岩

図92-3 凹 石 15号住No.26 (-1) 28.3 18. 7 3.8 3750.0 緑色岩類

図93-1 楔形石器 16号住フク土 3.1 2.1 0. 7 5.1 頁 岩

図93-2 臼玉未製品 16号住フク土 2.4 2.0 0.4 3.46 滑 石

図93-3 剥 片 16号住フク土 2.2 0.9 0. 7 1.43 滑 石

図93-4 剥 片 16号住フク土 3.1 1.6 1.1 7. 79 滑 石

図93-5 剥 片 16号住フク土 2.8 1.2 0.9 4.86 滑 石

図93-6 剥 片 16号住フク土 1.6 1.0 0.5 1.09 滑 石

図93-7 剥 片 16号住フク土 4.8 3.7 1. 7 29.69 滑 石

図93-8 剥 片 16号住フク士 4.9 3.1 1.2 19.38 滑 石

図93-9 剥 片 16号住フク土 6.1 4.6 1. 7 41. 70 滑 石

図93-10 袂入石 16号住フク土 6.2 4.3 1.1 42.1 緑色片岩

図94-1 敲 石 16号住フク土 6.4 3.6 1.2 41. 7 黒色片岩

図94-2 敲 石 16号住フク土 6.8 5.2 1.3 71.6 雲母石英片岩 扁 平

図94-3 敲 石 16号住フク土 7.9 5.3 1. 5 73.3 緑色片岩

図94-4 敲 石 16号住フク土 11.1 4.6 1.6 231.4 緑色片岩

図94-5 敲 石 16号住フク土 10.7 6.6 2.2 208.6 雲母石英片岩

図94-6 敲 石 16号住フク土 13.8 4.3 2.4 176.4 緑色片岩

図94-7 敲 石 16号住フク土 11.3 4.3 2.5 149.6 雲母石英片岩

図94-8 剥 片 17号住フク土 2.0 1.3 0.5 1.44 滑 石

図94-9 剥 片 17号住フク土 1.9 1.0 0.3 0.91 滑 石

図94-10 剥 片 17号住フク土 4.6 2.0 1.4 19.6 滑 石
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2 ．古墳時代～平安時代

番 号 器 種 出土位置 長さ 幅 厚さ 重址 石 質 備 考

図94-11 剥 片 17号住フク土 3.9 2.3 0.8 8.32 滑 石

図95-1 散 石 17号住No.11 (+28) 11.0 4.1 1.8 113. 7 結品片岩 滑石含む

図95-2 敲 石 17号住フク土 14.1 7.0 2.9 364.1 雲母石英片岩

因95-3 敲 石 17号住No.5 (+26) 15.8 5.6 1. 7 246.1 黒色片岩

図95-4 砥 石 17号住No.15 (+32) 11.1 4.6 2.5 159.1 砂 右LU 

図95-5 礫 器 17号住No. 8 (+30~-2) 34.5 22.8 5.1 5495.0 黒色片岩

図96-1 剥 片 18号住フク土 5.8 2.0 1.0 14.0 滑 石 研磨あり

図96-2 剥 片 18号住フク土 3. 7 0.9 0.9 4.7 滑 石 研磨あり

図96-3 敲 石 18号住No.8 (+3) 8.1 5.8 3.6 219.4 黒色片岩

図96-4 剥 片 19号住No.11 (+15) 5.4 1. 7 1.1 13.1 滑 石 研磨あり

図96-5 礫 器 19号住No.18 (0) 8.6 6.9 1.9 118.6 石英質片岩 滑石含む

図96-6 敲 石 19号住No.81 (+20) 11.6 5.8 2.8 315.0 砂 岩

図96-7 敲 石 20号住No. 2 (+13) 13.8 5.8 5.3 337.8 雲母石英片岩

図96-8 敲 石 20号住No. 3 (+ 2) 14.0 9.5 2.8 610.4 黒色片岩

図97-1 臼 玉 21号住No.11 (+ 7) 2.9 1.5 0.6 2.85 滑 石

図97-2 剥 片 21号住No.12 (0) 3.0 2.0 0.5 4.26 滑 石 加工痕あり

図97-3 剥 片 21号住フク土 1.4 1.0 0.7 1.16 滑 石 加工痕あり

図97-4 剥 片 21号住フク土 2.6 1. 7 0.8 4.91 滑 石 加工痕あり

図97-5 剥 片 21号住No.12 (0) 3.8 2.2 0.4 3.93 滑 石

図97-6 敲 石 21号住No.28 (+12) 11.0 4.8 3.3 242.9 砂 岩

図97-7 剥 片 21号住フク土 6.0 4.3 1. 7 52.9 滑 石 加工痕あり

図97-8 敲 石 22号住フク土 4.9 4.4 0.9 26.6 石英質準片岩

図97-9 敲 石 22号住No. 9 (+29) 9.1 3.5 1.6 66.8 石英質準片岩

図97-10 敲 石 22号住フク土 10.1 4.8 1. 7 119.5 緑色片岩

図97-11 敲 石 22号住No.18 (+21) 9.7 5.5 2.0 150.2 雲母石英片岩

図97-12 敲 石 22号住No.15 (0) 12.1 6.6 1.4 159.3 黒色片岩

図98-1 敲 石 22号住No.3 (+2) 14.1 4.2 2.6 214. 7 縁色片岩

図98-2 敲 石 22号住No.5 (+4) 14.6 5.3 2.7 308. 7 黒色片岩

図98-3 凹石・敲石 22号住No.8 (+9) 13.4 6.4 2.4 332.5 黒色片岩

図98-4 敲 石 22号住No.2 (+5) 13.6 7.3 3.2 483.9 緑色片岩

図98-5 敲石・磨石 22号住フク土 13.0 5.2 2.0 239.5 緑色片岩

図98-6 砥 石 22号住No.29 (+ 3) 7.3 5.1 4. 7 229.3 凝灰岩

図98-7 敲 石 22号住フク土 8.2 5.6 3.8 175.8 砂 岩

図99ー 1 敲 石 24号住フク土 6.2 3.9 2.1 91.1 緑色片岩

図99-2 敲 石 24号住No.13 (+ 3) 12.3 5.0 1.8 150.2 黒色片岩

図99ー 3 磨石・敲石 24号住No.14(-1) 8.2 2.4 1.9 52.9 雲母石英片岩

図99-5 剥 片 25号住No.6 (+4) 5.7 3. 7 1. 7 38.2 滑 石 加工痕あり

図99-6 敲 石 25号住掘り方フク土 8.2 4.4 1. 7 76.3 黒色片岩

図99-7 敲 石 25号住No.3 (+9) 13.0 4.8 1. 7 177. 7 黒色片岩 滑石含む

図100--- 1 挟入石 1 号溝No.76 (+11) 15. 5 4.6 2.6 309.1 黒色片岩

図IIXf-2 袂入石 1 号溝No.53 (+ 14) 10.4 4.9 2.9 239.9 点紋緑色片岩

図100--- 3 袂入石 1 号溝No.56 (+ 8) 16.4 6.6 4.1 585.1 黒色片岩

図100- 4 敲石・凹石 1 号溝No.96 (+16) 13.9 5. 7 3.9 532.9 点紋緑色片岩

図100--- 5 敲 石 1 号溝No.51 (+27) 10.5 7.5 3.3 401.4 礫 岩

図100--- 6 敲 石 1 号溝フク土 14.6 6.2 3.0 425.0 変玄武岩

図lOl-l 扶入石 1 号溝フク土 8.1 6.1 1.3 104.5 雲母石英片岩

図101-2 敲 石 1 号溝No.56 (+ 8) 10.4 6.1 2.7 267.9 緑色砂岩

図lOl-3 蔽 石 1 号溝No.64 (+13) 9.1 9.1 4.4 482.6 砂 岩

図101-4 数 石 1 号溝フク土 16.6 8.3 4.5 837.6 石英質準片岩

図101-5 削 器 1 号溝フク土 6.7 5.8 1.1 69.1 緑色片岩

図101-6 管 玉 1 号溝フク土 1.0 1.0 1.0 1.68 滑 石

図101-7 敲 石 1 号溝No.87 (+22) 13.1 12.0 4.5 1061.8 はんれい岩

図102― 1 蔽石・凹石 1 号溝No.62 (+29) 17.3 10.3 2.2 613.6 点紋緑色片岩

図102― 2 敲 石 1 号溝No.80 (+10) 16.0 14.8 13.4 1300.0 雲母石英片岩

図102- 3 礫 器 1 号溝No.29 (+ 8) 21.8 15. 5 3. 7 1600.0 点紋緑色片岩

図ID.1一 1 凹 石 1 号溝No.81 (+ 18) 9.5 5.9 5.5 448.9 黒色片岩

図103― 2 礫 器 1 号溝No.66 (+21) 29.3 13.1 4.1 2310.0 雲母石英片岩 袂入部有り

図瑯ー 3 砥 石 1 号溝フク土 9.6 8.8 1. 7 210.9 頁 右LU 

図ID.1一 4 砥石・敲石 1 号溝No.10 (+29) 12.0 7.3 4.3 428.0 砂 岩
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II 検出された遺構と遺物

番 万ロ 器 種 出土位置 長さ 幅 厚さ 重量 石 質 備 考

図叫ー 1 砥 石 1 号溝No .49 (+10) 16.2 13.9 14.9 1426.8 砂 岩

図104― 2 剥 片 3 号土坑フク土 3.4 2.5 1.3 13.9 滑 石

因11)(-3 剥 片 11 、 12号ピットフク土 1.8 1.3 0.7 2.0 滑 石

図叫ー 4 臼 玉 73号ビットフク土 1.2 I. 2 0.5 1.17 滑 石

図lu-5 剥 片 344号ビットフク土 1.8 0.8 0.6 1.41 滑 石

図104— 6 臼玉未製品 344号ビットフク土 2.0 1.6 I. 2 5.54 滑 石

図lu-7 臼玉未製品 344号ビットフク土 1.4 0. 7 0. 7 1.02 滑 石

図104-8 円板状剥片 440号ビット 6.2 5.8 1.4 67.3 滑 石

図104-9 砥 石 545号ビットフク土 7.1 5.7 4.1 86.0 軽 石

図105---- 1 敲石・磨石 564号ピットフク土 10. 7 4.7 3.5 258.6 砂 岩

図105- 2 敲 石 564号ビットフク土 13.2 6.9 1. 7 260.6 点紋緑色片岩

図105--- 3 袂入石 表 採 6.9 4.3 2.9 126.5 緑色片岩

図llli-一 4 敲 石 表 採 7.6 6.3 2.9 165.0 点紋緑色片岩

図II&一 5 腋 石 表 採 9.6 3.5 1. 2 65.0 緑色片岩

図II&一 6 袂入石 C 31 • 32グリッド 6.6 4.2 1. 7 61.9 黒色片岩

図105---- 7 凹 石 C 31 • 32グリッド 13.4 4.9 1.4 143.1 点紋緑色片岩

図ll6- 8 砥石？ 調査区南側住居群部分表採 8.4 8.7 2.4 186. 7 硬質泥岩 縄文再利用？

古墳時代～平安時代鉄製品観察表

番 号 器 種 出 土 位 置 長さ 幅 厚さ 重員 備 考

P L38 板状品 16号住フク土 4.1 2.0 0.9 19.1 先端は鈍く尖り、後端は厚い。

図93-11 板状品 16号住フク土 7.0 4.1 0.8 72.5 横断面形はゆるい彎曲をもつ。

図99-- 4 鉄鉱滓 24号住（小鍛冶）フク土 9.2 9.2 6.1 424.0 ゆる＜内彎する。

P L41 椀形鉱滓 24号住（小鍛冶）フク土 4.4 4.5 2.3 56.5 外面平坦でゆる＜内彎する。
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皿 まとめ

1 縄文土器について

ほとんどのものは縄文時代中期後半加曽利 E II~ 

E m 式に属するものであった。他に前期後半の黒

浜・諸磯式に属するものも全体の中からすると少量

であったが出土した。

古墳時代の住居等より多くの縄文土器が出土した

が、 7 号住や10号住は多かった。特に10号住は遺物

のほとんどが縄文土器であり、土師器は10数点くら

いしかなかった。それに比べ縄文土器は遺物収納箱

2 箱にも及ぶ出土量であった。 10号住出土の縄文土

器は加曽利 E II~Em式に属すると考えられるもの

にほぼ限定されており、黒浜・諸磯式に属するもの

は出土していない。しかし、本住居の形状は方形を

呈し、周堤帯を持つ貯蔵穴があり、そうしたことか

らすると縄文時代のものとは考えにくい。調査区内

においては縄文時代に属すると考えられる住居は 1

軒も検出されなかった。

いずれの土器も器面は非常に摩滅しており、文様

の不明瞭なものが多かった。その内比較的文様の明

瞭なものを選択し、拓本・実測図を掲載した（図 6.

7) 。

縄文土器は調査区のほぽ全体より出土している

が、住居の多い南半部の出土量が多い。庚申山から

東に張り出すこの台地上もしくは近くに縄文時代中

期後半加曽利 E式期の遺構あるいは包含層があるこ

とが想定される。

本遺跡での遺構から出土した土器としては 7 号土

坑の阿玉台式土器がある。図 7 -19は指頭痕を明瞭

に残している。図 7 -20は現存部分には文様は認め

られない。 19 • 20共に底部に網代痕はない。 20の底

部は同心円状に箆削り痕が残る。その他に 7 点の土

器小破片が出土している。阿玉台式土器の底部には

網代痕を残すものが多いが、本遺跡の二者はまった

くその跡を残していない。このことが特徴であり、

特筆される点でもある。

1縄文土器について 2．縄文時代の石器について

2 縄文時代の石器について

縄文時代の石器はすべて遺構に伴って出土したも

のではなく、古墳時代の住居やグリッド表採のもの

ばかりであった。同時代の遺構は10号土坑（陥穴状

遺構）と 7 号土坑の 2 基が検出されたが、それらの

遺構内からは石器は 1 点も出土しなかった。そのた

め、今回ここで縄文時代に属するものであろうとし

たものは形態や調整剥離、表面の風化の状態などを

総合的に見て判断したものである。なお、そのうち

主な石器についてはほとんどのものを掲載した。

いわゆるトゥール類としては石鏃、削器、打製石

斧、磨・敲．凹石等がある。石鏃などの小形品はほ

とんどのものが黒曜石製であるが、図 9 -1 • 2 だ

けはチャート製である。 21号住出土の石鏃（図10-

9) は器面がかなり風化しており、厚い水和層がで

きている。他の黒曜石製の石器にはそれが認められ

ない。 19号住出土の打製石斧（図10- 7) は両側縁は

良く敲打して整形しているが、その後非常に良く使

い込んであり、光沢を持つ線状痕を有する。線状痕

の方向は長軸に対してほぽ平行するように認められ

る。 10号住出土例（図 9 -8) と 16号住出土例（図94

-3) は平面形は良く似ており、前者は一側縁のみ

敲打されており縄文時代の打製石斧として、後者は

両側縁がかなり良く敲打されており、先端に刃が付

けば石斧にしたいものであるが、古墳時代の敲石と

して分類した。この類似性は偶然ではない可能性も

ある。

住居内より出土した石器の中には床面にかなり良

く付いた状態で検出されたものも多い。それらのも

のは覆土に混入したものと考えるよりもその住居に

伴うものと考える方が妥当であろう。その中の砂岩

や火山灰を含む淡緑色を呈する硬質泥岩には良く観

察すると不定方向に走る線状痕が付いているものも

多い（図10- 3 • 11) 。砥石などとして再利用してい

るものと想定される。図105- 8 は明瞭な線状痕は
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ll1 まとめ

認められないが、その可能性があるものである。砥

石はそこに付いた線状痕の状態（幅、長さ、付き方

など）から玉用と金属器用などに分類できるようで

ある。

3 土器に認められる変色部分について

今までの報告書では土器については器形や成・整

形を問題にするものがほとんどであった。それでは

その製作工程・技法や調整についてはある程度知る

ことができるがそれ以外のことについてはまった＜

わからない。土器の器形や調整を見ることにより、

それらの前後関係や年代を知ろうとする、いわゆる

編年作業が中心に行われてきたからである。その土

器がいつ頃のものであるかということを知ることは

時代を考えるうえで非常に大切なことであるが、そ

れだけではその土器が持っている情報量の半分しか

わかったことにしかならない。生活用具というのは

基本的には製作されて使用され、廃棄あるいは遺棄

されるわけであり、それは土器・石器といえどもか

わらない。ただし、石器の場合には敲石のように河

原石をそのまま調整加工を加えずに使用してしまう

ものもあるが。石器については、特に旧石器時代の

ものであるが、最近使用痕を問題とする論考も書か

れるようになったが、それ以後の時代のものは未だ

に使用痕を明示する例は少なく、まだまだ意識は低

いと言わざるを得ない。土器の場合にはさらに使用

痕に関する問題意識は低く、実測図に図示されてい

る例は非常に少ない。そこで今回は土器に認められ

る変色部分を黒斑、黒変、赤斑、赤変の四つに分類

し、杯類については1/6、甕類については1/8の模式

図で実測図の脇に示した。なお、製作焼成時のもの

と考えられるものを黒斑・赤斑とし、その後の使用

によると考えられる変色を黒変・赤変として扱っ

た。そして、欠損後カマド等に再利用されたための

二次加熱による変色についても同様に図示した。

それを見ると 7 号住例（図51- 7) のようにほぽ対

象的な位置に黒斑・赤斑部分が位置するものがあ

り、焼成時にどういうふうに火が当たったかという
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ことが一目でわかる。火の当たり方を見ることによ

り薪の積み方と土器の置き方の関係を推定すること

もできる。また、 7 号住例（図51- 2) のように胴下

半部のみがきれいに赤変し、それより下が火にあ

たっていたことがわかる。おそらくそれより上がカ

マドの上に出ていたものと思われ、その径がカマド

の穴の大きさを示していることになるであろう。ま

た、 9 号住出土のやや大形の鉢（図53-13) のように

下半部が赤変しており、内面底部には細かいひび割

れが認められる。この例のように水物を入れて直接

火にかけたと考えられるものもあり、本来の鉢とし

て使用した後に転用したものかもしれない。あるい

は 3 号住例（図48-11) などのように内面に黒変部分

があり、そこまでものが入って焦げついたことが推

定できる。内面に煤状の炭化物が付着し黒変してい

る例は少ないのでぜひともそういう例があったら図

示してもらいたいと思う。それと同時にもしかなり

厚く付着している例があったらできればそれがなん

であるか分析してもらうことも必要であろう。残念

ながら今回はあまり厚く付着しているものは認めら

れなかった。

ところで、 12号住出土の支脚の例（図56-10) のよ

うに上面を見ると赤味が強い部分がドーナツ状に

廻っている。また、 7 号住例（図51- 9) のも上端面

が赤みが強い。そこの部分に甕の底部が当たってい

たであろうことが推定される。ということはこの部

分が外に出ていてそのほかの部分が土もしくは灰に

埋まっていたことも考えなければならないであろ

う。両者とも中は空洞であるが、前者の例は穴が貫

通しているが、後者の例は穴は途中で止まっている。

焼成時の熱効率の問題とともに、使用時に加わる熱

に耐え得るためのものと思われる。おそらくこの空

洞部分がなかったら焼き上げることも難しいであろ

うし、仮に焼き上がったとしても支脚として充分使

用に耐え得ることはできなかったと考えられる。 12

号住例はこの空洞部分が上面の変色とかかわりを

持っていることも想定される。

今回は変色部分の図示しかすることができなかっ



4 ．第11号住居跡出土の滑石製剥片・砕片について 5．紡錘車・臼玉等の製作技法について

たが、ひびの入り方や変色の程度とかもう少し細か

い観察をすることにより、その土器がどのように使

用されたかということを推定することも可能となる

ものと考えられる。それは石器についても同様であ

る。そうすることにより、当時の人々の生活を知るこ

とに少しでも近づくことができるものと思われる。

4 第11 号住居跡出土の滑石製剥片・砕片について

本住居内出土の滑石製剥片・砕片は図107のよう

に長さが 1 cm未満の非常に小形のものが多い。幅厚

さ重さについても同様である。 1 cm を超えるような

ものはかなり少ない。本遺跡内より出土した臼玉の

平均値を出すと長さ 1.43cm、幅1.23cm、厚さ 0.63cm 、

重さ 1.75 gである。その値を分布図に入れると図

108のようになる。そうするとほとんどのものがそ

の枠内におさまってしまい、平均値を下まわってい

るのがわかる。しかし、完形品は小さいものでも長

さ 1 cm未満のものはない。素材に研磨を施して臼玉

に仕上げるのであるから、素材となる剥片の大きさ

が完形品の大きさよりも小さいということは有り得

ない。ということは、この平均値の枠内におさまっ

てしまうほとんどのものは、臼玉の素材とはなり得

ないと思われる。 11号住からは完形品といえるもの

は数点しか出土していないにもかかわらず、半分に

欠損したもの及び削り痕のあるものは大量に出土し

ている。紡錘車についても未製品のみであった。と

いうことは、完成品についてはほとんどのものが住

居外に出てしまっているものと想定できる。他の遺

構出土の滑石製品の石質は11号住出土のものと非常

に類似しているように見受けられる。ただ、 11号住

出土の臼玉未製品の数に比べて遺跡内の臼玉の数は

非常に少ない。紡錘車に至っては11号住のものと同

質の石質のものは 1 点も出土していない。あるいは

遺跡内の調査区外にはまだあるかもしれないが、そ

れでも数の比率は合わないことが想起される。そう

なるとこの時期のものでも遺跡外にも出ていること

も考えなければならないであろう。

5 紡錘車・臼玉等の製作技法について

(1) 紡錘車の製作工程

5 号住出土の滑石類は住居外において原石に打撃

を加えて比較的大形の剥片を得てそれにさらに打撃

を加えて荒成形をし、住居に持ち込んだところで火

災にあってしまいそのまま遺棄されてしまったと考

えられる。従って、それらと同一母岩の小剥片・砕

片は出土していない。特徴は住居に入る前の段階で

ほぼこれから作ろうとするものの形を作ってしまっ

ていることと、打製による成形である。これは石質

とも深いかかわりをもっているものと思われる。こ

れらの石質は透閃石（滑石を含む）片岩であり、ぽろ

ぽろと崩れてしまうほど軟らかい石材である。その

ため、削り込んで成形している間にぽろぽろと崩れ

てしまい、あえて削り込む必要もなかったものと思

われる。その他にやや黄色味を帯びる滑石の臼玉未

製品が出土しているが、それと同一母岩の剥片・砕

片は本住居内にはない。

4 号住出土の紡錘車は 1 打製→ 2 敲打→ 3 研磨と

いう工程をたどり整形されたものであり、特徴とし

ては全面に敲打を施すということである。石質は緑

色片岩（やや蛇紋岩質）である。本住居は 9 世紀中頃

のものであり、本郷山根遺跡ではかなり新しいもの

である。従って研磨の前に敲打を施すという手法を

用いているものかとも考えられる。

11号住出土の紡錘車は 1 打製（素材を得る）→ 2 余

分な部分を切り捨てる（ノミ等の金属工具を用いる）

→ 3 研磨という工程をたどり整形するものと考えら

れる。特徴としては適当な剥片素材を得るまでは打

製で、それからは金属工具を使って荒成形、最後に

研磨して仕上げるということである。石質はやや緑

色がかる白っぽく、爪で容易に傷が付く軟らかい石

である。ただ本住居からは紡錘車未製品が 1 点、製

品は 1 点も出土していないのでそれ以外の製作技法

があったかどうかは不明であると言わざるを得な

い。

竹沼遺跡では紡錘車は 1 原石を直接金属工具で削

り込む（一つの素材から 2 個ないしは 3 個を削り出
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し、切り離す）。→ 2 切り離したものをさらに削り

込んで成形→ 3 研磨を施して仕上げる。特徴として

は、 1 かなり大形のものが多い。 2 石質はやや緑が

かる黒色を呈し、爪では傷が付きにくい非常に硬質

の石材を用いている。 3 石製工具としては敲石は無

く、結晶片岩•砂岩の砥石が出土している。

また、この遺跡では紡錘車を作るのに原石を直接

削り込んでしまうために、臼玉等の素材になる剥片

はその段階ではできないようである。従って同様な

石材の臼玉やその未製品は出土していない。

この遺跡の臼玉・石製模造品の石材は滑石であ

り、爪で容易に傷が付くほど軟質なものであり、色

調はやや白色～黄色味を帯びるものが多く、淡緑色

を呈するものもある。中にはかなり本郷山根遺跡11

号住出土例に近いものもあるが、全般的に見るとや

や竹沼遺跡の方が石質はいいように思われる。紡錘

車とこれらの石材は全く異質であり、厳密な意味で

は原産地は違うものと思われる。本遺跡11号住出土

の臼玉等とも産地は違う可能性がある。

八寸大道上遺跡（伊勢崎市） 23号住では紡錘車及び

臼玉・剣形等を製作しているようである。なお、そ

の他の数軒の住居からは廃棄・流れ込みの状態で多

量に滑石が出土している。

紡錘車についてはやはり若干緑がかる黒味の強い

石材を用いている。打製により円形に荒成形した後

に研磨するものと推定される。ここでは打製により

ほぼ円形に整えたものが出土している。円形に整え

るまで打製によるため、その際に副次的にできる剥

片を利用して製作された臼玉も出土している。他の

臼玉は竹沼•本郷山根遺跡同様白色～黄色味を帯び

る軟らかい石材を用いている。八寸大道上遺跡の臼

玉類の石材は本郷山根遺跡のものに類似しているよ

うに見受けられる。

(2) 臼玉等の製作工程

竹沼遺跡では臼玉は剥片素材（平坦）のものと金太

郎飴タイプ（棒状）のものとがある。剥片素材のもの

は穴をあけてから成形するものと成形してから穴を

あけるものがある。金太郎飴タイプのものは裁断し
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てから穴をあけるものがある。前者と後者を比べる

と圧倒的に前者が多い。それは本郷山根遺跡でも同

様であり、金太郎飴タイプのものは 1 号溝の 1 例（図

101-6) しか出土していない。この遺跡での特徴は

紡錘車以外の小形品（臼玉・石製模造品）でもそれに

残る傷跡は非常に幅が広く深い明瞭なものが多い。

本郷山根遺跡のものの場合にはそれほど明瞭なもの

はほとんどない。竹沼遺跡の臼玉には穴をあける前

に十字の割り付けを切ってから行うものもある。た

だその後研磨されてしまうために製品にはその痕跡

は残らない。また、普通穴をあけた場合には上の径

が大きくなり、下側が小さくなる。しかし、穴をあ

けてから研磨してしまうために表裏どちらから穴を

あけたのか分からないものも多い。

ここでは石製模造品を作る際にできた剥片を臼玉

製作の素材にしているものも多いと思われ、特徴の

強いものを除いて両者の母岩を区別するのは非常に

困難なものが多い。

なお、これらのものは原石に打撃を加えて剥片素

材を得るわけであるから、竹沼遺跡からは敲石は出

土していないということであるが、結晶片岩製の砥

石の中に敲打痕を残すものがある可能性もある。あ

るいは非常に軟らかい滑石を素材としており、打撃

を加えても敲石にそのダメージが残らないのではな

いかとも考えられる。

結晶片岩の場合には砥石として使用しても使用痕

は残りにくく、河原石と比べると若干面が滑らかか

なと感じられる程度であり、かなりよく観察しても

使用痕は見極めにくい。極く普通の自然礫でも滑石

の砥石として容易に使用できる。従って、滑石製作

工房跡から出土した礫については使用痕の明瞭では

ないものでも砥石として使用された可能性が高いの

で注意が必要である。本郷山根遺跡11号住から出土

した砂岩製敲石については敲石としてだけではな

く、台石・仕上げ用砥石として使用された可能性も

ある。結晶片岩製の敲石も砥石としても使用された

可能性もある。

本郷山根遺跡では擦り切り砥石状石器（図81-4)



及び楔形石器（図16- 1) も出土しているが、弥生時

代の新潟県下谷地遺跡（文献30) では周辺部より調整

を施した楔形石器と小礫をそのまま用いた楔形石

器、擦り切り砥石が出土している（図112) 。その他

に石針も出土している。形態的にはその両遺跡の楔

形石器は非常に類似している。しかし、本遺跡の場

合は滑石製作住居に伴って出土しているものではな

いし、それに変わるものとして鉄製のノミ状工具等

がある。実験では石製楔でも十分に機能は果たすこ

とができる。補助的用具として使用された可能性も

ある。擦り切り砥石状石器は細かいところを研磨す

る仕上げ用砥石の可能性もある。

6 滑石の産地について

竹沼遺跡の臼玉・石製模造品の石材は滑石であ

り、爪で容易に傷が付くほど軟質なものであり、色

調はやや白色～黄色味を帯びるものが多く、淡緑色

を呈するものもある。竹沼遺跡に近い想定される滑

石の産地としては藤岡ゴルフ場のあたりと卸沢の中

原寄りのあたりがある（図 4) 。前者のものはやや色

調は淡く、後者の方は黒味が強い。両地点とも現在

では露頭は露出しておらず、滑石を見付けることは

困難である。しかし、現在でも図 4 の金井や西平井

のあたりの鮎川の河原では滑石の転石が確認でき

る。そのあたりのものは白っぽく若干片岩質のもの

もあるが、割った面が黒っぽく、磨くと漆黒の光沢

をもつものもある。鮎川沿いにもう少し奥に入ると

片岩質で、割った面がキラキラと光る滑石の転石や

5 号住で使用されているような滑石を含む透閃石片

岩も認められた。しかし、この透閃石片岩は細かく

見ると 5 号住出土のものとの類似性は低いように思

われる。竹沼遺跡の紡錘車の石材はかなり硬質で黒

味が強く、割れ面や磨いてみた感じからすると卸沢

周辺の可能性が高い。また、西平井のあたりでは牛

伏砂岩が転石であったり、岩として露出していたり

している部分も認められた。奥に入ってしまうと牛

伏砂岩の礫はかなり少なくなる。

また、三名川沿いでは主要地方道前橋・長瀞線と

6．滑石の産地について 7．敲石について

交差するあたりでは風化面がオレンジ色であまり風

化していない部分に淡い緑色が残るような滑石が認

められた。この石材は図 4 で三名川沿いの御荷鉾ゴ

ルフ場と書いてあるあたりまで認められた。それよ

りもあまり奥に入ってしまうと河原になっている部

分の面積も狭く滑石も認められなかった。ところで、

三名川沿いでは高山を隔てた鮎川沿いで認められた

ような黒味の強い良質の原石は確認することができ

なかった。こちら側のものは色もさることながら、

非常に軟らかく、あまり良質とは言えない。本遺跡

の図83- 4(11号住No.15) や図93- 9 (16号住フク

土）などはこの三名川沿いで確認できた石材に類似

している。粗い砥石となる牛伏砂岩はこちらの方で

はほとんど認められず、もっと細かい粒子より構成

される軟らかい泥岩のような石材が多かった。

本遺跡11号住の臼玉等に多く使用されている滑石

はこの両河川の流域を歩いた時には認められなかっ

た。全体的に見ると竹沼遺跡の臼玉等に使用されて

いる滑石よりも本遺跡11号住出土の滑石類の方が若

干質が落ちる感じはするが、かなり類似しているも

のも多い。現在、河原となっていて降りられるとこ

ろについて見ただけであり、石採りをしたり、少し

大雨が降っただけでも河原は変わってしまうので、

当時とはかなり地形的には変わっていることも考え

られるので河原を歩いただけでは充分ではないかも

しれない。また、滑石はひとつの転石の中でも質は

部分により様々であり、かなり難しい面も多い。

7 敲石について

本郷山根遺跡からは滑石製作に関する敲石・砥石

等以外にも多くの石器類が出土している。特に敲石

類が多い。今回の報告のなかでは使用痕の明瞭なも

ののみを選び出し実測した。従って敲打痕や磨面の

認められないいわゆるただの礫については除外し

た。ただしそれらについてもすべて法量を計測しグ

ラフ化を行った（図113) 。

7 • 9 号住からは床面にしっかりと付いた状態で

敲石・台石等が出土している。 6 号住と 22号住では
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ーケ所からまとまって床面に付いた状態で出土して

いる。大きさ的にはほぼ同様なものが多い。敲石は

上下両端を使用するものと主に両側を使用するもの

とがある。両側を使用するものはかなりよく敲いた

ために扶入部を有するものもある。結晶片岩は少し

ハンマーとして使用すればすぐに扶入部ができてし

まう。従ってそれが意識的にいれたものなのかそう

でないのかということはなかなか判断が難しい。縄

文時代のもののようには凹みが深く明瞭ではない凹

石の存在も目立つ。縄文時代のものは敲石・磨石を

兼ねたものが多いが、この遺跡では凹石だけのもの

も多い。縄文時代のものと比べると表面の風化度が

弱く、凹みも浅いものが多い。その他の点について

はほとんど変わらない。磨石と石皿状の石器がセッ

トで出土している遺跡も古墳時代には極く一般的に

見受けられる。本遺跡内では 6 号住で結品片岩製の

若干表面が凹むもの（図75- 2) が出土している。結

晶片岩は砥石として使用しても表面の使用痕は残り

にくいものであり、仮に対象物が植物質のものであ

ればかなり使い込んでもその使用痕は残りにくい。

若干でも表面が滑らかであれば、使用されていた可

能性があると考えてもよいと思われる。

これまでこうした礫については自然礫とされて無

視されていたり組物石とされていたものが多かっ

た。しかし、よくその両端や両側縁を観察すると敲

打痕が残るものが多い。群馬県田端遺跡（文献37) や

埼玉県下田遺跡（文献36) 出土の礫でも端部に打痕が

あったり、一部磨痕があったりするものもあり、敲

石や磨石として使用されていたものの多くあること

を示している。あるいは黒色の付着物が付いている

ものもある。それ以外の遺跡でも編物石とされてい

るものを観察すると敲打痕や磨痕が認められるもの

が多い。こうしたことからすると編物石とされてい

るものでもかなりの割合で編物石以外の用途に使用

されたものが多いことがわかる。

礫．敲石類の法量分布グラフ（図113) を見ると長

さは長くなっても幅はほぼ一定であるのがわかる。

石質が結晶片岩ということと同時に石器の機能を反
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映しているものと思われる。結晶片岩は礫になると

形状は棒状に成り易く、河原へ行けば極く簡単に同

程度の大きさや重量のものが揃い易い。敲石として

使用できるものの入手は簡単であるし、台石・石皿

状石器になるものも同様である。本遺跡の場合には

庚申山丘陵から東に張り出すローム台地上にあり、

これらの結晶片岩や砂岩の礫が住居の中に入り込む

ということは考えにくい。（同じ藤岡台地でも砂礫

層が地山となっているところでは人間の手によりそ

こに持ち込まれたものなのか流れ込んだものなのか

という区別は困難であるが。）

また、これらの石器の特徴としては、 1 棒状を呈

し、 10数cm程度のものが多い。 2 コーナ一部分や壁

際にまとまって出土することが多く、壁際に一列に

並ぶように出土する場合もある。 3 同程度の重さの

ものが偶数個出土する場合が多い。編み物石とされ

ている主な根拠としてはこの中の 3 が上げられてい

るように思われる。延などを編むときには 2 個一組

として使用されるものであり、つい最近まで農家で

は極く一般的に行われていた。しかし、これに使用

するほとんどのものには遺跡から出土する遺物に見

られるような敲打痕は認められない。こうしたこと

からすると編み物石とする根拠は薄いように思われ

る。まったく見た目にはただの礫にしか見えないも

のであってもこれからは調査の際に図面をとるのは

もちろんのことしっかり観察、実測、計測値を報告

書に載せなければならないであろう。そうすること

により古墳時代から平安時代に一般的に認められる

これらの石器の性格も分析することが可能となろ

う。確かに廃棄される最終段階としては編物石とし

て使用された可能性も完全には否定できないがすべ

てを単純に編物石として片付けるわけにはいかない

であろう。それらのなかには敲打痕を残したり磨面

を持ち、敲石・磨石として使用されたものが多いと

いうことを指摘しておきたいと思う。

8 鉄器について

本郷山根遺跡の今回の調査区内からは鉄滓・スラ
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グが出土している遺構は 16号住・ 22号住・ 24号住

（小鍛冶）、 1 号溝、 49号ピット・ 182号ピットなど

があるにもかかわらず、鉄製の道具類と考えられる

ものは 1 点も出土していない。しかし、滑石に認め

られる削り痕からするとどう見ても鉄製のエ具に

よって付けられたとしか考えられないものが多い

し、いわゆる鉄製のエ具を研いだとしか考えられな

い砥石も出土している。こうしたことからすると鉄

製工具類の存在した可能性は疑う余地はないであろ

う。火災その他の理由でその場所を放棄し、移動す

る際に鉄製工具のみは持っていったものと考えられ

る。

また、今回検出された小鍛冶遺構は出土土器から

すると 6 世紀後半の時期である。本遺跡に近いとこ

ろでは国道254号バイパスに伴って調査された堀之

内遺跡群（文献 7) の中にもほぼ同じ時期の小鍛冶遺

構がある。小鍛冶遺構の場合には集落の真ん中に位

置することよりも集落のはずれや集落からまった＜

はずれたところにぽつりと一軒だけ位置することが

多い。本遺跡例の場合も同様であり、南の住居群か

らははずれた北側に位置する。

ところで、その北側には 1 号溝があり、出土土器

からして24号住が小鍛冶として使用されていた際に

は、少なくとも埋まっていなかったものと思われる。

同溝からは極めて多量の敲石類・砥石などが出土し

ている。これらの敲石類は両側縁や上下両端が潰れ

ているものがほとんどである。図101- 7 などは側

縁だけでなく表面にも敲打による凹みを有する。図

示した以外にも敲石や棒状の礫は多くあった。これ

らの石器類は出土の仕方を見ると廃棄されたことは

明らかであり、若干流された形跡もないことはない

が、それにしてもあまり遠くから流されたとは考え

にくい。また、 24号住（小鍛冶遺構）内からはほとん

ど道具類は出土しておらず、台石になるような大形

のものは 1 点もない。敲石類も小形のものが数点出

土しているのみである。鉄製工具は持ち去ったから

工具は出土しなかったと考えられないこともない

が。しかし、石製工具を用いたことも考えなければ

ならないであろう。そして、使用後に近くの場所に

捨てたとも考えられる。その場所が 1 号溝であった

可能性もある。
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4. 第 6 号住カマド全景南西から 5. 第 6 号住カマド掘り方全景



PL 7 

1.第 7 号住遺物出土状況全景 東から

2. 第 7 号住掘り方全景東から 3. 第 7 号住カマド遺物出土状況全景 南西から

4. 第 8 号住遺物出土状況全景 南西から 5. 第 8 号住カマド遺物出土状況全景南西から



PL 8 

1.第 9 号住遺物出土状況全景 東から

2. 第 9 号住遺物出土状況東から 3. 第 9 号住カマド遺物出土状況全景 西から

，~公］：

4. 第10号住掘り方全景東から 5. 貯蔵穴全景東から



PL 9 

1.第11 号住遺物出土状況全景（手前 6 号住） 北から

2. 第11 号住全景北から 3. 第11 号住掘り方全景東から

4. 第11 号住カマド全景東から 5. 第11 号住カマド掘り方全景 東から



PL 10 

1.第12号住遺物出土状況全景西から

2. 第12号住掘り方全景西から 3. 第12号住カマド全景西から

4. 第13号住遺物出土状況全景 南から 5. 第13号住カマド遺物出土状況全景 南西から
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